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第一章　竜りゆう王おうの婚こん約やく者しや







「兄さま……退学届の書き方を教えてください」

「却きやつ下か」

　晴はる空あきのそっけない答えに、茉まつ莉り花かはがっくりと机につっぷした。

　日本人離れした、透明感のある白い肌はだ。少しうるんだ桜色の目が、ぱちり、と瞬く。

　教室の窓から吹き込む夏の風が、彼かの女じよの銀色の髪かみを巻き上げる。

　高一のクラスには似つかわしくないほど、小こ柄がらな少女だった。身長はひいき目に見ても小学生高学年レベル。彼女は涙目で晴空を見つめながら、細い腕うでを伸のばして机にしがみつき、駄だ々だっ子こみたいに足をばたつかせている。

　その生命力にあふれた美しい姿に、クラスメイトたちがため息をついた。

　ここは魔法特区唯ゆい月づき市にある、時とき軸じく学園一年Ｎ組。

　Ｎは「普通Normal」のＮ。

　魔ま法ほう使つかい養成学園に作られた、普ふ通つう科かクラスだった。

「おかしいです。理り不ふ尽じんです。茉莉花は兄さまといちゃいちゃしながら魔法使いさんの世界のことを知るために学園に入ったのに、なんで教科書を前に頭を抱かかえてるんですか？」

　茉莉花は拳こぶしをにぎりしめ、ぐぬぬ、と奥おく歯ばを噛かみしめる。

「来週から期末テストだから」

　そんな茉莉花――妹に、あっさりした答えを返す晴空だった。

　でも茉莉花は、納なつ得とくできない、といった顔で、

「そんなものが茉莉花の人生にどんな関係があるんですか？」

「高校くらい出といた方が、茉莉花が生きてくのに便利だから」

「そんなこと誰だれが決めたんですか？」

「……転入する前にごはん食べながら二人ふたりで決めただろ」

「前言撤回です！　やっぱり茉莉花は兄さまと一いつ緒しよに世界をサバイバルしていければそれでいいんです。だって茉莉花たちには魔法使いをやっつけるだけの能力があるのです。人間の進化形たる魔法使いに対たい抗こうする――つまり――あのその」

　思わず口ごもる茉莉花。

　クラスメイトに聞こえないように、晴空の耳元に、桜色の小さな唇くちびるを近づける。

「兄さまと茉莉花はこの世で二人きりの竜の眷けん属ぞくで、家族なんですから」

　茉莉花は自分のセリフに酔よっぱらったみたいに「ふにゃ」と頬ほおを押おさえた。

　晴空は思わず周囲を見回した。

　時刻は朝のホームルーム前。騒さわがしい教室。

　みんなこっちを見てる。晴空と茉莉花を遠巻きにして、なんだか困ったような顔。

　茉莉花がささやいた「竜の眷属」という言葉には、たぶん誰も気づいてない。

　――二人きりの竜の眷属、か。

　竜――それは、この世界ではとっくに絶ぜつ滅めつした生き物の名前だった。




　太古よりこの世界には人間と神しん獣じゆうが住んでいた。

　神獣とは、竜や麒き麟りん、朱す雀ざくなど、獣けものに似た姿を持ちながら、人間と同等の知能を持つ生き物たちのことを言う。彼かれらは古い魔法を使い、人間に姿を変えることもできた。

　彼らは、増え続ける人類のために身を退ひき、世界の奥おく地ちに隠かくれ住すむようになった。

　けれど、人口の増加は思ったよりも激しく、人の領域は拡大を続け、百年前、ついに人間と神獣の間で争いが起こった。

　それを最大限に利用したのが、魔法使いだった。

　魔法使いとは魔ま力りよくを持ち、魔法を使いこなす人間のこと。

　彼らは「神獣とは人間をおびやかす危険生物である」と、人間をあおり、強力な魔法で神獣を駆く逐ちくしはじめた。

　その中心になったのが、魔法使い四名家。

　南の摩耶マーヤー。

　北のカインズ。

　西のアグリッパ。

　東の天あま伎き。

　彼らが作り出した〈生命金属〉の魔法は、神獣を圧あつ倒とうした。

〈生命金属〉とは原始的な知性を持つ金属のこと。

〈生命金属〉で作られた〈杖つえ〉は魔法使いが唱えた呪じゆ文もんを記き憶おくする。一度覚えた呪文なら、魔力を注ぐだけで何度でも使うことができる。さらに呪文を声ではなく、魔力で描えがく〈魔ま法ほう陣じん〉として表示するため、一いつ瞬しゆんで魔法が発動する。

　その徹てつ底てい的てきに効率化された魔法により、この世界の神獣は殺されていった。

　最後に残った一体が、青い竜、エリシア＝アースドラグ。

　魔法使いの卵だった晴空は五年前、エリシアの最さい期ごに立ち会い、彼女から〈竜眼〉を授さずかった。

〈竜眼〉により晴空は「すべての魔力の流れを見る」能力を得て、その代だい償しようとして身体からだの中にあった魔力の流れはズタズタになった。魔法使いにはなれなくなり、ついた異名が〈失敗作〉。

　そんな彼のところに茉莉花が訪ねて来たのは、ほんの数週間前のことだった。

　茉莉花は、自分は最後の竜エリシアと人間との間に生まれたハーフだと名乗り、

「兄さまの左目は〈竜眼〉です。つまり兄さまは竜の遺伝子を受うけ継ついでいるのです。この世界にいた純じゆん粋すい種しゆの竜は絶滅しました。よって、竜と人間のハーフである茉莉花と兄さまは一番近い存在――兄きよう妹だいなのです！」

　という超ちよう理り論ろんにより、茉莉花は晴空と一緒に暮らすことを願った。

　やがて、彼女を狙ねらって魔法使いたちがやってきて――

　晴空は魔法を打ち消す魔ま銃じゆう〈アッシュ〉を使い、茉莉花を守るために戦い――

　そして最強の魔法使いとの戦いで死線をくぐったあと――

　二人はやっと、お互たがいを家族と認めるようになった。

　そうしてこの町の魔法使い名家、天伎家と竜の眷属は同盟を結び、彼らの協力もあって、茉莉花は晴空と一緒にこの時軸学園に通うようになったのだけど――




「……転入して一週間で期末テストってのはさすがに無む茶ちやだよな……」

　表向き、茉莉花は海外に住んでいた腹はら違ちがいの妹ということになっている。

　竜の血を引くなんてことがばれたら、どんな騒ぎが起こるかわからないからだ。

　遠い異国からやってきた転校生――なので、期末テストをすべてクリアするのは無理。

　というわけで、学園からは、

「一応、高校生として格好がつくくらいの点数を取ってくれればいい」と、言われている。

　だけど、茉莉花の学力はそんなレベルじゃなかった。

「茉莉花。聞いてもいい？」

　晴空は、まだ照れた顔でこっちを見てる茉莉花の前で、教科書を開いてみせた。

「なんでも聞いてください兄さま」

　茉莉花は、自信たっぷりな表情で胸を反らした。

「戦国時代にはじめて日本を統一したのは誰か知ってる？」

「そんなすごいことするのは兄さまに決まってます」

「日本最初の口語体小説を書いたのは？」

「兄さまならそんなのお茶の子さいさいです」

「酸素と水素を反応させると？」

「兄さまが世界を創造します」

「なんでも僕ぼくのしわざかよ!?」

　壊かい滅めつ的てきだった。どうしようもなかった。

　――茉莉花は頭が悪いわけじゃないんだけどな。

　むしろ高校生にしてはオーバースペックだと思う。

　英語をはじめとした数カ国語を普通に読み書きできるし、地理は晴空でさえ知らない国の場所・首都に気候に特産品まで知ってる。都市の間をどんなルートで行けば安全か、水と食料はどこで補給すればいいかまでわかるらしい。

　家庭科の時間は最速・最短の手て際ぎわで料理を作っていた。暗くら闇やみでも料理ができるように、音だけで火の通り具合が判断できるというのは、ある意味天才かって思うくらいだ。

　――問題は知識が偏かたよりまくってることなんだよなぁ。

　この町に来るまでは、茉莉花は育ての親とずっと世界を回っていた。だからサバイバル能力は高い。そういう知識や技術はあふれるくらい持ってる。

　その代わりに、サバイバルに必要ない知識は頭からすぽーんと抜ぬけ落おちてる。

「だからって、なんでも僕を当てはめるなよ……」

「だって、茉莉花を人間の世界につれてきてくれたのは、兄さまですから」

　茉莉花は桜色の瞳ひとみを細めて、幸せそうに晴空を見つめていた。

「だから、わからないことがあると、うっかり兄さまを当てはめちゃうんです。えへへ」

「……う」

　その無む邪じや気きな笑え顔がおに、晴空は思わず言葉に詰つまった。

　最近ずっとそうだ。同居をはじめてから数週間経たつけれど、小さい頃ころに家族をなくした晴空は、まだ茉莉花とのうまい距離感がつかめずにいる。

　なのに茉莉花は晴空のとまどいなんか一いつ切さい無視。一緒にいたいから一緒にいる。くっつきたいからくっつく。竜の末まつ裔えいにふさわしく、本能に任せたインファイト。そんな彼女に、晴空はペースを握にぎられっぱなしだった。

「二人とも、ちょっといいかな？」

　おずおず、とした声がして、晴空の隣となりの席の少女が立ち上がった。

　片方の目をうっすらと隠す、長い前まえ髪がみ。その向こうにある、恥はずかしそうな上うわ目め遣づかい。

　大きな胸の前で手を組み合わせて、クラスメイトの少女、如月きさらぎのるんが晴空たちを見ていた。

「二人って、生き別れの兄妹なんだよね？」

「は、はいっ。そ、そうです」

　緊きん張ちようした口調で、茉莉花がうなずく。

「小さい頃の事故で両親をなくした兄さまと茉莉花は別々のおうちに引き取られたんです。色々あって再会して、この唯月市で一緒に暮らすことになったんですっ！」

　晴空が考えたストーリーを、丸暗記の口調で語る茉莉花。

「そっか、でも、二人とも髪も瞳の色も違ちがうよね？」

「お母さんが違うからです。茉莉花のお母さんはちょっぴり不思議な生まれの人で、その血を引いた茉莉花も、こういう髪と瞳の色になったんです」

　のるんの問いに息いき継つぎなしで答えた茉莉花は、晴空の方を向いて親指を立てたサムズアツプ。

　練習したかいがあった。

「ごめんね、立ち入ったこと聞いて。どうしても気になったから」

　両手の指をうねうねと絡からませながら、申し訳なさそうな口調でのるんは言った。

　教室の前の方でクラスメイトが「へー」ってため息をついてる。みんなが気になってたことを、代表して聞きにきたらしい。

「だいじょぶです。なんでも聞いてください、如月のるんさん」

　茉莉花は、ぱぱん、と、胸を叩たたいた。

「わたしのことはのるのる、でいいよ」

　のるんは前髪を指先で弾はじいて、なぜか「きりっ」とした顔で、

「今は普通科で魔力もないけど、そのうちなんとなく覚かく醒せいして〈光子のフオトン・魔姫プリンセス〉と並び立つ宿命を持つもの――次元縦断デイメンジヨ魔法使いン・メイジのるのる、って。葛かつら木ぎくんもそう呼んでるし」

「――のるのる!?　兄さまにそんなラブリーなあだなで呼び合う相手が!?」

「呼んでねぇよ！　というか突っ込むとこそこじゃないっ！」

　控ひかえめな口調でとんでもないことを口走るのるんに、晴空は声をあげた。

　入学してから三ヶ月の付き合いでしかないけど、のるんは人の話を聞かない。そして、宇宙的に夢見がち――悪く言えば妄もう想そうはいった中二病だった。

　夢は学園最強の魔法使い天伎愛あい菜なと並び立つこと。ただしのるんに魔力はない。

　野望は大きく。友達はたくさん。そしてなんでも受け入れる。

　それが晴空のクラスメイトにして、一年Ｎ組委員長、如月のるんという少女だった。

「そういえば、ちょっと気になることがあるんだけど」

　元の照れくさそうな表情に戻もどって、のるんは人差し指を一本、ぴん、と立てた。

「最近、クラスの前を天伎愛菜さまが通りかかるようになったんだけど、茉莉花さんが転校してきたことと、なにか関係があるの？」

「「え？」」

　晴空と茉莉花が、同時に廊ろう下かの方を見た。

　開いたままの、教室の扉とびら。

　その向こうを制服姿の少女が、とてもゆっくりとした歩調で通り過ぎて行くのが見えた。

「……愛菜…………じゃなくて〈光子の魔姫〉天伎愛菜？」

　晴空の声が聞こえたのか、愛菜が横目でこっちを見た。

　茉莉花――晴空――茉莉花――晴空、と何度か視線を往復させてから、こほん、と咳せき払ばらい。背筋を伸ばし、近寄りがたい雰ふん囲い気きを漂ただよわせながら、正面を向いて歩き出す。

「今まではこんなことなかったの。二人とも、なにか知ってるの？」

「えっと……茉莉花は外国からの転校生で、天伎家の人もそれを知ってるはずですから」

　のるんの問いに、茉莉花は少し考えてから、

「茉莉花がクラスにちゃんとなじんでるかなーって、心配して見にきてくれてるんだと思うんです。きっとそうです」

「あ、また戻って来たの。今日きようこれで七回目なの」

「いくらなんでも多すぎだよね!?」

　その回数に、晴空がびっくりする。

　教室を通り過ぎたところでターンして戻って来た、黒くろ髪かみの少女。

　髪には純銀製のアクセサリー。制服の胸にあるのは金属製のペンダント――〈杖〉の起動キー。黄こ金がね色いろのそれは、彼女が魔法使い四名家の直系の人間であることを意味する。

　ぎゅっ、と結んだ唇。気の強そうな目。きつい表情を浮うかべているけれど、それでもまわりの生徒たちが思わず目を奪うばわれるほど美しい。

　彼女の名前は、天伎愛菜。

　魔法使い四名家のひとつ「天伎家」の次期当主候補にして、学園最強の魔法使い。そして晴空の幼おさな馴な染じみで、茉莉花をこの学園に転入させた張本人でもあった。

「…………じーっ」

　その彼女が再びこっちを見ながら、忍しのび足あしで教室の前を通り過ぎて行く。

　転入してきたばかりの茉莉花を心配してるんだろう。魔法使いがいる学園に竜の末裔を通わせるのは、茉莉花を怯おびえさせることになるかもしれないって、愛菜はずっと気にしていた。だから様子を見に来てくれている。それはわかるんだけど――

「そういえば、愛菜さんにあげるものがあったんでした」

　突とつ然ぜん、茉莉花が鞄かばんに手を突っ込んだ。

　しばらくごそごそ探さぐったあと、コンビニ袋ぶくろを取り出す。

「実は昨日、コンビニで新発売のチョコを見つけたんです。溶とけないように、一晩冷蔵庫で冷やしてました。心配してくれてるお礼に、これを愛菜さんにあげようと思って――」

「なに考えてるの茉莉花さん!?」

　目を見開いたのるんが、茉莉花の肩かたを掴つかんだ。

　噛み付きそうな勢いで、前髪の向こうから茉莉花を睨にらみ付つける。

「天伎愛菜さまがコンビニのお菓か子しなんか食べるわけないじゃない。あの人は魔法使い四名家、天伎家の人なの。わたしたちとは住んでいる世界が違うの！」

「で、でも。これは貴重なお小こ遣づかいで買った税込みさんびゃくにじゅうえんの……」

「桁けたがふたつ違うの」

「ええええええっ!?」

「立場をわきまえないとだめなの。この学園にいるなら、天伎家の人は尊敬しないとだめ。魔法クラスには愛菜さまの取り巻きもいるの。睨まれたらこわいことになるんだから」

「……兄さま」

　茉莉花が不安そうに晴空を見た。

「如月の言う通り……かな」

　魔法科や生徒会には愛菜のファンだっているし、のるんみたいに彼女を無む茶ちや苦く茶ちや尊敬してる奴やつもいる。学園の中では天伎家というのは別格すぎる存在だった。

　だから晴空と愛菜は、学園では無関係なふりをしている。

　晴空と一緒にいると、幼馴染みの気安さから、愛菜はついゆるゆるになってしまう。

　学園ではクール系キャラで通したい愛菜の、それはどうしても譲ゆずれないお願い、らしい。

「それに、学園トップの魔法使いが廊下で立ち食いとかできないと思うんだ」

「盲もう点てんでした！」

　チョコの箱を手のひらに乗せたまま、茉莉花がうんうん、と頷うなずく。

「では、これは兄さまと茉莉花で食べましょう。それと、えっと」

「如月のるん。のるんって呼んでいいの」

「は、はいっ。ではのるんさん。お近づきのしるしに、どうぞ！」

　緊張した面おも持もちでチョコの箱を差し出す茉莉花。小さな手が、少しだけ震ふるえていた。

　赤くなった頬を長い前髪で隠して、のるんがチョコを一粒、受け取る。銀紙を剥むいて口に入れると、茉莉花とのるんは揃そろって、ほーっ、と満足そうに頷きあう。

　――この分なら、うまくやっていけそうかな。

　晴空も、思わず肩の力を抜いた。

　本当はずっと心配だった。茉莉花がここで受け入れられるかどうか。

　この時軸学園は魔法使いが作った魔法学園だ。一いつ般ぱん人じんの生徒たちも魔法使いの味方だし、竜たち神獣を危険な生物だと思っているはずだ。

　でも、こうして二人が一緒にお菓子を食べてるのを見ると、少しだけど――ほんの少しだけど、茉莉花はなんとかこの学園で、人間のふりをしてやっていけそうな気がしてくる。

　――あれ？

　そう思った晴空の制服のポケットで、携けい帯たいが震えた。

　メールの着信だった。




『あたしの分のチョコは……？』




　廊下から、愛菜がクールな顔のまま、目に涙をためてこっちをにらんでいた。

『あとで僕の分をあげるから』

　気づかれないようにメールを打って、返信。

　廊下の愛菜は携帯を握りしめたまま、黒髪をうっとうしそうにかきあげ、氷のような瞳で周囲を見回したあと――晴空に向かってうなずいた。

　――〈光子の魔姫〉の威い厳げんを保つのも大変だよな……。

　立ち去る愛菜を見送ってから、晴空は席についた。

　しばらくしてチャイムが鳴り、教師が教室に入ってくる。

「みなさんに転校生を紹しよう介かいします」

　その言葉に、教室がざわめいた。

「間もなく期末テストですが、家の事情でどうしても今日から通わなきゃいけないそうです。みなさん、仲良くしてあげてください」

　一息に言い終え、教師は手を叩いた。それを合図に、教室の扉が開く。

　まるで滑すべるような足取りで、見知らぬ少女が教室に入ってくる。

　長い、藍あい色いろがかった髪が、ふわり、と揺れる。

　まるで深窓の令れい嬢じようのような、腰こしまであるストレートの髪。背は晴空より少し低いくらいだろう。真新しい制服を窮きゆう屈くつそうに身にまとい、ここがどこかの王宮の廊下でもあるかのように、優ゆう雅がな動きで教きよう卓たくの前まで進む。空色の瞳で教室を見回し、一瞬、晴空と茉莉花のところで視線を止める。二人を見つけて安心したのか、胸を押さえて、深呼吸。

「はじめまして、みなさん」

　少女は頬を染めて、照れくさそうな顔で、告げた。

「ボクは島しま神がみ緋ひ女め乃のと言います。葛木晴空さまの婚約者になるために来ました！」

　普通科の教室に沈ちん黙もくが落ちた。
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　少女が口にした自分の名前――それと「婚約者」という単語。

　ふたつの言葉が晴空の頭の中を真っ白にした。そして、

　ばこんがんどごん！

「ええええええええええええええええええええええっ!?」

　慌あわてて立ち上がった晴空が机を蹴け倒たおす音と、茉莉花の絶ぜつ叫きよう。

　竜の咆ほう哮こうにも似たそれが、普通科の教室に響ひびき渡わたった。










「政略結婚じゃよ。摩耶とのな」

　天伎家当主、天伎夏なつ希きは言った。

「魔法使い四名家の摩耶と、政略結婚？　僕が、どうして!?」

　思いもよらない言葉に、晴空が思わずつっかえながら問い返す。

　ここは天伎家の当主の間。

　学園に緋女乃がやって来たあと、晴空・茉莉花・愛菜は校内放送で呼び出された。

　緋女乃と一緒に、天伎家が準備した車に乗り、屋や敷しきへ。

　山の麓ふもとにある、魔法使い名家天伎家の本ほん拠きよ地ち。当主の間はその一番奥おくにある。花に囲まれた別世界のようなところだけれど、今は窓もドアも閉め切り、外の音も遮しや断だんしていた。

　エアコンの音だけが響く中、晴空と緋女乃の二人だけが、当主の天伎夏希と向かい合っている。

「政略結婚と言っても、かたちだけ。摩耶の者をこの特区に入れるための口実みたいなものじゃよ。摩耶の魔法使いの扱あつかいは、正直、難しいでな」

　夏希は、和装の小学生にしか見えない姿で、椅い子すにゆったりと腰こし掛かけ、晴空に答える。

「摩耶の者。この子が……？」

　晴空は隣に立つ少女――緋女乃を見た。

　藍色がかった髪に、赤い花を模した髪かみ飾かざりをつけている。空色の大きな瞳は晴空だけを見つめている。着ているのは小さなリボンのついた、純白のチャイナドレス。摩耶の使者としての正装を着こなし、すっ、と背筋を伸ばした姿は、育ちの良さを感じさせる。ここは摩耶にとっては敵対する一族の場所なのに、緋女乃は落ち着き払っていた。

「『島神』とは仮の名。天伎の特区にある学園に、摩耶の者として転入させるわけにもいかぬじゃろう？」

　目を見開く晴空に向かって、夏希が告げる。

「この娘むすめの身体検査は済ませておる。この部屋はモニターされており、話は別室にいる愛菜と、竜の少女にも聞こえておる。結界も張られておるし、まぁ問題はないじゃろう」

「ボクも警けい戒かいされたものだね」

「最近トラブルが多くての。備えは必要なのじゃよ」

　肩をすくめる緋女乃に、夏希はつまらなそうに返答する。

　危険は分散するべき――ここに来たとき、晴空が言われたセリフだった。

　だから、茉莉花と愛菜は別室で待機している。

　もしもこの場に愛菜がいてなにか起こったら、天伎は当主と、次期当主候補の二人を失うことになる。また、竜の眷属を失うわけにもいかない。茉莉花は納得していなかったけれど、晴空は竜王権限で命令して、彼女を愛菜に預けたのだった。

「いいよボクは、別に気にしないから」

　緋女乃はうなずいた。

「僕も、どうでもいいです」

　晴空は右手首のリング――〈アッシュ〉に触ふれながら答えた。

　自分の隣に立つ少女に視線を向ける。

「摩耶」――それは天伎と並び立つ、魔法使い四名家のひとつだった。

　つい三週間前にはカインズ・アグリッパと共に、晴空たちを殺そうとしていた一族だ。

　――摩耶は道術の流れを汲くむ、不死を目指す一族だっけ。

　二千年以上昔、不死を求めた皇こう帝ていによって東方に派は遣けんされた道術使いたちがいた。それが摩耶の先祖だ。彼らは船が漂ひよう流りゆうした末に流れ着いた南の島を本拠地として、南方に伝わる魔法と自分たちの道術をミックスし、独自の魔法体系を作り上げた。

　彼らはその後も不死を目指して魔法研究を続けてきた。数百年前に〈生命金属〉を手に入れてからは、それを使った人体改造にまで手を出しているという。

　他ほかとほとんど交流しない一族なので、外に流れる情報は恐おそろしく少ない。

　摩耶の土地にも、ここと同じように神獣がいたこと。その神獣――朱雀もまた、摩耶の魔法使いに狩かられてこの世界から姿を消したこと。晴空が知ってるのはそれくらいだ。

「天伎がボクをどう扱ったって構わない」

　緋女乃は髪をくるくると指に巻き付けながらつぶやいた。

「ボクは、竜にしか興味はないんだから」

「……竜――って、僕たちに？」

「摩耶は竜の眷属のことを知りたがっている。君たちが、摩耶にとって危険かどうか。ボクは、それを〈裁定〉するために、この町に来た」

　緋女乃は腰に手を当てて宣言する。

「僕たちを〈裁定〉？」

　冗じよう談だんかと思った。

「この前、僕たちを問答無用で殺しに来たくせに」

　晴空は冷えた口調で緋女乃の言葉を切り捨てた。

　三週間前、カインズ・摩耶・アグリッパの三名家は、晴空と茉莉花に魔法使い殺しの疑いをかけ、抹まつ殺さつしようとした。「違う」と言っても、聞いてもらえなかった。

　二人が生き延びたのは、単純に運が良かっただけ。

　知力と技術と幸運を絞しぼり尽つくしてやっと生き延びた。それだけだ。

「あれはカインズが先走っただけ。摩耶は反対もしていないし賛成もしていない」

　天伎当主と晴空を前にして、緋女乃は平然とした口調で答えた。

「それに竜の眷属に罪をなすりつけたのは天伎歌か音のん。君が責めるべきは摩耶じゃない」

「歌音は魔力封印処置をした後、屋敷の地下に幽ゆう閉へいしておる」

　夏希が重々しい口調で緋女乃に反論する。

「それで三名家とは話がついておるはずじゃが？」

「処置に異論はないよ。それより竜王と話したいな」

　作りもののような笑えみを浮かべて、緋女乃はチャイナドレスの胸を押さえて、一礼。

「摩耶の一族に連なる者として、竜王にお詫わびいたします。竜の末裔を正当なる理由もなく排はい除じよしようとしたこと、摩耶の使者として痛つう恨こんの極きわみ。人と融ゆう合ごうした新たなる眷属にはそれ相応のやり方があったはず。それを探るためにボクがここにいること、賢けん明めいなる竜王にはおわかりのことかと」

「口上なんかいらない。なにが言いたいんだよ」

「……がんばって覚えてきたのに」

「僕は、三名家と関かかわりたくないんだ」

「摩耶は、竜の眷属との関係を変えたいと思ってる。この〈裁定者のクリスタル〉で」

　緋女乃は首から提さげたクリスタルを晴空に示した。

　大きさは人差し指くらい。六角柱を組み合わせた無む色しよく透とう明めいのクリスタルだった。

「この〈裁定者のクリスタル〉は、竜の危険性を測るための魔導具なんだ」

　指先でクリスタルを揺ゆらしながら、緋女乃は言った。

「これはただ、ボクが君の側そばにいるかどうかを判断する。そして君の近くにいる時、ボクが死んだら砕くだけ散ちる。機能はそれだけ」

「……それだけ……って。それでどうやって危険性を裁定するんだ？」

「簡単。ボクが君の側でダメージを受けたら、それは竜の眷属から攻こう撃げきを受けたか、竜の眷属が裁定者のボクを守らなかったってこと。クリスタルが割れたら、ボクが竜の眷属に殺されたか、見殺しにされたってこと。そうなったら〈裁定〉は失敗。摩耶は竜の眷属を危険だと見なして駆逐にくる。それだけ」

　自分の生き死にの話をしているのに、まるで、関心がないかのような口ぶりだった。

「逆に最後までクリスタルが無事なら、竜は魔法使いと共存できるとみなして、摩耶は君たちと同盟を結ぶ。そういう話だよ」

　緋女乃の手の先で、ゆっくりと揺れている〈裁定者のクリスタル〉。

　晴空は〈竜眼〉を凝こらした。

　クリスタルの表面に〈魔法陣〉が浮かんでいる。さらに奥には魔力のわだかまりがある。〈魔ま力りよく結けつ晶しよう〉だ。緋女乃に命の危険が迫せまると魔力結晶に込められた魔力が解放されて、クリスタルを破は壊かいする仕し掛かけなのだろう。

　――こっちが攻撃しなければなにも起こらない、かな。

　それだけは確かく認にんできた。とりあえずは安全だと思う。

「言いたいことはわかったよ」

　楽しそうに微笑ほほえむ摩耶の少女に、晴空は答える。

〈裁定者のクリスタル〉は、持ち主を危険にさらすことで、竜の危険性を測るもの。

　クリスタルが無事なら、竜の眷属は摩耶にとっては安全な生き物だから共存する。

　クリスタルが砕け散れば――竜の眷属は危険生物として駆く除じよされる。

「僕たちがあんたを傷つけなければ〈裁定〉は無事終了。攻撃したら摩耶は敵に回るってことか。でも、ずっとって訳じゃないだろ。期間は？」

「一週間。その間、ボクは君たちの側にいて、レポートを書く」

　緋女乃はずっと手にしていた小さな手帳を、晴空に見せた。

「竜の眷属の観察日記だよ」

「夏休みの宿題かよ」

「これをチャンスだと考えたら？」

　緋女乃は真ま面じ目めな顔で、晴空に向かってうなずいた。

「無事に〈裁定〉が終われば、摩耶が竜の眷属に手を出すことはなくなる。こっちだって最強種の天伎歌音を倒たおすような竜王に、喧けん嘩かなんか売りたくないからね」

　確かに、これはチャンスなのかもしれない。

　晴空と茉莉花は、天伎家と同盟を結んでいる。天伎の魔法特区にいる限り、二人の身の安全は約束されている。

　けれど、逆に言えば二人は唯月市にしかいることができない。

　天伎の特区の外に出たら、三名家からの攻撃の対象になる。二人がこの世界で生きていくには、人間や魔法使いと関わらないわけにはいかない。それだけ狙われる危険性も高くなる。

　だけど摩耶が味方についたなら、晴空たちの居場所は二倍に増える。

　それに、魔法使い四名家の過半数が竜の眷属の存在を認めているとなれば、カインズとアグリッパだって、その意見を無視できなくなる。こっちには手を出しにくくなる。

「あのさ……〈裁定〉の対象は僕だけってわけにはいかないかな」

「どうして」

「僕なら、そっちがいきなり攻撃してきたって対応できる。だけど、茉莉花を危険な目にあわせたくないんだ」

　竜は魔法使いに滅ほろぼされた。茉莉花自身、この町に来てから三度も魔法使いに襲おそわれてる。できれば三名家の魔法使いを、茉莉花に近づけたくなかった。

「攻撃なんかしないよ。信じてよ」

　緋女乃は慌てたように手を振ふった。

「竜の眷属と魔ま法ほう使つかいじゃ、戦闘能力に違いがありすぎるんだよ」

　晴空は彼かの女じよから距離をとったまま、答える。

　魔法使いの武器は〈杖〉と魔導具。

〈生命金属〉で作られた〈杖〉は無数の魔法をインストールして即そく座ざに発動できるし、魔導具は飛行・防ぼう御ぎよ、その他さまざまな能力を魔法使いに付加することができる。

　それに対して晴空の能力は魔力を見み抜ぬく〈竜眼〉とあらゆる魔法を打ち消せる魔銃〈アッシュ〉だけ。茉莉花の能力は魔法の直ちよく撃げきを防ぐ〈絶対防アブソリユート御の鱗・セイクリツド〉と、身体能力を一分三十秒だけ強化できる〈覚醒〉――それだけ。

　魔法と比べて、圧あつ倒とう的てきに使い勝手が悪い。

　だから何度も死にかけた。二度と同じ目には遭あいたくなかった。

「……がっかりだよ」

　不意に緋女乃は、どん、どどん、と足を踏ふみならした。

「がっかり。竜はもっと、孤こ高こうで偉い大だいな生物だと思ってた。こんなに臆おく病びようで疑い深いなんて、がっかり。すごく、がっかりだよっ！」

「――あの、ちょっと!?」

　髪かみを振り乱して怒り出した緋女乃に、晴空は思わず後ずさる。

「ボクが武器を隠してないって証明すればいいんだね!?」

　緋女乃は拳こぶしを握りしめて、まっすぐに、晴空の顔を見上げた。

「ボクが魔導具も〈杖〉も持ってないって証明すればいいんだよね!?　いーよ！　だったら証明しようじゃない！　よーく見てて、その〈竜眼〉で！」

　晴空を睨み付けたまま、緋女乃はそう宣言して――




　背中に手を回してファスナーを下ろし、身を包つつむチャイナドレスを一気に脱ぬぎ捨すてた。




「そんなに疑うなら、ボクが君たちを攻撃できるかどうか確かめればいいじゃない！」

　ぱさっ、と、純白のチャイナドレスが緋女乃の足元に落ちる。それを爪つま先さきで蹴け飛とばして、緋女乃は両手で胸を押さえながら声をあげる。

　あらわになった――まるで陽ひに当たったことのないような緋女乃の肌はだ。形のいい胸を純白の下着が覆い隠している。

　目を逸そらすタイミングをなくした晴空の前で、緋女乃はブラのホックをぷちん、と外した。緩ゆるい拘こう束そくから解放された、意外とボリュームのある胸が――ふるん、と揺れる。緋女乃はそのまま腰に手を伸のばす。目を閉じる。真まっ赤かな顔で、唇くちびるを噛かみしめる。それから意を決したように――えい――と気合いを入れて、身体を覆う最後の布を脱ぎ捨てた。

「これでどう？　竜りゆう王おう」

「……ど、ど、どうって言われても！」

　意味がわからなかった。

　魔法使いを警戒してたら、いきなり目の前の少女がすっぱだかになってた。

「……な、なんで？」

「くしゅん！」

　エアコンが強すぎるのか、裸はだかの緋女乃がくしゃみをする。

　思わず目を逸らした晴空。緋女乃はその視線の先へ、震える足で移動する。

　魔導具どころか、一枚の布さえ身につけていない姿を、晴空の目の前にさらす。

「ボ、ボクを疑ったのはそっちだよ。魔導具を隠かくしてるかどうか、身体強化が施ほどこされているかどうか、ボクの身体のすみずみまでチェックすればいいじゃないかぁ！」

「……う」

「言ったことには責任とってよね、竜王！」

　緋女乃のセリフに、晴空はおそるおそる彼女を見た。

　人間の目と〈竜眼〉――二つの瞳に、少女の姿が飛び込んでくる。

　身体を隠すものはなにもない。緋女乃は真っ赤な顔で、晴空の視線を受け止めている。唇を噛みしめ、震えている。それに合わせて長い髪と、大きな胸が揺れる。

〈裁定者のクリスタル〉の鎖くさりが首筋から鎖さ骨こつ、胸の谷間へと綺き麗れいなラインを描えがいている。その先せん端たんにあるのは六角柱を組み合わせたクリスタルと――なめらかな胸。その先端にあって、つん、と存在を主張している、綺麗な桜色のもの。

　反射的にそこから目を逸らした晴空は、不意に彼女の身体に『ない』ものに気づいた。

「……魔力系が、ない？」

　魔法使いなら誰だれもが持っている魔力の流れが、緋女乃の身体にはなかった。

〈竜眼〉には魔力の流れが映っていない。人間の視力にも、竜の視力にも、すべてをさらした緋女乃の、芸術品みたいに綺麗な身体しか映らない。

「この娘には、魔力封印処置がされておるようじゃな」

　天伎夏希が口を開いた。

「それによって身体の魔力が失われておる。仮に〈杖つえ〉を持っておったとしても、この娘は魔法を一切使うことができぬ」

　晴空も聞いたことがある。魔力封印処置は、儀ぎ式しきによって魔法使いの魔力を身体から抜き取るものだ。

　魔力は血液とは違い、抜き取っても命に別状はない。ただ、封ふう印いんを解除しても、魔力が元のように身体を満たすまでに時間がかかる。主に魔法使いへの罰ばつとして行われ、また、名家が互たがいに人ひと質じちを出す時にも使われるらしい。

「今のボクにはなんの力もない。わかってくれた？」

「…………う、うん」

　緋女乃のセリフに、晴空はうなずいた。

「じゃ、じゃあもう……いいかな？　さすがにボクも恥ずかしいよ……っ」

　こらえきれなくなったのか、緋女乃が胸を押おさえてうずくまる。

　晴空は慌てて後ろを向いた。

　びっくりした。すごく、びっくりした。

　魔力と〈杖〉は魔法使いにとって命の次に大切なものだ。

　それを持たない今の緋女乃は、普ふ通つうの人間と変わらない。文字通りの、丸まる裸はだかだ。

「どうして、そこまでするんだよ」

　そんな状態で敵地である天伎の領地に踏み込むなんて、普通だったら考えられない。

「これは、ボクがはじめて摩耶からもらった使命だから」

　穏おだやかに答える、緋女乃の声。

　しゅる、と、衣きぬずれの音がした。服を着直しているらしい。

「ボクは摩耶の総そう帥すいの娘に生まれた。でも魔力が弱くて、やっかいもの扱いされてたんだ。今回の裁定は、ボクが総帥の娘として使命を果たすチャンスなんだよ」

「それって、命をかけるほどのものなのか？」

「命をかけるくらいじゃないと、竜は本当の姿を見せてくれないでしょ？」

「捨て身すぎるだろ」

「どんなことに命を使うかは、ボクが決めることだよ」

　緋女乃が「もういいよ」と言ったから、晴空は彼女に向き直った。

　晴空と緋女乃は、正面から向かい合う。

「再び問う。竜王は、島神緋女乃の〈裁定〉を受けるか、否いなか」

　緋女乃はチャイナドレスの襟えりを直してから、胸を押さえて一礼した。

「……受ける」

　晴空は答えた。断る理由が、なかった。

　ここまでされたら、もう疑うなんてできない。

「竜の眷けん属ぞくは摩耶の裁定を受ける。条件は、一週間、島神緋女乃の身を守ること。それだけでいいのか？」

「そうだよ。そして〈裁定〉が終われば、摩耶と竜の眷属との同盟が成立する」

　晴空の問いに、緋女乃はうなずいた。

「これがうまくいけば、竜の眷属が架かけ橋はしとなって、天伎と摩耶をつなぐこととなる」

　椅子に座すわっていた天伎夏希が、ぽつり、とつぶやいた。

「天伎と摩耶、竜の眷属とで同盟を結ぶこともできるかもしれぬ。悪い話ではないじゃろう。晴空？」

　悪い話どころじゃない。破格の条件だった。

　晴空たちには緋女乃を攻撃する理由がない。緋女乃には戦闘能力がない。

　お互いが戦闘状態になることはありえない。

　だから一週間、緋女乃と一いつ緒しよにいるだけで、晴空は摩耶からの身の安全を確保できる。それに、晴空たちが天伎と摩耶の間を取り持ったってことになれば、魔法使いが竜の眷属を見る目も変わるはずだ。

「じゃあ契約成立だね、竜王」

「竜王はやめて。僕ぼくも茉莉花も、学園では普通の人間やってるんだ」

「じゃあ『ハルさま』で。婚こん約やく者しやっぽく」

「婚約者って……親しん戚せきとかじゃ駄だ目めなのか？」

「しょうがないよ。〈裁定〉が終わったら、ボクとキミは政略結婚するって話になってるんだから」

「……それ、ただの口実だろ」

「勘かん違ちがいしないでよね。これは摩耶と天伎のためなんだから。ボクは摩耶に与えられた使命だから仕方なく一緒にいるんだからね！」

「するわけないだろ！」

「それじゃ、これからよろしく。ハルさま」

　憎にくまれ口ぐちを聞きながら緋女乃が差し出した手を、晴空は握り返した。

「話がついたようじゃな」

　椅子に頬ほお杖づえをついたまま、天伎夏希は〈杖〉を振った。

　当主の間を覆っていた〈魔ま法ほう陣じん〉が砕けるのが見えた。結界が解除されたらしい。今まで聞こえなかった、外の音が聞こえてくる――




「駄目！　〈神罰パニツシユメント〉も通じない！　こうなったら〈励起崩壊アポカリプス〉で屋敷ごと――！」

「なに考えてるんですか愛菜さん！　そんなことしたら兄さまが」

「初対面の女の子を裸はだかにひんむくような奴は原子分解すればいいのよふふふふふふふふふふふふふふふふ！」

「待ってください！　もう一回茉莉花必殺の体当たりをうわぁ！」

　どかん

　当主の間のドアが開き、茉莉花と愛菜が飛びこんできた。

　団子状態で床ゆかをごろごろと転がり、二人ふたりは壁かべに激げき突とつして停止する。

「兄さま」「晴空」

　起き上がった茉莉花と愛菜は、そろって「きっ」と晴空を睨んだ。

「「お話があります！」」

　晴空の手を掴み、二人は問答無用で外へと引きずっていった。










「まったくもーっ！　どうして断らなかったのよ晴空！」

　窓まど際ぎわのベッドに腰掛け、愛菜は罪もないカエルのぬいぐるみにチョップを繰くり返かえす。

　彼女の目の前で、晴空は床に正座。

　茉莉花は部屋に置かれたクッションに座り、じっと晴空を見つめている。

　ここは天伎本家の敷しき地ちのはずれにある、愛菜の家だった。

　唯月市の警備やパトロールを担当している愛菜は、いざという時すぐに動けるように、本拠地の通用口近くに家を与あたえられている。一階建ての小さな建物だが、次期当主候補にふさわしく、リビングに寝しん室しつ、キッチンにお風ふ呂ろまで完備している。

　研究施設や当主の間からは距きよ離りがあり、通用口を通れば他の魔法使いに会うこともないので、魔法使いがまだ少し恐こわい茉莉花でも気軽に立ち寄れる場所だった。

「今日泊とまってく？　なんだったら一晩かけてお説教してあげるけど」

　ぬいぐるみを抱だきしめて、じーっと晴空を見み据すえる愛菜。

「当主さまからの依い頼らいなのに、なんで愛菜が怒ってるの？」

　理り不ふ尽じんだった。先に緋女乃を受け入れたのは天伎家の方だ。というか、天伎家が仲ちゆう介かい役やくでなければ、晴空だって摩耶の〈裁定〉なんか受けたりしなかった。

「そう！　それよ。当主さまもなに考えてるのよ！　摩耶との同盟なんて、晴空にやらせることじゃないでしょ!?　利用するにもほどがあるじゃない！」

「愛菜が怒ってくれるのは有あり難がたいけどさ。これはチャンスかもしれないって思うんだ」

　今まで魔法使いは竜たち神しん獣じゆうを一方的に攻撃してきた。

　こんなふうにきちんと交こう渉しようしてきたのは、歴史上はじめてのことかもしれない。

「竜の眷属が敵じゃないってことを示すためには〈裁定〉は利用できるだろ」

「万一のことがあったらどうするの？　晴空の覚かく醒せいはもう使えないのよ？」

「……わかってるよ」

　数週間前、天伎歌音と戦ったときに晴空が使った、覚醒。

　身体の魔力を封印している〈竜眼〉を強ごう引いんに外し、ズタズタになった魔力系をすべて暴走させて、極大魔法を使い、天伎歌音を圧あつ倒とうした。

「最後の竜がかけた古代魔法エンシエントを力ずくで解除するなんて、まともじゃないわよ。あんなの、身体にかかる負ふ荷かが大きすぎるもの」

「魔力を再封印してから一週間は動けなかったからね……」

　あそこまで負荷がかかるとは思わなかった。

　文字通り、血を吐はくような激痛と、数分ごとに起こる意識のブラックアウトが数日続いた。やっと晴空が動けるようになったのは、先週の終わりになってからだ。

「あんなの、もう一回やったら死んじゃうわよ。〈竜眼〉の譲じよう渡とを穏やかに解呪するにしても、古代魔法の解呪なんかそうそうできるものじゃないんだから……晴空の切り札はもうないの。なのに摩耶の〈裁定〉を受け入れちゃうなんて」

　こらえきれなくなったみたいに、カエルのぬいぐるみをぎゅーっと締しめ上あげる愛菜。

「摩耶は南方の、不死を目指す異能集団なの。ただでさえ得体が知れないんだから」

「魔法による人体改造のプロ――だっけ」

「そうよ。自分で身体を改造し、魔力と筋力を強化する連中。逆に言うと、それくらいしかわかってない。あの子がなにかとんでもないものを隠してる可能性だって！」

「それはないと思う」

　興奮する愛菜に、晴空は冷静な口調で答える。

「島神緋女乃の身体に魔力の流れはまったくなかったよ。改造の跡あとや、魔導具も」

「本当に？　ちゃんと隅すみ々ずみまでチェックしたの？」

「チェックしたよ。頭のてっぺんから爪先まで――――」

　ぼすん

　カエルのぬいぐるみが、晴空の頭部を直撃した。

「晴空のえろ！　えろす竜王！」

「不ふ可か抗こう力りよくだろあれは!!　なんで怒ってるんだよ愛菜」

「知らない！　知らないけど頭に来るの！」

　枕まくら元もとにずらりと並んだぬいぐるみを抱きしめて、愛菜は晴空に背中を向けた。

「……あ、あの。兄さま」

「茉莉花ならわかるよね。摩耶は天伎と同等の戦闘能力を持ってる。その魔法使いが危険な武器とか持っていないか、ちゃんとチェックしなきゃいけないってこと」

「はい、わかってます、兄さま」

　膝立ちで晴空の隣となりにやってきた茉莉花が、笑う。

「モニターでちゃんと一部始終を見てました。問題ないです。茉莉花、兄さまが思うほど子供じゃないです。必要なことだってちゃんとわかってます」

「よかった」

「……ただ、まだちょっとだけ……怖いです」

　掌てのひらで胸を押さえて、少しうつむく茉莉花。

「あの人――緋女乃さんが魔法を使えないってことはわかってるんですけど、三名家の魔法使いさんが側にいるのは――なんとなく、落ち着かないです」

　不意に、茉莉花が晴空の腕うでに頬ほおを押しつけた。

　すりすり、すり

　そのまま、まるでマーキングするように、頬をこすりつける。

「あの……茉莉花？」

「兄さま帰ったら、ぎゅ、ってしていいですか？　それともかじっていいですか？」

「なんだよそのよくわからない二に者しや択たく一いつ」

「落ち着かないので、落ち着くためになんとなくそうしたいです」

　茉莉花は晴空にくっついたまま、目を閉じた。

「それで、天伎では島神緋女乃をどう扱うことにしたんだ？」

　晴空は愛菜に尋たずねた。

「時軸学園に編入させることになったわ。魔法は使えないから、普ふ通つう科かに入れても問題ないと思う。彼女の住むところは……」

　振り向いた愛菜は、晴空と茉莉花を交こう互ごに見て、諦あきらめたようなため息をついた。

「晴空んちの隣に空き家があったから、そこに住んでもらうわ。もちろん、天伎から監かん視しはつくし、なにかあったらすぐに強制送還することになってる。本当ならあたしが監視につきたいんだけど――」

　愛菜はぬいぐるみを抱いたまま、言葉を濁にごした。

「当主さまが出かけちゃったの。しばらく留守にするって。その間はあたしが天伎の当主代行をやることになるの。仕事が増えるから、晴空たちのことだけに専念するわけにいかないのよ」

「……そっか。愛菜が当主代行になったんだ」

　元々、当主代行は愛菜の姉の歌音の仕事だった。

　前回の事件で歌音は他の名家の魔法使いを殺し、茉莉花をさらい、結局、晴空に倒された。彼女は魔力封印の上で幽閉されることになり、その結果、次期当主候補としての愛菜の位がひとつ上がった。

　今回、愛菜が当主代行を任されたのは、そのせいもあるのだろう。

「で、でもね……晴空が、あたしがいないとどーしても困るって言うなら、当主代行を断ってもいいんだけどなー」

「そういうわけにはいかないよ」

　晴空はかぶりを振った。

「天伎の当主になることは、ずっと愛菜の目標だったんだろ。それに少しでも近づいたのなら、邪じや魔まなんかできないよ」

「……ちぇ」

「いざとなったら、茉莉花が楯たてになります。茉莉花の〈絶対防アブソリユート御の鱗・セイクリツド〉は、いかなる魔法も防ぐ最強の楯なんですから」

　茉莉花が晴空の隣で、むん、と拳を突き上げた。

「〈裁定〉が終われば摩耶の魔法使いさんたちも、竜の眷属は敵じゃないってわかってくれるんですよね？　そしたら、茉莉花と兄さまはもっと色んなところに行けるようになります。茉莉花、一回家族旅行ってやってみたいです。えへへ」

　晴空に寄より添そって、頬を押さえて笑う茉莉花。

〈裁定〉の条件は、緋女乃の持つ〈裁定者のクリスタル〉を維い持じすること。

　つまり、彼女に危害を加えなければいい。

　期間は一週間。それが終われば摩耶は竜の眷属の味方になる。

　――緋女乃がなにを考えているのかは、まだわからないけど。

　魔力を封印して、〈杖〉を手放して――まるで、竜に捧ささげられる生いけ贄にえの少女のように。

　純じゆん粋すい種しゆの竜は絶ぜつ滅めつした。

　生け贄を捧げても、なんのメリットもないのに。







第二章　竜の裁定







　摩ま耶や緋ひ女め乃のは、晴はる空あきの隣の家に、一週間滞たい在ざいすることになった。

　目的は〈竜の眷属の裁定〉――晴空と茉まつ莉り花かが魔法使いや人間にとって危険かどうかの判定。

　晴空と茉莉花は、彼女が家に来ることを拒こばめない。

　その代だい償しようとして、緋女乃の魔力は封印された。二人に危害を加えられないように。

　そうして、微び妙みような距離をおいた〈裁定〉が始まった。




「おはようございます。ハルさま」

　目を開けると、すぐそこに緋女乃の顔があった。

　長い髪を片手で押さえて、晴空の顔を覗のぞき込こんでいる。

　――もう朝か。

　眩しい光が部屋に差し込んでる。開いた窓から入ってくる風が気持ちいい。

　今日も暑くなりそう――って思ったところで晴空は、がばりと跳はね起おき、ざざざざーっ、と、壁かべ際ぎわまで後ずさった。

「な、なんで、緋女乃がここにいるの!?」

「〈裁定〉のため」

「なんの？」

「竜の生態を調べなきゃいけないから」

　緋女乃は手にした黒くろ革かわの手帳を、晴空に示した。

　表紙に金糸で文字が描かれている、竜の眷属の観察日記だった。

　よく見ると、緋女乃は薄うすいパジャマ姿だった。窓を背にしているせいか、陽の光で身体のラインが透すけて見える。思わず目を逸らした晴空に向かって、緋女乃は楽しそうに、

「〈裁定者のクリスタル〉と一緒に、これも摩耶マーヤーに提出するんだ。できるだけたくさん、君たちのデータが必要なんだよ」

「だからって寝ねてるときに来る？」

「ふふっ、ハルさまは知らないようだね」

　緋女乃は「ちっちっち」と、顔の前で指を振った。

「最新の科学では、観察者の存在は観察される者に影えい響きようを与えることが確認されてる。情報の一方通行というのはありえないんだよ。つまり、ハルさまを観察するには寝ね顔がおを見るのが一番なんだよ！」

「僕がうっかり攻撃してたらどうするつもりだったんだよ」

「攻撃って？」

　晴空は右みぎ腕うでのリングに触ふれた。手の中に白銀の拳けん銃じゆう〈アッシュ〉が出現する。

　グリップと銃じゆう身しんに魔法文字が描かれた回転式拳銃――世界でたったひとつの〈竜の魔導具〉だ。弾だん倉そうには常に銃じゆう弾だんが装そう填てんされている。入っているのは魔法喰らいの銃弾で、当てれば〈魔法陣〉と魔法効果を破壊することができる。

　対魔法の弾だん丸がんとはいっても、威い力りよくは同サイズの拳銃と変わらない。

　至近距離で撃うったら、緋女乃に致ち命めい傷しようを与える可能性だってある。

「僕はまだ、緋女乃を完全に信じたわけじゃない。襲しゆう撃げきだと勘違いして襲ってたら、どうするつもりだったんだ？」

「その時はその時」

「捨て身すぎるだろ……」

「別の意味で襲ってきても、その時はその時」

「別の意味って!?」

「確認する前に目を覚ましちゃったんだけど、つまりは男の子の朝の生態的に」

「いい！　聞きたくない！」

「竜王は意外と照れ屋さん、と」

　緋女乃は観察日記に、さらさらさら、っとペンを走らせた。目の前で晴空に背中を向けて。まったくの無防備。

　――調子狂くるうな。

　晴空は〈アッシュ〉をリングに戻もどした。

　ここまで無む警けい戒かいだと、信用したくなる。

　相手は、魔力を封印されているとはいえ、摩耶の魔法使いなのに。

　――まぁ、これも〈裁定〉のひとつなのかもしれないけど。

　とにかく、今夜からは入口や窓に鍵かぎをかけるように茉莉花に言っておこう。

　茉莉花の「女の子の生態」を確認するとは思わないけど、寝込みを襲われた茉莉花が暴走したらしゃれにならない。

「さて、と」

　緋女乃は、ぱたん、と手帳を閉じ、晴空に向きなおる。

「それじゃ、ご飯にしよ。準備はできてるよ……その、びっくりさせたお詫びに」

　朝の風に髪をなびかせ、目を細めて、輝かがやくみたいに笑った。










　リビングに入った晴空は、そこで信じられない光景を目まの当あたりにした。

〈竜眼〉を使うまでもない。匂においだけでわかる。異変。

「……嘘うそだろ」

　目にしたのは、綺麗に整えられた朝食の準備。

　テーブルに並んでいるのは、ほのかに湯気を上げる味み噌そ汁しるが入った茶ちや碗わん。それと焼き魚。焼やき海苔のりに生卵までついている。ほかほかご飯は炊すい飯はん器きの中。パジャマにエプロンをつけた緋女乃はしゃもじを手に、ごはんをよそる気まんまんだ。

　ここ数年見たことがない、完全無欠の和朝食。

　思わず緋女乃に「お母さんかっ！」って突っ込みたくなるくらいだった。

「か、勘違いしないでよね！　これは君たちの観察に必要なだけなんだから」

　緋女乃は晴空に向かって宣言した。

「観察対象にちゃんと食事を与えるようなものだよ。健康な状態じゃないと、君たちが安全な生物かどうか正確に計測できないから。和食の作り方を勉強したのも、ごはんに不満があってイライラしていたから暴れた、なんて言い訳されたら困るからなんだからね」

「……えっと」

　どんな反応をしたらいいんだろう。

　毒とかは盛ってない――と思う。そんなことをするくらいなら、さっき晴空が寝てるところを襲えばいいだけだ。それに、緋女乃は照れくさそうに笑ってる。疑おうとしてる晴空の、力が抜ぬけていくくらい。

　とりあえず、こういう時に言わなきゃいけないセリフは――

「ありがとう、緋女乃」

「だからハルさまのためじゃないって言ってるでしょ！　さっさと座ればいいじゃない」

　かん、かかん、と、茶碗をしゃもじで叩たたく緋女乃。

「あれ？　茉莉花は？」

「まだ寝てるよ。あとで起こしにいくから、ハルさまは先に食べて」

　緋女乃はご飯を山盛りにした茶碗を晴空の前に置いた。

「はい、めしあがれ」

「それじゃ、いただきます」

　晴空が手を合わせると、なぜか緋女乃は彼かれの隣に腰こしを下ろした。

　緋女乃は箸はしを手に取り、茶碗からごはんをつまみあげる。

　そしてそれをそのまま――晴空の口元へと差し出した。

「はい、ハルさま。あーん」

「ちょっと待った！　なんだよそれ！」

「か、勘違いしないでよね！　竜の眷属の食欲について調べたいだけなんだから！」

「勘違いなんかしねぇよ。自分で食べられるってば」

「これは〈裁定〉に必要なことなんだけど……それでもハルさまは協力できない？」

　ジト目で緋女乃は晴空を見た。

「協力するって言ったのに？　竜の眷属と魔法使いの未来がかかってるのに？」

「……う」

「じ――――――っ」

「……食べさせてください」

　真しん剣けんな表情で覗き込んでくる緋女乃に、晴空は白旗を掲かかげた。

　鼻歌交じりで緋女乃が差し出す箸に口をつけ、その上に載のったごはんを飲み込む。

「ど、どう？　美味おいしい？」

「う、うん」

　味なんかわからなかったけど。

「う……うん。これはちょっと、破は壊かい力りよくがあるかもだよ」

　緋女乃は真っ赤な顔で、ぴったりとパジャマの肩かたを寄せてくる。

「じゃあ、次は焼き魚にしようか」

「……僕たちこれから、学校だよね。のんびりしてる暇ひまは――」

「ハルさまは学校と竜の眷属の〈裁定〉とどっちが大事なの？」

「〈裁定〉だけど、このままだと確実に遅ち刻こくするだろ」

「ハルさまは学校と人類の未来と、どっちが大事なの？」

「いきなり大きな話になった!?」

「もし〈裁定〉がうまく行かなかったら、摩耶がハルさまたちを駆く逐ちくしにくるかもしれない。そうなったら天あま伎きはハルさまたちを守るために戦うでしょ？　天伎と摩耶の戦争になるよ。そうなったら魔法使い四名家のパワーバランスが狂っちゃう。世界は混こん沌とんの渦うずに叩きこまれることになるんだよ。ハルさまが焼き魚より遅刻回避を選んだせいで！」

「そこまで責任持てねぇよ！　というか超ちよう理り論ろんすぎるだろ！」

「世界平和のために、ハルさまはおとなしくあーん、されるべきだと思うんだよ。ちょっと待って、この魚、小骨が多いから、全部取ってからにするね……」
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　だんだんだんだんだんだんっ！

　階段から聞こえた声に、緋女乃が「はっ」と顔を上げる。

　凄すさまじい箸さばきで焼き魚の小骨を取り、箸を晴空に押し付ける。それから急いで席を立ち、晴空の向かい側の席へ。ポットでお茶を淹いれ、何食わぬ顔ですすっていると……リビングの扉とびらがばたん、と音を立てて開いた。

「兄さま。無事ですか!?」

　パジャマ姿の茉莉花が飛び込んでくる。

　ずざざざーっとフローリングの床を滑すべり、壁を叩いてその勢いで方向転換。くるり、と、一回転して膝をつく。

「うん。まさに竜の末まつ裔えいにふさわしい華か麗れいな動き、と」

「メモ取ってる場合ですか緋女乃さん！　茉莉花にあんなひどいことして！」

　竜の眷属の観察記録中の緋女乃を指さし、茉莉花は叫さけんだ。

「トラップで茉莉花を部屋に閉じ込めてどうするつもりだったのか聞かせてもらうです」

「トラップ？」

「とっても邪じや悪あくなトラップです。あんな卑ひ怯きようなの、茉莉花見たことないです」

　そう言って茉莉花はパジャマの胸ポケットから、一枚の写真を取り出した。

　晴空と茉莉花が並んで写っている写真だった。茉莉花が晴空に肩を寄せて、ぽーっとした顔をしてる。晴空の手のひらに小指を引っかけてるのは、手を握ろうとして失敗したところだろう。

　晴空と茉莉花が兄きよう妹だいになった記念に撮とった写真だった。

　たしか「梢こずえさんに送ってあげるんです」って、茉莉花に押し切られたんだっけ。

「机の上に置いておいたこの写真が、ドアのところに貼り付けてあったんです。簡単には剥はがれないように、テープで何重にも。剥がすの、すっごく苦労しました」

「……へ？」

「しかも、無理にドアを開けると写真が破れて、兄さまと茉莉花の手が離はなれるようになってました。こんな凶きよう悪あくなトラップを作った人の性格を疑うです！」

　むしろ茉莉花の将来が心配だった。

　写真一枚で動きを封ふうじられる竜の末裔ってなんだろう。

「緋女乃さん、どういうつもりか聞かせてください――っていません!?」

「え？」

　気がつくと、緋女乃の姿がリビングから消えていた。

　閉めたはずの窓が開いている。

　晴空が茉莉花に気を取られている間に、そこから逃にげたらしい。

「気をつけてください兄さま。緋女乃さんはなにか企たくらんでます」

「それは僕もそう思う」

　朝起こしに来たり、ごはんを作ったり、これが〈裁定〉に必要なことだとは思えない。

　少なくともなにかを隠している。そんな気がする。

「でも、悪いやつには見えないんだけどな」

「兄さまが餌え付づけされてます!?」

「犬いぬ猫ねこかよ!?」

「竜王です！」

　茉莉花はむっとした顔で、晴空の顔を覗き込む。

「だから、もうちょっと気を引き締めてください。こんな炊たきたてご飯とお味噌汁と焼き魚くらいで気を許すなんて――ん――――――っ！」

　自分用の箸を掴つかみ、ご飯を一口食べた茉莉花の目が閃せん光こうを発した。

「う、うま――っ！　なんですかこれは！　ほんとにうちの炊飯器で炊いたんですか!?」

「だと思うよ。ほら」

　晴空は炊飯器の蓋ふたを開けた。

　晴空の作るご飯はコストと効率重視。茉莉花のはサバイバル視点の栄養重視。

　だから、感動するほど「美味しい」と思う食事は久しぶりだった。

「……はっ」

　味噌汁を飲み干して「ふー」と満足そうな息をついた茉莉花が、不意に真顔になる。

「こ、こんなことで油断したらいけないです。緋女乃さんは摩耶の魔ま法ほう使つかいさんで〈裁定者〉です。油断して隙すきを見せるわけにはいかないんです」

　空っぽになった炊飯器を名残なごり惜おしそうに見つめながら、茉莉花は言った。

　緋女乃の目的は、竜の眷属の〈裁定〉と観察。

〈裁定〉を受け入れた以上、晴空たちは緋女乃をこばめない。

　――だけど、僕たちが緋女乃を攻こう撃げきするってことは考えないのかな。

　竜は魔法使いたちにとっては、危険生物なのに。

　緋女乃になにかあれば、摩耶がこっちを抹まつ殺さつに来る。晴空たちもおしまいだ。けど、その頃ころには緋女乃だって死んでいる。今まで出会った魔法使いたちは、竜を危険視していたけれど、恐おそれてもいた。でも、緋女乃にはその気配がまるでない。

　――まるで、僕たちを信用してるように見えるけど……。

「……兄さま？」

　気がつくと、茉莉花が晴空の顔をのぞきこんでいた。

「どうしました？　怖こわい顔ですよ？」

「大だい丈じよう夫ぶ。それより茉莉花、そろそろ準備しないと遅刻だよ」

「わ？　もうそんな時間ですか？」

　茉莉花はパジャマのボタンを外しながら大急ぎで階段を駆け上がって行く。

　――怖い顔か。

　確かに、してたかもしれない。

　――今は普通の日常。敵なんかいない。平和平和。

　自分に言い聞かせて、ぱぱん、と、手を叩く。

　どうかこの平へい穏おんが、できるだけ続きますように、って、祈いのるみたいに。










　祈りは届かなかった。

「それじゃ一緒に学校行こう！」

　家を出ると、制服姿の緋女乃が門の外で待ち構えていた。

　晴空を見つけると、ととと、と駆け寄り、その手を取る。

「ったく、遅おそいよ。サボるつもりかと思っちゃった」

「……学校まで一緒に行く気？」

「当たり前じゃない」

　心底不思議な言葉を耳にしたかのように、緋女乃は目を丸くした。

「キミたちの観察がボクの役目だからね。できる限り一緒にいるようにするよ」

「別に学校行く時くらい別々でもいいだろ？」

「……そう？」

　緋女乃は残念そうな口調でつぶやき、首をかしげた。

「つまり、ボクに隠かくれて竜の眷属は人類転覆の計画を練ってる、ということ？」

「どうしてそうなるんだよ!?　なにもしないよ!!」

「だったらいいじゃない。行こ」

　緋女乃は晴空の手を握って歩き出す。門を出たところで、ぴと、と肩を寄せて、歩ほ幅はばを合わせて、なぜか「いち、に」と掛かけ声ごえをあげながら進んでいく。

　――な、なんだこれ。なにが起こってるんだ？

　わからない。緋女乃の目的がわからない。

　ただ、気になることは、ひとつ。

「ふ、ふふふふふふふふふふふふふっふふ」

　不ふ穏おんな気配を感じて振り返ると、茉莉花が指が食い込むほど鞄かばんを握りしめ、不気味な笑えみを浮うかべていた。




「先生！　黒板の字がよく見えないので葛かつ木らぎくんの隣に移動していいですか？」

「僕の席一番後ろだけど!?」

　朝のホームルームで突とつ然ぜん手を挙げて宣言した緋女乃に、晴空が驚おどろいた。

　昨日きのう、緋女乃がした自己紹介を覚えていて、事情があることを察したのだろう。緋女乃の提案は教師にあっさりと許可され、隣の席の如月きさらぎのるんの「友達のためならおっけーなの」という快かい諾だくにより、緋女乃は晴空の隣の席に移動する。

「……どういうつもりだよ」

「竜の眷けん属ぞくの学力も〈裁定〉しないと、でしょ？」

　緋女乃は、ざざざ、と机を晴空のそれにくっつけた。

「さて、ボクの教科書はまだ来てないから、見せてもらうついでにハルさまの勉強がどこまで進んでるか見せてもらおうかな」

「――はぁ」

　晴空はため息をついて、開いた教科書を緋女乃の方に押おしやる。

　べき、と音がした。

　顔を上げると、一番前の席に座すわった茉莉花が、こめかみを痙けい攣れんさせながら六本目の鉛えん筆ぴつをへし折るところだった。




　そして夜。晴空の家では、

「こんばんは、ハルさま。そ、それじゃ一いつ緒しよにお風呂に入ろうか」

「帰ってくれ」

「じゃあ茉莉花ちゃんとで我が慢まんするよ」

「ふざけないでください。まだ兄さまとも一緒に入ったことないのに、どうしてこの家でのはじめての二人お風呂が緋女乃さんとなんですか」

「〈裁定〉のため。竜の眷属の生態の観察が必要なんだよ」

「そう言えばなんでも通ると思わないでください」

「そうだよね……さすがにハルさまと二人で入るのはやりすぎだよね」

「わかってくれましたか」

「ボクとハルさま、茉莉花ちゃんの三人で入ろう」

「ぜんぜんわかってくれてないです!?」

「じゃあハルさまと茉莉花ちゃんが一緒に入ってるところをボクが観察するのは？」

「それならいいです」

「いいわけないだろ！　茉莉花も乗せられてんじゃない！」

　その後、十数分の議論の末、お風呂は愛あい菜なの家で借りることになった。










「……楽しそうね」

「楽しくなんかないって。初日でくじけそうだよ……」

　天伎家本ほん拠きよ地ちのはずれにある、愛菜の家だった。

　普ふ段だん着ぎの愛菜は寝室のベッドに腰こし掛かけている。風呂上がりの晴空は机の前の椅い子すに座り、ため息まじりで天てん井じようを見上げていた。

　茉莉花は家のお風呂を借りている。緋女乃は、摩耶の人間をお風呂くらいで天伎本家に入れるわけにはいかないと言われたので、晴空の家で待機中。もちろん〈裁定〉の最中だから、一時間という時間制限つきだ。

　それでも今は、彼かの女じよと離れて落ち着く時間が必要だった。

「それで、緋女乃についてなにかわかったことはある？」

「摩耶のセキュリティって異常に堅かたいのよね……」

　愛菜はペリカンのぬいぐるみを抱きしめ、ベッドにごろん、と転がった。

　ノースリーブのブラウスとミニスカートの、学園とは比べものにならないゆるゆるな姿で、晴空を見つめる。

「晴空も知ってると思うけど、昔は天伎と摩耶は結構仲が良かったの。でも十年前の召喚実験のあとはボロボロね」

　召喚実験とは、十年前にこの唯ゆい月づき市で行われた〈上位者セフイラ〉を呼び出す実験のことだ。

　魔法使いたちはかつて〈生命金属〉の作り方を教えてくれた異界の生命体を、再び呼び出そうとして、失敗した。

　そのせいで四名家は互たがいに敵対するようになり、小こ競ぜり合あいが続いているのだった。

「その後、九年前に摩耶の総そう帥すいが変わってからは、完全に没ぼつ交こう渉しよう」

「摩耶の新しい総帥って、名前は確か……摩耶透悟とうご、だっけ」

「そ。前の総帥を倒たおしてその座についた、摩耶最強の魔法使いよ」

　摩耶透悟を頂点として、摩耶が強さ至上主義の名家になったのは確からしい。摩耶の特区では天伎以上に魔法使いとしての能力がものをいうため、肉体改造を繰くり返かえして魔ま力りよくと魔ま法ほうの能力を高める魔法使いがほとんどだという。

　無む茶ちやな改造で、死人が出るほどに。

「そんなところと同盟を結んでも大丈夫なの？」

「わかんないわ。ただ、島しま神がみ緋女乃が持ってた書類には摩耶の総帥の刻印があったって当主さまが保証してる。だから、大丈夫なんじゃない？」

　そう言って愛菜は晴空に向かって手を伸のばした。

　部屋の中央にあるガラスのテーブル。そこに置かれたミネラルウォーターが入ったコップを取り、晴空は愛菜に手て渡わたす。

「本当はもっと詳くわしく調べてあげたいんだけど、こっちも違法魔導具の取り締まりで手て一いつ杯ぱいなのよ。やっとサンプルをつかんだから、これからパトロールに行かなきゃだし」

「天伎の特区で違法魔導具？」

「こっちの話よ。晴空はとにかく島神緋女乃に気をつけてぷにゃあああっ！」

　ぱしゃ、と水音がした。

　ベッドに座ってミネラルウォーターを飲もうとした愛菜が、バランスを崩くずしてそのまま一回転したところだった。

「は、はるあきぃ」

「……どうして転がりながらなにか飲もうとするの？」

「……タオル、引き出しの一番上」

　ブラウスとスカートを水びたしにした愛菜が、涙目でつぶやいた。

「はいはい」

　晴空は椅子から立ち上がり、クローゼットの引き出しを開けた。

　タオルと、下着が入っていた。

「……はい、愛菜」

　詰め込まれた下着に触れないように、晴空はタオルを取り出し、愛菜に渡わたした。

「あ、あたしもかなりしっかりしてきたわね」

　愛菜はタオルで、濡ぬれた胸むな元もととお腹なかを拭ふいていく。

「どこからそのセリフが出て来るんだよ」

「いつもだったら頭からかぶってたもん。それを回かい避ひしただけでも十分な進歩だもん。はい、着き替がえるからそっち向いて」

　言われて晴空は愛菜に背中を向け、クローゼットと向かい合う。

　背後で、愛菜がブラウスを脱ぬぐ気配がした。

「歌か音のん姉さまは……もう頼たよれないものね」

「……愛菜」

「その分あたしがしっかりしないと。天伎家になにかあったら、竜の眷属だって困るもん……っと、もうこっち見ていいわよ？」

　言われて振り返ると、そこにはきっちりと制服を身につけた愛菜が立っていた。

「天伎家の当主候補としてみんなから馬ば鹿かにされないように、お仕事はしっかりしなきゃね。あたしが天伎家をしっかり押さえてれば、晴空だって色々と安心でしょ？」

「僕ぼくに手伝えることがあったら言ってよ」

「晴空は〈裁定〉をしっかりやりなさい。自分でやるって決めたんだから」

　ふふん、と、愛菜は笑った。

　かなわないな、って思った。

『――よろしいですか、愛菜さま』

　不意に、家のチャイムが鳴り、インターフォンから男性の声が聞こえてきた。

『担当者はすでにパトロールの準備を済ませております。愛菜さまは準備が出で来き次し第だい、正門前にお越こしください』
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「準備はできてる。違法魔導具の取り締まりでしょ。いま、行くわ」

　ぱぱん、と、制服のブラウスをチェックして、愛菜は晴空から一歩、離れた。

「それじゃ行くから。竜りん胆どうちゃんがお風ふ呂ろあがったら帰るんでしょ。気をつけてね」

「そっちこそ気をつけて。愛菜」

「〈光子のフオトン・魔姫プリンセス〉に言うことじゃないわよ」

「竜の眷属は心しん配ぱい性しようなんだ」

「ふーん、だ」

　愛菜は軽く手を挙げてから、部屋のドアを開けた。

　まっすぐに背筋を伸ばして玄げん関かんに向かう愛菜の姿。その向こうに、時とき軸じく学園の制服を着た少年が立っていた。年とし頃ごろは晴空と同じくらいだろうか。銀ぎん縁ぶちのメガネをかけている。几き帳ちよう面めんそうに制服のネクタイを直しながら、彼は鋭するどい目つきで晴空を見ていた。

「お待たせ。本家に残った魔法使いたちのことはよろしくね、恒こう夜や」

「心得ています。愛菜さまもお気をつけて」

　愛菜が声を掛けると、恒夜と呼ばれた少年はうやうやしくお辞じ儀ぎをした。

　ドアが閉じかける。愛菜は名残惜しそうにもう一度晴空に手を振ってから、歩き出す。

　最後に、恒夜と呼ばれた少年が、晴空を一いち瞥べつしてから玄関のドアを閉めた。

　――違法魔導具の取り締まり、か。

　違法魔導具とは、強い能力を持つ代わりに、使用者に異常な負担をかけるものを言う。

　使用すると精神が崩ほう壊かいしたり、自分の魔法を制せい御ぎよできなくなったりするものだ。他ほかの名家ならともかく、天伎ではそういう魔導具の取り扱いは禁止されている。

　愛菜が出かけたということは、天伎の特区でも、危険な魔導具が使われるようになった、ということなのだろう。

　歌音がいなくなったあとの天伎家を、愛菜はちゃんと背せ負おおうとしている。

　――そうだよな。愛菜だって、いつまでもゆるゆるな幼おさな馴な染じみじゃないんだ。

　そう思いながら、晴空はベッドに腰を下ろした。

　湿しめった布が、手のひらに触れた。

　水をかぶった愛菜のパンツが、シーツの上に転がってた。

「………………は？」

　晴空は数分前の記き憶おくを呼び覚ます。

　愛菜の下着はタオルと一緒にクローゼットの中。愛菜が着替えている間、晴空はクローゼットの方を向いていた。愛菜が着替えの下着を取り出した形けい跡せきはない。

　つまり、愛菜は下着を脱ぎっぱなし――ということは、

「ぜんぜんしっかりしてない――――っ！」

　晴空は頭を抱かかえた。

　晴空からの電話を受けて、真まっ赤かになった愛菜が部屋に飛び込んできたのは、それから五分後のことだった。










「ぷわっは――――――――っ！　んっく――――――っ!!」

　腰に手を当てて、茉莉花は一気にいちご牛乳を飲み干した。

　お風呂上がりの、後ろでお団子にした髪かみを揺ゆらして、ペットボトルを握にぎりしめてガッツポーズ。

「梢さんに聞いた通りです、やっぱりお風呂上がりの牛乳は最高です。兄さま！」

「うちの妹にあんまり変なこと教えないで欲しいなぁ……」

　愛菜んちからの帰り道。

　コンビニの前でいちご牛乳を飲み干して感かん極きわまってる茉莉花に、晴空はため息をついた。

　梢さん、というのは茉莉花の育ての親だ。

　晴空――竜の遺伝子を受うけ継ついだ者の存在を知り、茉莉花を彼のもとに送り込み、そのまま姿を消している。元々は〈アッシュ〉も彼女が管理していたものだ。最後の竜エリシアと古い知り合いだったらしいけど、詳しいことは晴空も知らない。生まれついてのフリーダムな人とかで、今も世界中を旅しているらしい。

「この前、久しぶりに梢さんからメールがあったんですよ、兄さま」

「うん。あとで返信するからパソコン貸して。あの人には言ってやりたいことが原稿用紙で二百枚くらいあるから」

「一回きりのアドレスらしくて、返信したらメールが返ってきちゃいました」

「対策済みかよ！」

　もう、半分は諦あきらめてるけど。

　どっちみち、晴空はもう茉莉花を妹として受け入れてる。いまさら梢さんのところに帰すつもりはないし、「返せ」と言われても、その気はない。

「それで、なんだって？」

「茉莉花の身体からだのことを心配してました。兄さまと一緒に暮らすようになって、なにか変化はないかって」

「あー、竜の覚かく醒せいとかやっちゃったからなぁ」

「調子がおかしくなったら、とりあえず兄さまにくっついていなさいって。実は竜りゆう王おうには、配下の眷属の体調不良を治す能力が――」

「あるの!?」

「ないけど、くっつく口実にはなるからって」

「いや、ネタバラししちゃダメだろ」

「くっついていれば、あとは女の子の本能が解決してくれるからって」

「……意味がよくわからないんだけど」

「茉莉花もわかんないです。おそろいですね。えへへ」

　晴空の肩のあたりに頭をくっつけて、笑う茉莉花。

　二人の身長差は二十センチと少し。並ぶと、歳としの離れた兄妹にしか見えない。小さく見えるけど茉莉花はとても強いことを、晴空は知っている。竜の身体能力だけじゃなくて、そのまっすぐすぎる思いが。そうじゃなきゃ家族を作ることを怖がってた晴空が、茉莉花を受け入れることなんかできなかった。

　――とにかく、この世界に茉莉花が普ふ通つうに生活できる場所を作らないと――

　家族で兄さまで竜王なんだから、それくらいはしないと。

　そう思って空を眺ながめた晴空の視界を、流れ星が通り過ぎた。

「――はっ！　兄さまが世界の王様になりますように。兄さまが世界の王様になりますように。兄さまが世界の王様になりますように」

　茉莉花はペットボトルを晴空に預け、慌あわてて手を合わせた。

「なにそのグローバルすぎる願い事!?」

「茉莉花、考えたんです。兄さまが世界の王様になれば、魔法使い同士の争いもなくなるんじゃないかなって」

「なくなるかもしれないけど、物理的に無理だから」

「兄さまは元魔法使いさんで、神しん獣じゆうの遺伝子を持ってて、普通の人間さんとして生活してました。だから、みんなの架かけ橋はしになれるはずなんです」

「理り屈くつはわかるけどさ」

「それに、兄さまが世界の王様になれば、このあと期末テストの世界史で覚える人の名前が兄さまだけになりますから。とっても楽々です。どうか茉莉花の成績のためにも！」

「考えることでっかいのに目的がみみっちいな！」

「もー！　茉莉花は兄さまのかっこいいところが見たいだけなんです。どうしてわかってくれないんですか!?」

　ぶんぶん腕うでを振り回す茉莉花。

　茉莉花の兄きよう妹だい愛あいには慣れたつもりだったけど、たまにこっちの予想をはるかに超こえて来る。さすが竜の末裔はスケールが違ちがう――ちょっぴり感動する晴空だけれど、頬ほおを膨ふくらませた茉莉花は割と本気そう。いまは〈裁定〉の途と中ちゆうで、物ぶつ騒そうなこと口走られても困る。つまり、この場の最適解は――。

「僕が世界の王様になったら、こうして茉莉花と買い食いする時間もなくなるけど？」

「ごめんなさい兄さま茉莉花が間ま違ちがってました！」

　効こう果か覿てき面めんだった。

　一いつ瞬しゆんで茉莉花の表情が固まり、降参するみたいに両手を挙げた。

　ダメ押しのために、晴空は言葉を続ける。

「王様になるってのはそういうことだよ。個人を犠ぎ牲せいにして、世界のために尽つくす。だから、家族のことは後回しになる。歴史上の偉い人じんってのはみんなそうしてきたんだ」

「……う、うう」

「まぁ、茉莉花がどうしてもって言うなら王様を目指すのも」

「に、兄さま。今は〈裁定〉の真っ最中です」

　降参するみたいに、深々と頭を下げる茉莉花。

「考えてみたら、王様になるにはみんなと戦わなきゃいけないです。そんなのとんでもないです。〈裁定〉中に物騒なこと言った茉莉花が間違ってました。ごめんなさい」

「うん、わかってくれればいいよ」

「兄さまは世界の王様になったりしません」

「しないよ」

「兄さまは、世界のために家族の時間を犠牲にしたりしません」

「うん、しない」

「だから兄さまは、家族と一緒の時間を過ごしたい茉莉花のお願いを断ったりしません」

「うん、しない――」

　言いかけて思わず口を押さえる。けれど、すでに言葉は流れ出ていた。

「では、兄さま、帰ったら一緒にテレビを見ましょう。ドラゴンと戦う深夜アニメがあるんです。茉莉花は物語の中で竜がどう扱われているのか、すっごく興味があります！」

　ふふん、と、勝かち誇ほこったみたいに笑う茉莉花に引きずられながら、晴空は思う。

　本当は〈裁定〉なんか必要ないんじゃないか、って。

　会って話をすれば、竜の末裔が人間の敵じゃないなんてことは、五秒でわかってしまう。〈裁定者〉を派は遣けんする必要も〈裁定者のクリスタル〉もいらない。

　――難しいのかな、それって。

　戦いじゃなくて、〈裁定者〉の緋女乃が来てくれただけでも、進歩なのかもしれない。

　少しずつでも、わかってもらうしかない――晴空はそう思った。







第三章〈階梯の腕輪チエンジリング〉







　深夜。廃はい墟きよ地区。

　パトロール中の愛あい菜なが見つけたのは、違法魔導具の取り引きの現場だった。

「……初日からビンゴなんてね。運がいいのかな……悪いのかな」

　コンテナの陰かげで、愛菜はつぶやいた。

　取り引きの現場は打ち捨てられた巨きよ大だいな倉庫。その一角。

　埃ほこりまみれの窓から差し込む月明かりの下、大きなトランクが地面に横たわっている。

　それを囲むように、二人の少年が立っていた。

「……ここからじゃよくわからない、か」

　愛菜は唇くちびるを噛かみしめる。

　どうして晴はる空あきがいないんだろう。〈裁定〉さえなければ、今日きようのパトロールにもついてきてもらいたかった。晴空の〈竜眼〉なら、この位置からでも魔導具の詳しよう細さいなデータがわかるし、愛菜がどんな魔法を使えば効果的に相手を無力化できるかも分ぶん析せきできる。

「……晴空の、ばか。どうして摩耶マーヤーの女の子なんか近づけちゃうのよ……」

　愛菜は腹立ちまぎれに制服のポケットから携けい帯たいを取り出した。

　パトロールに参加している他のメンバーの居場所を確かく認にん。集合まであと数分。

　それまで様子見――と思っていた愛菜の視線の先で、動きがあった。

「――――っ!!」「――!?」

　突然、トランクを囲んでいた二人ふたりが口論を始める。

　一人ひとりが〈杖つえ〉を振り、もう一人を吹ふき飛とばす。そしてトランクの中のものを引っ張り出す。

　彼かれが手にしたのは、金色の腕輪――のようなもの。

　騒そう然ぜんとなった倉庫で、その少年は腕輪を自分の〈杖〉にはめ込んだ。

　薄うす暗ぐらい倉庫に、光が走った。

「天あま伎き愛菜の名において緊急指令！　全員、ここに集合！　誰だれかに見つかっても構わない。全速力で来なさい！」

　携帯に向かって叫びながら、愛菜はコンテナの陰から飛び出した。

　ただごとじゃない。

　大きすぎる魔力の奔流に、空気が震えている。

　リングを装着した少年の〈杖〉が肥大化していく。腕半分の長さだったものが、人の身長くらいの長さに。さらに、人間大よりも大きく。そして彼は〈杖〉を振る――魔法の起動。たいした技わざじゃない。〈炎ほのおの矢〉が一本、召喚されただけ。けれど――

「……なに、これ」

　巨大すぎた。

　時とき軸じく学園の生徒なら、呼び出せる矢のサイズはせいぜい傘かさくらい。

　愛菜だって、こんな馬鹿げたサイズの矢を呼び出したりしない。意味がないからだ。無意味な破は壊かいが目的でもない限り――自動車より大きい矢を一発だけ呼び出す意味なんかない。

「〈光ブレツシング楯・ヴエール〉！」

　愛菜は魔法で急加速。同時に、インストールしておいた光の楯を召喚する。

　リングを奪うばわれ、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている少年をかばうように立ちはだかる。

「あたしは天伎愛菜。あなたを違法魔導具取り引きの現行犯として拘こう束そくします。もうすぐ天伎家のみんなが来るわ。〈杖〉と生徒手帳をこの場に置いて――って、ちょっと!?」

　少年は愛菜を見るなり、背中を向けて逃げ出した。

「こらーっ！　逃げたって無む駄だなんだからね！　発動〈煉獄のバインド〉――」

　愛菜が防ぼう御ぎよ魔ま法ほうと同時にもうひとつの魔法を展開しようとした瞬しゆん間かん、衝しよう撃げきが来た。

　展開された愛菜の〈光楯〉に、大型車サイズの〈炎の矢〉が激げき突とつする。

　愛菜の視界が真っ赤に染まる。凄すさまじい熱と、炎の奔流。ほとばしる衝しよう撃げき波はに倉庫の床ゆかが悲鳴を上げる。逃げ出そうとしていた少年が吹き飛ばされる。愛菜に止められた〈炎の矢〉は膨ぼう大だいな魔力を武器に、じりじりと〈光楯〉を押し始める。

「冗じよう談だんでしょ!?」

　愛菜と同等――あるいは歌か音のんクラスの魔力がなければ、こんなことはできない。

〈光楯〉の向こうにいる少年の顔には見覚えがない。これだけの魔力があるなら、時軸学園の上位にランキングしているはずなのに。それに使っている魔法が〈炎の矢〉だけというのも変だ。魔力と詠唱能力に差がありすぎる。

「――面めん倒どう――ねっ！」

　じり、と押してくる〈炎の矢〉。

　それを押しとどめている〈光楯〉を、愛菜は斜ななめに傾かたむけた。

「くらいなさい！〈神罰パニツシユメント〉!!」

　そして〈光楯〉の隙すき間まから放出された光線が――〈炎の矢〉を下から押し上げた。

〈炎の矢〉そのものの運動エネルギー。滑すべり台だいのように斜め上に向かって傾けた〈光楯〉。さらに〈炎の矢〉に上向きのベクトルを与あたえた〈神罰〉。

　方向を逸そらされた〈炎の矢〉が愛菜の頭上をかすめ――空に向かって飛んでいく。

　倉庫の天井が蒸発した。焼やけ焦こげた鉄筋が倉庫の壁かべを舐なめ、熱で窓ガラスが砕くだける。ぶぉ、と風が渦うずを巻き、数年分積もった倉庫の埃を巻き上げる。

「……て、手こずらせてくれたわね」

　思わず吸い込んだ埃を、ぺぺぺっ、と吐き出し、愛菜は目の前の少年に〈杖〉を向けた。

「それだけの魔力があるなら耐たえてみせなさい！　必殺〈励起崩壊アポカリプス〉――ってあれ？」

『ＧＩＩＩＩＡＡＡＡＡＡＡＡＡ――ａ!!』

　愛菜の見ている前で、少年が握る巨大な〈杖〉に、亀き裂れつが走った。

〈杖〉を構成している〈生命金属〉が砕け、一瞬で崩壊する。愛菜の目の前で雪崩なだれのように崩壊した〈杖〉が彼を覆い尽くし――

　そして、それが収まった時、倉庫には〈杖〉の破は片へんにまみれた少年が倒れていた。

「報告にあったのと……同じ」

　愛菜はつぶやきながら、〈杖〉を下ろした。

「装着すると術者の魔力を肥大化させる。だけど耐えきれないと自じ滅めつ……か」

　今月に入ってから十四人が、この魔導具に手を出し〈杖〉ごと自滅している。

　事情聴取をするにも、目覚めたあとの本人たちがこの魔導具のことを覚えていないという有様だった。

　倉庫の隅すみには取り引きに参加していたもう一人の少年が倒れている。〈炎の矢〉の衝撃波で吹き飛ばされ、頭から血を流している。一目でわかるほどの重傷だ。彼からも証言が取れるかどうか……。

「魔力の肥大化……魔法のパワーアップ……晴空の暴走に似てる」

　思わずつぶやいて、愛菜は慌ててかぶりを振る。

「ううん、ぜんっぜん違う。晴空はこんな力押し、しないもん」

　愛菜は地面に放り出されたトランクを覗のぞき込こむ。ケースは〈炎の矢〉の熱で溶け崩れ、中身もほとんどが炭化していた。原形をとどめているのはひとつかふたつ。触るのも嫌いやだったから、愛菜は爪つま先さきでトランクを蹴け飛とばした。

「禁きん忌きの魔導具〈階梯の腕輪チエンジリング〉……ったく、面倒ね」

　愛菜は待機させていた治療班を呼び出すために携帯を取り出した。










「回収されたか……」

　愛菜たちが去ったあとの倉庫に、赤い影かげが降り立った。

　真しん紅くのローブを着込んでいて、顔は見えない。無機質な声だけが、薄暗い倉庫に響く。

「あれを必要としないのは〈光子のフオトン・魔姫プリンセス〉か、最強種くらいか。魔ま法ほう使つかいがあれの誘ゆう惑わくに耐えられるわけがない。いずれにしても目的は果たした」

　こちらの痕こん跡せきは消してある。

　時軸学園の生徒たちがあれの情報を得たサイトからたどったとしても、自分までたどりつくのはずっと先の話だろう。

　種は蒔まいた。あとは熟すのを待ち、時を間違えずに刈り取るだけ。

　はじめよう。

〈杖〉を作りし〈生命金属〉の真なる主の名において、

　古いにしえの契けい約やくを忘れた魔法使いに、制裁を。




＊




　翌日の昼休み。時軸学園の屋上。

　晴空はペットボトル片手に、壁に寄りかかり。

　茉まつ莉り花かは地面に置いた教科書に、額をくっつけるみたいにして、勉強中。

　図書室だと人が多すぎて落ち着かないので、人の少ない場所を探してたどりついたのがここだった。昼食用に家から持って来たお握りは食べ終わり、それを包つつんでいたラップとアルミホイルはきっちり分別して、鞄かばんの中。

　清く正しい、真ま面じ目めな高校生の姿だった。

「〈裁定者〉として、ボクはキミたちに聞きたいことがある」

　勉強中の二人に向かって、緋ひ女め乃のは言った。

　髪を風になびかせ、額に浮き出た汗あせを拭いもせず、晴空たちを見み据すえている。

「昨日から気になってたけど、君たちはこの学園で……なにをしてるの？」

「勉強」

「どうして？」

「週明けから期末テストだから」

「なんのために？」

「僕は推すい薦せんで大学とか行けたらいいって思ってる。茉莉花は留年しないために」

　晴空が語る完かん璧ぺきに平和な答えに、緋女乃は不満そうなため息をついた。

「……君たちは竜の眷属……だよね？」

「うん」

　そんなの、言われるまでもない。

「だったら……魔法使いへの復ふく讐しゆうとか。世界の理ことわりを覆くつがえす魔法の研究とか……しないの？」

「………………はぁ？」

「テスト勉強。竜の末まつ裔えいが……神と呼ばれた神獣の眷属がテスト勉強って……」

「純じゆん粋すい種しゆの竜は滅ほろんだんだよ」

　答える晴空の隣となりで、茉莉花が「うんうん」と頷うなずく。

「僕たちはその遺伝子を受け継いだ、眷属なんだ」

「だから、これからどう生きていくか――えっと――模も索さくしてるところなんです」

　茉莉花は胸ポケットからメモ帳を出して告げる。

「茉莉花と兄さまは人間と竜が混ざった存在ですから、人間の世界に交ざって生きていくんです。具体的にどうするかは、これから少しずつ決めていくつもりです」

　まずは竜の居場所を作ろうって、茉莉花と話し合って決めた。

　そのために、とりあえず学校に行っておこうって。

「正直なとこ、魔法使いのことにはあんまり興味がないんだ。僕たちのことはほっといてくれれば、それでいいよ」

「確かにね。キミたちはうまく正体を隠かくしていると思うよ」

　緋女乃は〈竜の眷属の観察日記〉を取り出し、ぱぱん、と叩たたいた。

「昨日、あれだけボクが挑ちよう発はつしても、なにもしてこなかったし」

「やっぱり、あれ全部計画的だったのか？」

「ストレスを与えれば正体を現すと思ったんだけどね、そんなこともなかったか」

「……捨て身すぎるだろ」

「竜に捧ささげられた姫ひめ君ぎみには、逃にげるか身を任せるかしかないんだよ。そして、ボクには逃げるというオプションはない」

　含ふくみ笑わらいを浮うかべながら、緋女乃は晴空の顔を覗き込む。

「ボクは〈裁定〉を成功させたい。でもね、君たちの力も見てみたいんだよ」

「どうして？」

「竜は偉い大だいで、猛たけ々だけしいものであってほしいから」

　うっとりした顔で緋女乃は言った。

「魔法使いや人間にとって、神獣とはそういうものだよ。同じ世界に自分と同等の強力な生物がいるという恐きよう怖ふと、人間よりずっと昔からいる偉大な生物への尊敬が共存してる」

「その神獣を滅ぼしたのは魔法使いだろ」

「……うん、そうなんだけどね」

　緋女乃はきまずそうに目を伏ふせた。

「神獣がいなくなってはじめて『さびしい』ってことに気づいた魔法使いもいたんだよ」

「勝手な理屈だよな」

「だよね……ごめんね」

　――変な魔法使いだよな……ほんとに。

〈裁定者のクリスタル〉を握りしめた緋女乃は、本当に申し訳なさそうで、謝あやまられたこっちが悪いような気になってくる。こんな魔法使いははじめてだった。

「とにかく、僕も茉莉花も人前で能力を使うつもりなんかないから」

　せっかく茉莉花も学園に入学できたのに、わざわざ正体をさらす必要なんかない。

　緋女乃の思おも惑わくがどうであっても、それは絶対に譲ゆずれない。

「うん。わかった、ハルさま」

「わかってくれてよかった」

「なにも能力だけが、ハルさまの猛々しさじゃないもんね。男の子として猛々しいところを見せてくれれば、ボクはそれでいいよ！」

「なに言ってんだ緋女乃!?」

「できればボクを従者スレイブとして、従属させるくらいのところを見せて欲しいな」

　ふふふ、と、挑ちよう発はつ的てきな笑えみを浮かべる緋女乃。

「兄さま、この人、危ないです。いろんな意味で」

「僕もそう思う」

〈裁定〉終了まで、あと六日。

　いつまで緋女乃の攻こう勢せいに耐えられるか、自信がなくなってきた。




「お話し中すみません。よろしいですか、竜の眷けん属ぞくたち」




　不意に、かた、と音がして、屋上のドアが開いた。

「ああ、心配しなくていいですよ。私は天伎家の者です。あなたたちの事情は知っています。竜の眷属と〈裁定者〉」

　現れた少年は、反射的に右みぎ腕うでのリング――〈アッシュ〉に触ふれた晴空を見て、穏おだやかに笑いかける。

「……あんたは、確か」

　とっさに晴空は茉莉花と緋女乃を背中にかばう。

　屋上にやってきた男子生徒の顔には見覚えがあった。昨日、お風呂を借りに行ったとき、愛菜の家でこの少年と出会っている。

「昨日、愛菜を迎むかえに来た天伎の――」

「天伎恒こう夜や、と申します。天伎の分家に生まれた、ただの魔法使いですよ」

　制服姿の少年は神経質そうにメガネの位置を直しながら、一礼した。

「天伎家では歌音さまや愛菜さまのサポートをやっています。あなたたちの事情を知ってるのはそのせいですよ。最強種である歌音さまと対等に戦った竜王」

「天伎の魔法使いが、学園で僕たちになんの用だ？」

　ここでは晴空たちは魔力を持たない一般生徒ということになっている。愛菜だって他人のふりを続けている。天伎の魔法使いが接せつ触しよくしてくる理由はないはず――

「まさか、愛菜になにかあったのか!?」

「愛菜さまは本家で〈違法魔導具〉の調査中ですよ。今日はお休みですね」

　さわやかな笑え顔がおで、恒夜は答えた。

　茉莉花は晴空の袖そでをつかんで、彼の背中に隠れている。

　軽く軸じく足あしを下げて、いつでも飛び出せる体勢だった。

「現在はボクの〈裁定〉の途中。天伎が干かん渉しようする理由はないはずだよね？」

　緋女乃が前に出た。両りよう腕うでを広げ、恒夜に詰め寄る。

「ボクの邪じや魔まはしないって、天伎の当主さまとは話がついてるんだよ。知らないの？」

「私は竜の味方ですよ」

　恒夜は、ひゅん、と腕を振ふった。

　銀色の、星座をあしらった〈杖〉が、彼の手の中に出現する。

「歌音さまがそう願ったように、この唯ゆい月づき市で竜を保護し、守る。そして天伎は魔法使いの高みを目指す。摩耶の少女はそのための道具。歌音さまがいたらそうしたように、私は使命を果たします！」

「緋女乃、離れろ！　そいつは――」

「来なさい。〈常闇のナイトメア大鴉・レイヴン！〉」

　晴空が緋女乃に向かって手を伸のばす――直前。

　恒夜の魔法が発動した。

　宙に魔ま法ほう陣じんが浮かび、地面に落ちていた恒夜の影が、緋女乃の足元に向かって伸びた。

「――きゃ」

　影の中から突き出た鉤かぎ爪づめのようなものが、緋女乃の胴どう体たいを掴つかんだ。

　恒夜の影の中から、黒い翼つばさを持つ巨大な鳥が現れ、緋女乃を捕とらえたまま上じよう昇しようして行く。

「――〈アッシュ〉！」

　晴空は魔法喰らいアツシユの拳けん銃じゆうを呼び出し、黒い怪かい鳥ちように照準を合わせる。

　けれど――撃うてなかった。

〈常闇の大鴉〉は、もう校舎の真上にはいない。奴やつがいるのは校舎に囲まれた空間にある魔法練習場アリーナの上空、三十数メートル。その下はなにもない空間だ。

〈アッシュ〉で〈常闇の大鴉〉を消したら、緋女乃は地面に叩きつけられて、死ぬ。

「どういうつもりだ……天伎の魔法使い」

「私は歌音さまや愛菜さまのように、即そく席せきで使い魔を作り出す能力はないのです。だから、常に影の中に潜ひそませているのですよ。こういう時のために」

「そんなこと聞いてない！　緋女乃の〈裁定〉は天伎も認めたもののはずだ。なのに」

「勘かん違ちがいしないでください。私は竜の眷属に危害を加えるつもりはありません」

　寒気がした。

　まるで晴空に責められていることを意外だと思っているような、恒夜の口調に。

「ただ、歌音さまのために摩耶の少女を使いたいと考えているだけですよ」

「緋女乃さんを使う？　ふざけないでくださいっ！」

　茉莉花は今にも噛かみ付つきそうな形相で、恒夜を睨にらんでいた。

「あなたにはわからないでしょうね。竜の少女」

　恒夜の〈杖〉に光が灯ともる。足元に魔法陣が生まれ、彼の身体が宙に浮かぶ。

　晴空と茉莉花へと優ゆう雅がに一礼し、緋女乃に〈杖〉の先を向け、彼かの女じよを人ひと質じちに取っていることを示す。そして恒夜はそのまま〈常闇の大鴉〉の背に乗る。

「魔法使いは戦いをもって進化の高みを目指す。それが歌音さまの意思であり、私たち『歌音派』の願いでもあるのですから」

　そう言い残し、恒夜と〈常闇の大鴉〉は地上へと降りていく。

　怪鳥の鉤爪で、緋女乃を捕らえたまま。

　学園の中央にある、すべての生徒たちが見守る場所――屋根のないアリーナへ。










「天伎家はなにをしているんだ!?」「普ふ通つう科かの生徒が中にいるんだぞ！」「中から結界が張られている。天伎の本家から解除専門の魔法使いを連れてこい！」

　アリーナの入り口に、教師たちが集まっていた。

　魔法の授業が行われる時、まわりに影えい響きようを及およぼさないようにアリーナの周囲には防護結界が張られる。だけど休み時間の今は、結界は存在しないはずだった。なのに、教師たちはアリーナの入り口にある見えない壁に向かって、拳こぶしを叩きつけている。

　――この結界……天伎恒夜が張ったのか。

　普ふ段だんとは別の、より強力な結界がアリーナの周囲に張はり巡めぐらされ、教師の侵しん入にゆうをこばんでいた。光は通すのか、中の様子ははっきりと見える。アリーナの中央に恒夜がいる。緋女乃は恒夜から少し離はなれた場所でうずくまっている。彼女の青ざめた顔を見て、晴空は拳を握りしめる。集まった生徒と教師をかきわけて、走り出す。

　アリーナ全体を覆う結界なんか、思いつきで作れるものじゃない。

　たぶん、あらかじめ結界用の魔導具を配置して、恒夜が魔ま力りよくを注ぐと発動するようにしておいたのだろう。

　――でも、なんのために？

　晴空と茉莉花を狙ねらうならわかる。

　恒夜が歌音をあがめる「歌音派」だというなら、彼女を倒たおした晴空と茉莉花は敵だ。

　だけど、緋女乃は摩耶から来た人間だ。歌音とは顔を合わせてもいない。

　恒夜が彼女を狙う理由は、なにもないはずだった。

　――わかるのは、状じよう況きようが最悪だってことか。

　人質を取られた。場所は隠れる場所がないアリーナ。そして、衆しゆう人じん環かん視しの場所。

　覚かく悟ごを、決めるしかなかった。

「聞こえてるだろ、天伎恒夜。僕ぼくを中に入れろ」

　人波から出た晴空は結界に手のひらを当て、告げた。

「さもなければ今すぐ〈アッシュ〉で、結界を破壊する」

『あなたたちを巻き込むつもりはありません』

　結界が震え、恒夜の声が流れ出る。

「僕はお願いをしてるんじゃない。命令してるんだ」

　晴空は右腕のリングに触れた。

　出現した銀色の拳銃アツシユを――まわりの教師や生徒たちが驚おどろく中――結界に向けた。

「もう一度言う。僕を中に入れろ、天伎恒夜」

『お一人ですか？　竜りん胆どう茉莉花は？』

「茉莉花を巻き込むな。元々、緋女乃の〈裁定〉は僕だけが受けるつもりだったんだ」

『いいでしょう。お入り下さい』

　ちりり、と音がして、結界にひと一人が通れるだけの穴が空いた。

　晴空は思わず息を呑のむ。ここをくぐったら、もう後あと戻もどりはできない。

「葛かつら木ぎくん！」

　不意に呼び止められて振り返る。

　クラスメイトの如月きさらぎのるんが生徒たちの中から、晴空を見ていた。

「なにしてるの!?　こっち来なさい！　危ないことは魔法使いの領分なの！」

「ごめん。如月。普通科のみんなに迷めい惑わくはかけないから」

「なに言ってるの？　ねぇ！」

「……また、あとで」

　晴空はアリーナの中へと足を踏ふみ入いれた。

　彼の後ろで、再びちりり、と音を立てて、結界が閉じた。










　天伎恒夜は、円形のアリーナの中央に立っていた。

　使い魔の姿は消え、彼の真横、数メートル離れたところに、緋女乃が座すわっている。

　うつむいて、地面に足を投げ出して、〈裁定者のクリスタル〉を握にぎりしめて。

　彼女のまわりに浮かんでいるのは、影のような黒い剣けん。

　両りよう刃ばの剣だ。数は八本。すべて、緋女乃に切っ先を向けている。

　――魔導具〈踊る黒剣ダンシングソード〉か。

　浮遊能力を持ち、持ち主の命令で敵を攻こう撃げきする魔ま法ほう剣けんの一種だ。あれは恒夜に遠隔操作されている。たぶん、人質を取ったつもりなのだろう。

　魔法練習場であるアリーナは広い。地面は固められた土と砂でできていて、魔法の標的となる黒い柱が、あちこちに立っている。どうしても〈アッシュ〉の射線も限定される。

　――さすが天伎家の魔法使いってとこか。

　晴空の能力をすべてわかった上で、恒夜はこの場所を選んでいる。

　人間の前では茉莉花の能力が使えないってことも、計算に入れて。

「本当にお一人なのですね。竜胆茉莉花はどうしたのですか？」

「言ったはずだ。茉莉花を巻き込むなって」

　穏やかな顔をした恒夜に、晴空は答えた。

「あんたの相手をするのは僕だけで十分だ」

「でしょうね。彼女の能力を見れば、魔法使いでなくてもその正体がわかってしまう。彼女はあなたとは違う。竜胆茉莉花は危険生物の遺伝子そのものを受うけ継ついでいる。そのことがバレればただではすみませんから」

「僕が一人で来たのも、あんたの目もく論ろ見み通りか」

「どちらでも結構。どのみち、ここで彼女の能力をさらすほど愚おろかではないでしょう？」

　恒夜は両腕を広げた。

　アリーナの四方を囲む校舎の窓から、生徒たちがこっちを見ている。〈杖〉を手にした天伎の魔法使いと、剣に囲まれた少女と――普通科に在ざい籍せきしているのに、なぜか魔法の銃じゆうを持っている晴空を。

「それがわかっててなんでこんなことをする!?」

　思わず、晴空は叫さけんでいた。

「ここは茉莉花がせっかく見つけた居場所なんだ。これから人間と魔法使いのことを勉強して、友達も作って、人の中で生きていくつもりだったんだ。緋女乃だってそうだ。その子は僕たちの正体を知っててここに来た。共存するための道を探したいって。なのに、なにしてんだよあんたは！」

「私はあなたに迷惑をかけるつもりはない。あなたはここに来なければ良かったのに」

「緋女乃を返せ」

　晴空は〈アッシュ〉を右手に提さげたまま、告げる。

「僕たちは緋女乃を守るって決めた。初対面でいきなり捨て身になるし、なに考えてるかわかんないやつだけど……人と神しん獣じゆうが一いつ緒しよに生きられるようにってここに来たんだ。守るって約束したからには守る！」

「……ハルさま」

　緋女乃が、顔を上げた。

　信じられないものを見るように、晴空に視線を向ける。

「答えろ、天伎恒夜。お前はどうして緋女乃をこんなところに連れてきた。彼女をどうするつもりだ？」

「はい。殺して解体します」

　恒夜は、晴空の問いに答えた。

　まるで今日の夕食のメニューについて話すように、あっさりとした口調で。

「ああ、心配しなくていいです。あなたたちのことは天伎が絶対に守りますから」

「そんなこと聞いてるんじゃねぇ！　緋女乃はあんたになにもしてない！　殺す理由なんかないだろ!?」

　抑えきれなかった。

　アリーナを囲む校舎からこちらを見ているたくさんの生徒たちのことさえ、晴空の頭の中からは消え去っていた。

「それに、緋女乃が死んだら〈裁定者のクリスタル〉が砕け散る。そうなったら――」

「摩耶の魔法使いは竜の眷属の敵となり、あなたたちを殺しに来る、でしょう？」

「……わかってるなら、どうして」

「そうなったら私たち天伎家の魔法使いは、あなたたちを守るために戦うことになります。まぁ、彼女を解体するのは天伎恒夜私ですからね、責任を取るためにも、そうせざるを得ないでしょう？」

　冗談じゃない、って思った。

　摩耶の魔法使いが晴空たちを殺しに来る。天伎家が二人を守るためにそれを迎げい撃げきする。

　唯月市で行われる、天伎と摩耶の魔法使いの総力戦。それはつまり――

「天伎と摩耶の全面戦争に、なる」

「そうでしょうね」

　神経質そうに制服の襟えり元もとを直しながら、恒夜は言った。

「そうなったら最強種の力が必要になって、歌音さまは解放されるでしょうね」

「――っ!?」

　言葉の意味を即そく座ざに理解する。

　天伎歌音は〈竜の遺産〉をもとに魔導具を作り、摩耶とカインズの魔法使いを殺した罪により、魔ま力りよく封ふう印いんの上で地ち下か牢ろうに幽ゆう閉へいされている。

　歌音は天伎家の最強種だ。愛菜も強いけれど、彼女には遠く及ばない。

　そして、天伎と摩耶の戦争になれば、当然、歌音の戦力は必要になる。

　解放されるだろう、歌音は。どんなかたちであっても。

「そのために……戦争を起こす？　戦争を起こすために緋女乃を解体する？」

「天伎の人間が手を下したと誰もがわかるように、この場所で」

　天伎家が出資している時軸学園の、誰からも見えるアリーナで。

「ああ、心配しなくていいですよ。あなたたちのことは天伎家が守ります。天伎家から裏切り者が出て、摩耶の少女を殺してしまった。それはここにいるみんなが証言してくれるでしょう。あなたたちはなにも心配しなくていい」

「……ふざけるな」

「〈裁定〉のことを知っているのは天伎でも少数です。竜の眷属の責任を問う者はいない。あなたたちは今まで通りに学園に通えるし、家は山の結界に準備してあげます。これで安心でしょう？」

「ふざけるなって言ってるんだ、天伎恒夜！」

　晴空は〈アッシュ〉を構えた。

　天伎恒夜は本気だ。でなければ、こんな大がかりなことをするはずがない。

　彼はこの場で緋女乃を解体するつもりでいる。緋女乃を天伎家の人間が衆人環視の場で殺し、それをもって摩耶に宣戦布告する。そして戦争を起こし、戦力として歌音を解放させる。それが彼の目的だ。

「最悪だよ、天伎恒夜。あんたの言ってることは怖こわいくらいに最悪だ」

「そうでもしなければ、歌音さまに認めてもらうことはできませんからね」

〈杖〉を手に涼すずしい顔をしている、天伎恒夜。

「こうなったのはあなたたちのせいでしょう？　竜の眷属がいなければ、歌音さまがあなたと戦うこともなかった。我々はあの方の指導のもと、進化への道を歩んでいたのです」

「勝手な言い分だ。僕たちを攻撃してきたのは歌音の方だろ！」

「最強種にはそれが許される。あの方の声には人をひれ伏させ、従わせる力がある。私はもう一度――あの方の声が聞きたい。歌音さまは、私たち歌音派と接触も許されず、地下牢に閉じ込められていい方じゃない」

　恒夜は目をつり上げ、晴空をにらみ据すえる。

「私には覚悟があります。歌音さまの解放と、魔法使いが〈上位者セフイラ〉や神に近い存在になるためなら、この唯月市を戦渦に巻き込む覚悟が」

　恒夜は〈杖〉を緋女乃に向けたまま、晴空を見据えていた。

　晴空は〈アッシュ〉のトリガーに指をかけたまま、動けない。

　緋女乃を囲む八本の剣を、一いつ瞬しゆんですべて破壊するのは不可能だ。おそらく、撃った瞬間、恒夜は黒剣を降ふらせ、緋女乃を串くし刺ざしにするだろう。

「……ボクはこんなことで死んだりしない」

　不意に、緋女乃が口を開いた。

「ボクはここに自分の都合で来たんだ。ほんとは、ハルさまたちに追い返されても仕方なかった」

　緋女乃は胸を押さえて、晴空を見た。

「でも、ハルさまはボクの作ったご飯を、美味おいしいって言ってくれた。茉莉花ちゃんはボクの作った冗談みたいなトラップに付き合ってくれた。一緒に学校にも通えた。はじめてだったんだ。元の家には、ボクの居場所はなかったから――」

　緋女乃は目を閉じ、開く。

　今度はまっすぐに恒夜を見据える。怒りに満ちた目で、宣言する。

「ボクはハルさまたちを傷つけたくない。二人に、ボクが解体される光景なんか見せるわけにはいかない。どうしてもやるっていうなら君を巻き添えにしてやる。喉のど笛ぶえに食いついてでも君を殺してやるからそう思いなよ！」

「ハッタリにもなりませんよ、それは」

「ああ、ハッタリじゃない。緋女乃はあんたに近づく必要さえないんだから」

　呼吸を整える。視線は、恒夜から逸らさない。〈アッシュ〉の照準は彼かれに合わせたまま。

　――視線を動かすな。緋女乃の方を見るな。動どう揺ようするな。

「天伎恒夜、あんたは勘違いしてるんだ。緋女乃はただ殺されるほど無力じゃない」

「……はっ」

　恒夜は吐き捨てるように息を吐き出した。

「それこそハッタリですね。島しま神がみ緋女乃に魔力がないということは、私も知っているのですよ？」

「ああ、緋女乃に魔力はない。だけど〈裁定者のクリスタル〉には、クリスタルそのものを破壊するための魔ま力りよく結けつ晶しようが封じ込められている。あんたは知らないだろ。その威い力りよくを」

「――？」

「緋女乃が死んだら、クリスタルは自じ爆ばくするんだ。このアリーナにあるものすべてが灰になるほどの威力で」

　晴空のセリフに、恒夜の顔色が変わった。

「ば、ばかばかしい。そんな危険なもの、当主さまが天伎の特区に入れるわけが――」

「そりゃそうだろ。当主さまも愛菜も、僕たちが緋女乃を傷つけるわけないってわかってるんだから。天伎家と竜の眷属は同盟を結んでるんだ。信じてくれてるのは当然だろ。あんたがこんなことしなければ、危険なんてなにもなかったんだ」

　晴空はさらに続ける。

「それに……あんたも知ってるはずだよな。僕と茉莉花が以前、カインズの猟りよう犬けんと戦ったことを。そいつらの中にも魔力結晶が入っていて、猟犬を殺すと自爆するようになってた。学校の校舎を半分吹ふき飛とばすほどの威力のやつが」

「そ、それがなにか？」

「同じ手を摩耶が使わないはずがないだろう？」

「――う」

　恒夜が口ごもる。

〈竜眼〉を持たない恒夜には、〈裁定者のクリスタル〉に組み込まれている魔力結晶のキャパシティがわからない。緋女乃が死ねばクリスタルそのものを破は壊かいする――それだけの威力――としか聞かされていないはずだ。

「だいたい、おかしいと思わなかったのか？　〈裁定者のクリスタル〉を破壊したら、摩耶が僕たちを殺しに来る？　そんな手間をかける理由がどこにある？　クリスタルを自爆させれば、それで済む話だろう？」

「気づいてたんだ……ハルさま」

　緋女乃はぽつり、とつぶやいた。

　晴空は小さくうなずいてから、緋女乃の方を見た。

「僕が最初に〈裁定〉の条件を聞いたとき、どうして摩耶がこんな甘い条件を出してきたのかわからなかった。でも〈竜眼〉で〈裁定者のクリスタル〉を見たら気づいたんだ。僕たちが緋女乃を殺したらどうなるかってことが」

　まるで恒夜など目に入らないかのように、緋女乃に向かって語りかける。

「手がかりになったのは『緋女乃は僕たちの側で〈裁定〉を行う。そして緋女乃が死んだら〈裁定者のクリスタル〉が砕け散る』っていうルールだった。僕たちの側で――ってのはクリスタルの爆発範囲に竜の眷属を入れておくために、摩耶が考えた口実だろ？」

「ボクも苦労したんだよ。さとられないように」

　緋女乃は指先で、ちりん、と〈裁定者のクリスタル〉を鳴らした。

　その音に驚いたのか、恒夜が飛とび退のく。

「爆ばく発はつなど――私は死など恐おそれては――」

「あんたが張った結界があだになったな。クリスタルが爆発したら、その熱量は逃げ場がない。あんたも、僕も緋女乃も焼き尽くされる。それがわからないのか、三流！」

　叩きつけるような晴空の言葉に、恒夜の肩かたが小刻みに震え出す。

　恒夜が張った結界は、外からの干渉を防いでいる。

　逆に言えばそれは、内部の熱や爆発のエネルギーの逃げ場がないことを意味する。

「くだらない。あんたの覚悟ってなんなんだよ。自爆する覚悟か？　ただの爆発オチだろそれって。女の子を人質にして、『私は唯月市を戦渦に巻き込む覚悟があります』――ってドヤ顔でなに言ってんだ。進化とか神とか言う前に、少しは他人の迷惑考えろよ」

　晴空はそんな恒夜を見て、鼻で笑う。

　できるだけ、不自然なくらい、偉えらそうな態度で。

「かのん姉に認めてもらう？　はぁ？　僕たちも緋女乃も、自分自身も灰にして、天伎にとんでもないリスクを押し付けて勝手に死んじゃう奴をかのん姉が認めるもんか」

「黙だまれ……〈失敗作〉」

「あんたのことなんか誰だれも思い出さない。天伎最大の愚か者として、かのん姉は記き憶おくのゴミ箱に投げ捨てるだけのことだ。あんたはかのん姉に勝手な思い込みを押し付けてるだけだ。かのん姉があんたに払はらう関心なんか、僕の百億分の一くらいだろうよ！　そんなやつが、かのん姉の名前を口にするんじゃねぇ!!」

「黙れ！　あの方をそんな名前で呼ぶなぁあああああああっ!!」

　恒夜が絶ぜつ叫きようした。

〈杖つえ〉を振り、晴空に向かって魔法を発動しようとする。

　だが、晴空が〈アッシュ〉のトリガーを引くほうが早かった。

　銃じゆう声せいと共に魔法喰らいの銃じゆう弾だんが空間を貫つらぬき――恒夜をかすめて通り過ぎる。

「動揺したか竜りゆう王おう!?　どこを狙っている!?」

「結界を狙っている！」

　ガラスの砕くだけるような音がした。

　恒夜が作り出した、アリーナを覆おおう結界が割れ、消える。

　同時に晴空は真横に跳ぶ。恒夜の攻撃魔法の軌き道どうを読み、その死角へ。

　そして、叫ぶ。

　竜王の権けん威いをもって、眷属の本ほん性しようを呼び覚ます言葉を。

「竜王の名において命ずる。わが配下、竜胆茉莉花！　覚かく醒せいを許す!!」
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　その声が、茉莉花のスイッチを入れた。

　ずっと潜んでいた、三階の空き教室。その窓を開ける。ためらわずに飛び出す。覚醒した竜の眷属の脚きやく力りよくで壁かべを蹴ける。コンクリートの壁が、ぼこり、と砕ける。その反動を利用し、自らを弾だん丸がんとして撃ち出す。地上に向かって。

　竜王と、守るべき摩耶の少女と、敵がいるアリーナへ。

「でえええええええりゃああああああああっ!!」

　天伎恒夜――あの天伎の人はなんにもわかってない。茉莉花はそう思った。

　いくら命令されたからって、茉莉花が晴空をひとりで敵の前に立たせるわけがない。

　作戦は晴空から聞いていた。もちろん、その危険性も。




「でも、この作戦だと……茉莉花の正体をみんなにばらすことになるんだ」

「正体がばれると、兄さまと茉莉花は離れ離れになりますか？」

「え？　いや、それはないけど」

「じゃあ、どうってことないです」




　結論なんか十秒で出た。

　あとは、タイミングを計るだけ。

　天伎恒夜が晴空に気をとられ、緋女乃から注意をそらす、その一瞬を！

「必殺！　まつりか――っ！　しゅーてぃんぐすた――っ！　き―――――――っく！」

　狙いは、一点！

　真しん紅くのオーラを身に纏まとい、流星のように、竜の末裔がアリーナに降臨する!!










「――絶ぜつ滅めつ種しゆがっ！」

　恒夜は歯は噛がみした。

　警けい戒かいはしていた。竜の少女が来ることはわかっていた。

　なのに、晴空に〈杖〉を向けた一瞬だけ、そのことを忘れた。

　竜の少女は、正体がバレたら「危険生物の血を引くもの」として、人間から攻撃を受ける可能性があること。そしてアリーナが衆人環視の場所であること。それが、ほんの少しの油断を呼んだ。

　いや、油断させられた。

「茉莉花を巻き込むな」――竜王のあのセリフさえ、自分に有利な戦場に晴空を引きずり出したと、恒夜に信じさせるためのものだった。

　そして歌音のことを強調して怒りを誘さそい、隙を作り、さらに結界を破壊した上での頭上からの不意打ち。地上と空中、二方面からの挟み撃ち。

　最悪だった。奴らは最悪の絶滅種だ！

「来なさい〈常闇の大鴉〉！」

　奴らに魔ま力りよく障しよう壁へきは通じない。この場は避さけるしか――

　一瞬で判断を下し、恒夜は影かげから使い魔を召しよう喚かん。大鴉の足に掴つかまり、真横へと高速移動。

「必殺！　まつりか――っ！　しゅーてぃんぐすた――っ！　き―――――――っく！」

　茉莉花の爪つま先さきが、〈常闇の大鴉〉の翼をかすめた。

　三階の窓から斜ななめに降ってきた茉莉花。スピード、威力ともに十分だった。だが、角度が浅い。恒夜を捉とらえそこなった。小さな身体からだはまるで流星のように恒夜の真上を通り過ぎて行く。

「残念でした竜の少女。はずれです」
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「残念でした魔ま法ほう使つかいさん。当たりです!!」

　茉莉花はそのまま、宙を舞まう黒剣の群れへと突っ込んでいく！

　緋女乃を処しよ刑けいするために、恒夜が浮かべておいた〈踊る黒剣〉。

　鉄をも切きり裂さくその刃やいばも、竜の〈絶対防アブソリユート御の鱗・セイクリツド〉には通じない。ひとつ、ふたつ――茉莉花キックは魔導具をへし折って行く。その勢いのまま地面に突っ込んだ茉莉花の足が土を削けずる。小さな内履きはあっという間に焼き切れ、〈絶対防御の鱗〉に護まもられた踵かかとがさらに深い溝を作り出す。削り取られた地面が宙を舞い、巨きよ大だいな土つち煙けむりが湧わき上あがる。

　それが恒夜の視界を覆っていく。なにも見えなくなる。

「――っ!!　天伎恒夜の名において〈黒剣よ敵を殺せ〉!!」

　恒夜は残りの黒剣を起動する。

　その声を、ふたつの叫びがかき消した。

「緋女乃さん！　伏せてください!!」

「塵と化しアツシユ・ト灰に還れウ・アツシユ――っ!!」

　銃声。そして、黒剣が砕ける音。

　恒夜の背中に寒気が走る。

　湧き上がる土煙のせいでなにも見えない。恒夜には緋女乃の正確な位置が、わからない。

　けれど、竜王は違ちがう。

　彼の〈竜眼〉は光ではなく魔力を視みる。彼は黒剣に施ほどこされた〈魔法陣〉を捉えている。土煙があがろうと煙えん幕まくを張ろうと、正確に恒夜の武器の位置を把は握あくしている。ひとつひとつ、確実に撃ち落として行く。

　――これが、歌音さまを倒した、竜王。

　化け物だ。

　――こんな奴がいるから、歌音さまは自分を見てくれなかった。

「塵と化しアツシユ・ト灰に還れウ・アツシユ！」

　銃声とともに、魔法喰らいの弾丸が恒夜の〈杖〉に食い込む。

〈生命金属〉が絶叫をあげる直前、恒夜は制服のポケットから禁忌を引きずり出した。

　――奴は――殺す。

　こんな生物を、歌音さまがいるこの世界に残すわけにはいかない。

　たとえ、どんな犠ぎ牲せいを払ったとしても。
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「遅おそくなってごめん！　緋女乃」

　青い顔で地面にうずくまる緋女乃を背にかばいながら、晴空は言った。

　晴空のセリフは、すべて「茉莉花は来ない」と思わせるためのハッタリだった。

〈竜眼〉を持たない恒夜には、本当に〈裁定者のクリスタル〉に自爆装置が仕込まれているかどうかわからない。魔力結晶の容量も見えない。晴空と緋女乃が本当のことを言っているのかどうか、確かめる手段がない。

　そして、言葉の端はし々ばしから、彼が歌音に異常なほど執しゆう着ちやくしていることはわかっていた。だから、彼よりも晴空がずっと歌音と親密だということ、晴空の方が歌音のことを理解しているとひたすら叫ぶことで、恒夜の動揺を誘った。

　彼が緋女乃から意識をそらす、一瞬の隙を作り出すために。

　人質を取られ、隠かくれる場所のないアリーナに呼び出され、他に手がないから使った策だ。正直、二度とやりたくない。一歩間ま違ちがえれば、緋女乃は目の前で殺されてた。想像するだけでゾッとする。

「ハッタリとしては最悪だったよな。話を合わせてくれて助かったよ」

　震える声でつぶやく晴空に、緋女乃は額の汗あせをぬぐいながら、

「ハッタリじゃないかもしれないよ。ボクに、本当に自爆装置が仕込まれてるかもだよ？　摩耶にはそういう技術だってあるし」

「なんとなくだけど、緋女乃はそんなことする奴じゃないって思ってる」

「そうだよね。ハルさまは〈竜眼〉で、ボクのすべてを見たもんね」

「今その話持ち出すの!?」

「赤くなってるよ、ハルさま」

「ち、違うよ。僕は……その……目の前で誰かが死ぬのが嫌いやなだけなんだ」

「ありがとう、ハルさま」

「お話はあとです二人ふたりとも。まだ終わってないです！」

　茉莉花の声に、晴空は顔を上げた。

　土煙が晴れて行く。

　アリーナの中央でうずくまっていた恒夜が、幽ゆう鬼きのように立ち上がる。

「……あの方がいるこの世界に、貴様のようなものの存在を許すわけにはいかない」

　彼の〈杖〉には、いつの間にか、金色のリングがはめ込まれていた。

　奇き妙みようだった。〈杖〉は半分吹き飛んでいるのに、まだ魔力が流れ込んでいる。

「あの方は最強種だ。最強種はなにをしても許される。だからあの方のためならなにをしても許される。あの方は誰にも屈くつしない。執着しない。貴様など――そうか」

　金色のリングが、高速回転をはじめる。

　甲かん高だかい――悲鳴のような高周波をかき鳴らす。

「お前たちを消せば、あの方は私を認めてくれるかもしれない」

「――っ！　塵と化し灰に還れ!!」

〈アッシュ〉の銃弾が、恒夜の〈杖〉を撃ち抜いた。

〈杖〉を構成している〈生命金属〉が膨れ上がる。爆発して消しよう滅めつする――はずだった。

「ＩＩＩＩＩＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ――!!」

「……なんだ!?」

　恒夜の〈杖〉の膨ぼう張ちようが止まらない。巨きよ大だい化かしていく。持ち主よりもさらに大きく。

　そして、〈杖〉は〈アッシュ〉の銃弾を受けた部分を、切り離パージした。

「――な!?」

「消えろ、消えろ、消えろ消えろ消えろ絶滅種ぅううううううう!!」

　べちゃり、と、焼けた〈生命金属〉が恒夜の顔に飛び散る。

　頬ほおを焼き、メガネを溶とかしていくそれを、恒夜は気にもとめていない。

　顔に浮うかんでいるのは、歪ゆがんだ憎ぞう悪お。ただそれだけ。

「〈常闇の大鴉〉！」

「塵と化し灰に還れ――っ！」

〈アッシュ〉の銃弾が〈杖〉と〈魔ま法ほう陣じん〉に、同時に食い込む。

〈杖〉は再び銃弾を受けた部分を切り離す。そして、再生。元のかたちを取とり戻もどす。

〈魔法陣〉は破壊した。けれど、新たに三つの〈魔法陣〉が空中に浮かび上がる。巨大化した〈杖〉の〈魔法陣〉を生成するスピードが上がっている。破壊される直後、タイムラグなしに再度発動。速すぎる。〈アッシュ〉の銃弾では消しきれないほどに。

「茉莉花、ちょ――――――っぷ!!」

　空中に飛び上がった茉莉花が〈常闇の大鴉〉に手刀を落とす。影が両断され、消える。

　次の瞬しゆん間かん、別の〈大鴉〉が茉莉花の後ろに回り込み、背中に向かって嘴くちばしを突つき出だす。茉莉花は即座に空中で回まわし蹴げり。〈大鴉〉を吹き飛ばす。その間にも〈大鴉〉は増えていく。アリーナの空が、黒く染まって行く。

〈大鴉〉の嘴がガラス窓を叩たたく。防ぼう御ぎよ魔ま法ほうが施された校舎が悲鳴を上げる。足音が響ひびき、晴空が振り返ると、教師たちがこっちに向かって来るのが見えた。

「来るな――――――――っ!!」

　とっさに晴空は叫んでいた。

「先生たちは校舎を守ってください！　アリーナの防ぼう壁へきも起動して！　早く!!」

「あれは〈階梯の腕輪〉……〈生命金属〉に自じ我がと生存本能を与あたえて強化する魔導具……どうして、ここに」

　目に涙なみだをためて、辛つらそうに唇くちびるを噛かみ締しめた緋女乃が、晴空を見つめていた。

「術者の魔力と〈杖〉を強化する代わりに、〈生命金属〉に術者が乗っ取られる禁忌の魔導具！　父さんが命がけで封ふう印いんしようとしたのに――どうしてあれがここにあるの!?」

「緋女乃はあれを知ってるの!?」

　だとすれば、恒夜はあれに乗っ取られていることになる。

「知ってるなら、止める方法があるなら教えて、緋女乃」

「〈階梯の腕輪〉の自我と生存本能の中心核――コアを狙って」

「コア……？」

「ハルさまの〈竜眼〉なら見えるはずだよ！」

　ぎゅっ、と、緋女乃が背中にしがみついてくる。

　柔やわらかい彼かの女じよの体温を感じながら、晴空は〈竜眼〉を凝こらした。

　両足を踏みしめ、ひたすらに〈常闇の大鴉〉を生み出し続けている、恒夜。

　目を見開き、獣けものめいたうめき声をもらし、身体は小刻みに痙けい攣れんを続けている。身体の表面を流れる魔力系が猛もう烈れつな勢いで鼓こ動どうしている。そして魔力はすべて、右みぎ腕うでで握っている巨大化した〈杖〉に。まるで、彼の魔力をすべて吸い付くそうとしているかのように。

　その〈杖〉の中に、赤い眼球が見えた。

　流れ込む魔力に押されるように、ゆらぎ、踊り、移動を続けている。

「あれが……コアか」

「……魔法使イハ、古いにしえノ契けい約やくヲ果タセ」

　恒夜の喉のどが、奇き怪かいな声を発した。

「生命金属ノ代だい償しようトシテ〈上位者〉ト結ンダ契約ヲ果タセ。〈上位者〉トノ契約ヲ忘レタ魔法使イニ、制裁ヲ――!!」

「意識を魔導具に売うり渡わたすほど、あんたはかのん姉が好きなのか」

　晴空は〈杖〉の中でうごめく眼球に、〈アッシュ〉の照準を合わせた。

「だけど、ごめん。あんたの願いを叶かなえるわけにはいかない。塵と化し灰に還れ」

　銃声。

　赤い眼球を、魔法喰らいの銃弾が撃ち抜いた。

　絶叫にも似た、振しん動どう。それが校舎のガラスが震えるほどの大だい音おん響きようをかき鳴らす。

　それが治まったとき、大量の〈生命金属〉の残ざん骸がいとともに、恒夜は地面に倒たおれていた。

「――はぁ――――――っ」

　晴空はぺたん、と地面に座り込んだ。

　緊きん張ちようのせいか、指が〈アッシュ〉から離はなれない。

　やっちゃった。学園で。竜の力を使ってしまった。

　学園中から響く、歓かん声せい。それと、驚きの声が、晴空たちを包み込んでいる。

「普ふ通つう科かの生徒が天伎のやつを倒せばこうなるよな」

　これからどうなるのかはわからない。

　学園が晴空と茉莉花をどう扱あつかうのか、のるんたち普通科のみんなが自分と茉莉花を見る目がどう変わるのかも。

「……やっちゃったのはしょうがないか」

　晴空はかぶりを振って立ち上がる。

　力が抜けたように座り込む緋女乃を助け起こして、「兄さまにいさまー」って手を振っている茉莉花の方へ歩き出す。










「……助けてくれなくてもよかったのに」

　アリーナの出口に向かって歩きながら、緋女乃が震える声で呟つぶやいた。

「天伎の魔法使いが言った通りなんだよ。ボクを見捨てて、天伎家の保護を求めるって方法もあったのに……どうして」

「なんとなく」

「なんとなく!?」

「えっと――だって緋女乃が言ったんだろ。僕ぼくたちに、自分が解体されるところを見せたくないって」

　なんだか照てれ臭くさくなって、晴空は横を向いた。

「僕だってそうだよ。そんなの見たくない。緋女乃のこと考えるたびに、自分が誰かを守れなかったこと思い出すのなんか拷ごう問もんだし、それに緋女乃にはごはん作ってもらった借りがあるし、そうなると、ごはん食べるたびに緋女乃のことを思い出すし……」

「まとめると、兄さまはツンデレなのです」

「――ま、茉莉花!?」

　いいセリフが台無しだった。

「茉莉花も前に似たようなこと言われましたです。でも、そういう時の兄さまはすっごく照れているのです。茉莉花のことを大切に思っているように、緋女乃さんのことも大切に思ってるのです。妹だからわかるんです。間違いないです」

「うー」

「だから兄さまはいつも茉莉花につれない態度なのです。一緒にお風ふ呂ろに入れないとか、ベッドに潜り込むなとか、ほっぺにキスは人前でするなとか」

「それ別にツンデレじゃないし。あと、最後のセリフは捏ねつ造ぞうだから！」

「と、いうわけで、気にしなくていいのです。緋女乃さん」

　茉莉花は制服のスカートをひるがえし、ステップを踏ふむように一回転。まるで言い聞かせるみたいに、緋女乃に向かって笑いかける。

「竜の眷けん属ぞくはしたいことをしてるだけなのです」

「だけどそのせいで、君たちは正体をばらすことになっちゃった」

　晴空の〈アッシュ〉と、茉莉花の覚醒による能力は、学園中のみんなが見たはずだ。

　二人の正体を知った学園側がどう出るか、正直、予測がつかない。

「待ってたの、二人とも！」

　不意に、晴空と茉莉花を呼ぶ声がした。

　アリーナの出口。渡り廊下と繋つながるドアの前に、如月のるんが立っていた。

「葛木くん……茉莉花さん……あなたたちは…………」

　腰こしに手を当て、大きな胸を逸そらして、前まえ髪がみの向こうからじっとこっちを見ている。

「如月……」

　なんて説明したらいいのか、わからなかった。

　竜の眷属の正体を明かすのは危険だからって、晴空と茉莉花が普通科のみんなを騙だましていたことに変わりはない。

　のるんのまっすぐな視線が怖かった。茉莉花も、気まずそうに目を逸らしている。

　だけど、のるんは――

「二人とも、ついに隠れた能力が覚醒したんだね！」

　大きな瞳ひとみを輝かがやかせて、茉莉花に飛びついてきた。

「はああああああああああぁ!?　な、なにゆってるんですかのるんさんっ!?」

「なにも言わないで！　二人とも！」

　なに言ってんだこいつ、という顔の晴空たちに、のるんはうんうん、と頷うなずきながら、

「わかってるの。葛木くんと茉莉花さんは、天伎の魔法使いに挑ちよう戦せんすることで、能力を覚醒させようとしたんでしょ？　すごいの。わたし、覚かく悟ごが足りなかったの」

「おかしいですからのるんさん。能力が覚醒したとかじゃないですから！」

「じゃあ、なに？」

「今まで隠しててごめんなさい、のるんさん」

　首をかしげるのるんに、茉莉花は意を決したように宣言する。

「……実は茉莉花は、竜と人間との間に生まれたハーフなんです！」

「うっそだー」

「あっさり流されました!?」

「だって、ぜんぜん竜っぽくないもの」

　のるんは茉莉花の肩に手を乗せ、真しん剣けんな表情で、

「竜は最強の神しん獣じゆうなの。最も高貴で、最も気高くて、最も神に近い神獣なんだよ？　茉莉花さんがあこがれるのはわかるけど……ちょっとイメージ違うかなぁ……って」

「待ってくださいのるんさん。話し合いましょう」

「うん。茉莉花さんが人と違う能力を持ってるのはわかるよ。でも、竜というのはさすがに盛りすぎだと思うの」

「茉莉花の話聞いてます？　ねぇ？」

「そんなことより、どうやって能力を覚醒させるのか教えて欲しいな」

「そんなこと!?　茉莉花の正体がそんなことですか!?」

　意を決して明かした正体をスルーされて驚きよう愕がくする茉莉花。

　のるんは無敵だった。中二病だった。致ち命めい的てきなほど、こっちの話を聞いてなかった。

「……この学園の人、みんなこうなの？」

「だったらいいんだけどさ」

　緋女乃の言葉に、晴空は力なく笑ってみせた。

　少しだけ期待してしまったから。

　正体を明かした茉莉花と自分を、学園がこのまま受け入れてくれるんじゃないか、と。




　けれど当然、そんなことはなくて――

　渡り廊下を出た先には、教師と、天伎家の魔法使いが待っていて――

　晴空たちはのるんと引き離され、用意された車で、家に戻された。




　学園側が下したのは、停学処分。

　正体を隠して学園に通っていたことで普通科の生徒を神獣の脅きよう威いにさらした罰ばつと、皆みんなが竜の眷属を受け入れるかどうか決まるまでの暫定処置。また、緋女乃は摩耶の人間だということがわかったので、転入資格を取り消された。

　そして、竜の眷属と〈裁定者〉の、長い夏休みが始まった。







第四章　不死なる神獣の後こう継けい者しや







「……眠ねむれない」

　晴空たちは家に帰ったあと、三人はご飯を食べ、さっさと眠ることにした。

　起きてると、悪いことばかり考えてしまうからだった。でも寝ね付つけなくて、晴はる空あきはベッドで何度も寝ね返がえりを打つ。学園から追い出された時のことが、頭から離れない。

　学園側が晴空たちの処分を伝えたあと、愛あい菜なから連れん絡らくがあった。

　ちょうど晴空も〈階梯の腕輪チエンジリング〉についての情報を伝えようと思っていたところだった。

　あれが摩耶マーヤーの技術で作られていること。〈生命金属〉の「自我」と「生存本能」を強化した危険なものだという話を聞いたあと、愛菜はあきれたように、

『……どうして怒らないのよ、晴空』

「怒ってるよ。天あま伎き恒こう夜やには、正直めちゃくちゃ怒ってる。人前じゃなかったら〈アッシュ〉であいつの手足くらい撃ち抜いてたかもしれない」

『そうじゃなくて、あ・た・し・に！』

　電話口で、愛菜が叫さけんだ。

『あたしがもっとしっかりしてれば、こんなことにはならなかったの！　「歌か音のん派」――姉さまの崇すう拝はい者しやたちがいるのはわかってたけど、ここまでするなんて思ってなかった。そのあたしの甘さが、こういう事態を招いたんじゃない』

「怒ったりしないってば」

『どうして？』

「愛菜ひとりで、天伎の人間全員の責任を取れるわけないだろ。愛菜は、ちゃんと仕事してるよ。夜中に当主代行みずから、違法魔導具のパトロールに行ってたし」

『……特区の治安維持は、もともとあたしの仕事だもん』

「天伎恒夜は前から準備してたんだ。愛菜のスケジュールも全部わかった上で、隙をうかがってた。他に協力者もいるかもしれない。愛菜一人でそれを抑おさえるのは無理だよ」

『それでも、あたしが責任者なんだもん!!』

「僕だって油断してたんだ。愛菜を責めたりしないよ。それに愛菜はちゃんと当主代行やろうとしてただろ。パンツ穿はくのを忘れるくらい一いつ生しよう懸けん命めい――」

『う、うわー！　わーわーわーわーわーわうわわ――――っ！』

　電話口の向こうで、愛菜の絶叫。

　荒あらい呼吸と、壁をばんばん叩く音が、妙みように響いていた。

「そういえば愛菜、今どこにいるの？」

『時とき軸じく学園の会議室前よ。これから、晴空たちの処分についての緊急会議があるの』

　鼻息荒く、愛菜は告げた。

『見てなさい。天伎家出身のくせに、自分たちの管理責任を棚たなに上げて晴空たちのことで大おお騒さわぎしてる校長たちをしめあげてやるんだからぁ』

「……ごめん。面めん倒どうかける」

『別にいいわよ。晴空と竜りん胆どうちゃんの学園復帰のために動いてるのは、あたしだけじゃないもん』

「え？」

『たいした援えん軍ぐんじゃないけどね、ま、その辺の話は後で。結果が出たら連絡するわね』

　そう言って、愛菜は電話を切った。

　それから四時間が過ぎたけれど、いまだに愛菜からの連絡はない。

「……どうなるんだろうな、これから」

　目を閉じると、不安が洪こう水ずいみたいに襲おそってくる。

　このまま停学が続いて――退学にでもなったら、どうなるんだろう。

　唯ゆい月づき市でバイトをして暮らすか、危険を覚悟で別の町の学校に転入するか――晴空にも茉まつ莉り花かにも、そんなに多くの選せん択たく肢しはない。

〈裁定〉を無事に済ませれば、学園のみんなも竜の眷属は自分たちに危害を加えないってわかってくれるかもしれない。でも、元のように付き合えるかなんて、わからない。

「あの時……他に方法があったのかな。もっと上う手まい方法が」

「キミはなにも間違っていないよ、ハルさま」

　ここん、と、窓を叩く音がした。

　身体を起こすと、庭にパジャマ姿の緋ひ女め乃のが立っているのが見えた。

「ボクも眠れないんだ。話をしない？　ハルさま」

　ガラス越しに緋女乃が手招きする。

　晴空は誘われるまま、ベッドを降りて、庭に出た。

「今日きようは助けてくれてありがとう、ハルさま」

　唯月市は山が近いせいか、夏でも涼すずしい風が吹いている。

　その風に藍あい色いろの髪かみを揺ゆらして、緋女乃は静かに晴空を見ていた。

「そのハルさまって、そろそろやめない？」

　なんだかむずがゆくなって、晴空は髪を掻かいた。

「しょうがないよ、ボクはキミたちを守るために来たんだから」

「逆だろ。僕たちが緋女乃を守らなきゃなんだ」

「じゃあ、お互たがい様さまってことで」

　緋女乃は髪に指をからめながら、照れ臭そうに笑った。

「竜の眷属は絶対に滅ほろびちゃいけない。なにがあっても。朱す雀ざくみたいには、させないから」

「朱雀って、確か……」

「摩耶の領地に住んでいた神獣だよ」

　緋女乃は晴空の目を見つめながら、言った。

「百年前、一番最初に滅ぼされた神獣。炎ほのおの鳥。神獣のなかでも竜と同等の位にあったもの。偉い大だいで猛たけ々だけしく、南の島では元々神として崇あがめられていた神秘の鳥だよ」

　朱雀――東洋では鳳ほう凰おう、西洋ではフェニックスと同一視される、不死の鳥。

　南の島を住すみ処かとし、アジアの国ではいろいろ形を変えて、神として崇められた。

「朱雀はね、摩耶の魔法で滅ぼされたんだ」

　緋女乃は語る。

　空を舞う、炎を帯びた巨大な鳥の話を。




　朱雀は太陽の化け身しんとも言われた。

　南の島の火山に住み、常に身に炎をまとっていた。

　翼つばさは最長で数十メートル。羽はルビーのように輝き、それを拾った者は死ぬまで病気をしないという伝説まであった。

　竜とは違い、同族を持たない単一種族。

　数百年に一度、火山の中に飛び込んで自分の身を焼き、若く生まれ変わる。

　再生力の象しよう徴ちようであり、魔法使いが未いまだ知りえない、生命と再生の秘密を知る神獣。

　ただし、その気き性しようは荒く、一度怒おこらせると国ひとつを焼き滅ぼすまで治まらないという。




「朱雀は不死身ってのも、結局は伝説でしかなかったってことか」

「不死身だよ。だから再生しなくなるまで――一枚の羽になるまで切り刻まれたんだ」

　淡たん々たんと語る緋女乃。

　その言葉に吐はき気けがして、晴空は喉を押おさえた。

　――どうして魔法使いってのは――

　言葉が通じるのに。意思の疎そ通つうだってできるのに。分かり合えるのに。

　神獣を切り刻んで、殺して、滅ぼした。

「それでいいんだよ。ハルさま。ボクを許さなくていい」

　気がつくと、緋女乃が涙の滲にじんだ目で、晴空を見ていた。

「ボクは魔法使いの一族。魔ま力りよくはなくたって、神獣を滅ぼした奴やつの仲間なんだから」

「だったらなんで泣きそうな顔してるんだよ」

「――夢を見るんだよ」

「夢？」

「朱雀の夢。いつもそれで、目を覚ますんだ」

　痛みをこらえるように、緋女乃は唇を噛みしめた。

「炎をまとった鳥が空にいるんだ。島々を渡りながら、みんなに神様みたいに大切にされて、鳥もみんなが大好きで、時々怒ったりするけど、ルビーみたいに綺き麗れいな翼をいっぱいに広げて、空を飛んでるの」

　そしてある日、鳥の翼は見えない剣けんで切り刻まれる。

　不死の鳥は再生を続ける。けれど、斬きられる速度の方が速い。

　胴どう体たいを真っ二つに裂かれ、再生する側がまた切り裂かれる。再生しない側は打ち捨てられ――再生する側が切られ――延々と繰くり返かえして――一枚の羽だけが残る。

　痛い――痛い――痛い――何度叫さけんでも、終わらない。

「小さい頃ころからボクは朱雀が好きだったんだ。写真はないから、絵本をずっと読んでた。そのせいかもしれないね。ボクの夢に朱雀が出てくるのは」

　緋女乃はそう言って、晴空から目を逸らした。

「ねぇ、ハルさま。ボクの身体、見たよね？」

「……え？　う、うん」

　思わず頭の中に、天伎家の当主の間で見た、緋女乃の姿が目に浮かんだ。

「ボクの全部を見て、どこかおかしいところなかった？」

「は？」

「自信がないんだ。ボクは――摩耶でも型落ち品のできそこないだから、その……どこかおかしい？　触さわると、ちゃんと気持ちいい？」

　不意に、緋女乃が晴空の手をつかんで、引き寄せた。

　薄うすいパジャマに覆おおわれた、自分の左胸に。

　晴空は慌あわてて手を引き戻そうとする。けれど、両手で彼かれの手首をがっしりと掴つかんだ緋女乃がそれを許さない。晴空の指に、とくん、とくん、とくとくん、と、速い鼓動が伝わってくる。触ふれているだけで溶けてしまいそうな柔らかさに、思わず息が止まりかける。

「わ、わかんないけど……変じゃないし、気持ちいいと思う――ってなに言ってんだ!?」

　晴空のセリフに、緋女乃は安心したような笑えみを浮かべた。

「よかった」

　今にも消えてしまいそうなその笑え顔がおを見て晴空は、はじめて気がついた。

　摩耶の〈裁定者〉ということ以外、緋女乃のことをなにも知らない、ということに。

「ボクはね……ハルさま、ボクは……」

　緋女乃が小さく口を開いた。

　そのときだった。

「こんばんはー！　夜分に失礼するの！　葛かつら木ぎくん、茉莉花さん！　開けて――っ」

　だんだんだんだん　ぴぽぴぽぴぽぽ――ん

　家のドアを叩く音と、チャイムを連打する音が聞こえた。

　晴空と緋女乃は、そろって玄げん関かんの方を覗のぞき込こむ。

　そこにいたのは星明かりの下で、激しいノックとピンポン連打を繰り返す、小さな人ひと影かげ。

「普通科クラス委員長、如月きさらぎのるん参上なの。話があるからおうち入れて――っ！」
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「緊急の学園会議があるって聞いたから、普通科の代表としてわたしが出席したの」

　冷えた麦茶を、こくん、と飲み込み、のるんは言った。

　ここは晴空の家のリビング。

　テーブルを挟んで、晴空と茉莉花の二人と、制服姿ののるんが向かい合っている。

　緋女乃を家に返し、熟じゆく睡すいしていた茉莉花を起こしてから、晴空はのるんを迎むかえ入いれた。

　のるんはついさっきまで、緊急の学園会議に出席していた。

　会議のあと天伎家に戻った愛菜の代わりに、学園側の結論を伝えに来たのだという。

「普通科のみんなにもアンケート取ったの。茉莉花さんをどう思うかって」

「……どうだったんですか？」

「みんな茉莉花さんの正体が竜と人間のハーフだってことは、あんまり気にしてないみたい」

　のるんのセリフに、茉莉花がぱぁっ、と笑顔になる。

「まぁ確かに、ぜんぜん竜っぽくないものね」

「心外です！」

「だから、わたしがみんなの意見を代表して抗こう議ぎしたんだよ？」

　茉莉花の声を無視して、のるんは告げた。

「葛木くんは入学した時から学園にいて、今までなにも問題なんか起こしてない。茉莉花さんだって、やっとお兄さんと一いつ緒しよに学校に通えるようになったのにかわいそうだって。人間の進化形である魔ま法ほう使つかいは、もっと太っ腹であるべきだって」

「……如月は、僕たちのことが怖こわくないの？」

「うーん。二人は竜っていうより、ほんのちょっと竜の遺伝子が覚かく醒せいした異能者、って感じかなぁ？」

　晴空と茉莉花が見守る中、のるんは麦茶を片手に、こくん、と首を傾かしげた。

　のるんの言葉を聞いて、晴空は気づいた。

　晴空たち魔法関係者と、のるんたち一いつ般ぱん人じんでは神獣へのイメージが違うということに。

　晴空やのるんが生まれた頃、すでに神獣は絶ぜつ滅めつしかかっていた。

　残っていたのは最後の竜エリシア――茉莉花の母親だけ。のるんたち一般人は、神獣を伝説や物語でしか知らない。神獣と魔法使いの戦いが生きた英えい雄ゆう譚たんだとしても、それは物語でしかない。

　だから、いきなり人の姿をしたクラスメイトに対して「実は彼女は竜の眷属でした。危険だから彼らは停学ね」と言われても、実感なんか持てないのかもしれなかった。

「それで……どうなったんですか？」

「葛木くんのことは納なつ得とくしてくれたよ。だけど、茉莉花さんには問題があって……」

　のるんは言葉を濁にごした。

　晴空と茉莉花は立場が違ちがう。晴空は小学校からこの町にいたし、戸こ籍せきだってある。

　だけど、茉莉花はそうじゃない。戸籍だって天伎が偽ぎ造ぞうしたものだし、そもそも晴空の家に来る前は世界を放ほう浪ろうしていた。国こく籍せきだって定かじゃない。のるんはそういうことを言っているのだろう――

「成績があまりにひどすぎて問題だって」

「そっちかよ!?」

「冗じよう談だん言ってるんじゃないの。葛木くん」

　思わず突っ込んだ晴空を、のるんは真剣な目でにらんだ。

「先生は言ったの。人間と共存して生きるつもりなら、人間の世界のことを勉強してくるはずだって。それをしてこないってことは、やはりいまいち信用できないって」

「あ……そういうこと」

　学園側が言ってることは、わかる。

　この世界のことを知りたくて学園に入ったのに、勉強しません、わかりませーん、じゃ、茉莉花が本当に人間と共存したいのかどうか、疑われてもしょうがない。

「期末前の小テストの結果を見せてもらったけど、たしかにひどいの」

　深刻そうな顔で、のるんはため息をついた。

「ひどいの。あんな点数を見せられてはじめてわたし、茉莉花さんが人間を超越した存在だって実感したの」

「そんなところで実感しないでください！」

「だから、わたしがここに来たんだよ？」

　ずどん

　のるんは抱かかえていたナップサックを、晴空たちの目の前に置いた。

　中から出て来たのは、教科書。それに参考書と辞書。手書きの表紙がついたノート。

　国語、日本史、世界史、数学、物理――あらゆる教科を網もう羅らしてる。

「学園の人は言ったの。茉莉花さんがみんなとは別に期末テストを受けて、全教科八十点以上を取ったら、停学取り消しを考えてもいいって」

「か、考えるだけですよね？　停学取り消し決定じゃ……」

「ちゃんと勉強することが、高校生として人のあいだに溶け込もうとしている証しよう拠こにもなるって。神獣の末まつ裔えいが人と共存しようとしている証あかしになるんだって」

「へ、へりくつです!!　茉莉花はサバイバルに必要ない勉強なんて……ねぇ、兄さま？」

　ひきつった顔の茉莉花は、救いを求めるように晴空を見た。

「うん、茉莉花は勉強した方がいいと思う」

「兄さままで!?」

「……ちょっとこっち来て、茉莉花」

　晴空は茉莉花の手を引っ張って、リビングから二階の和室へ連れて行く。

「茉莉花、今はできることを全部やっておこう」

「できること、ですか？」

「竜の居場所を作るために。味方になってくれそうな人がいる間は」

　晴空は竜の居場所を作りたい。

　茉莉花が普ふ通つうに、人間の世界で生きていける場所を。そのためならなんだってする。

　魔法使いは甘あまくない。のるんが引き出した条件だってただの口実かもしれない。けど、それでもいい。

「どうしても駄だ目めだったら、僕は茉莉花と一緒に逃にげる」

「……兄さま」

「家族だから世界の果てまでだって付き合うよ。でも僕たちは半分くらいは人間だから、野生動物みたいな生き方はできないだろ？　だから人間の世界で生きていく手段も作っておいた方がいいと思うんだ」

「わかりました、兄さま」

　ふわり、と、やわらかい手のひらが、晴空の手を包み込んだ。

　まるで宝物でもあるかのように、晴空の手を胸に抱だきしめて、茉莉花は顔を上げた。

「〈裁定〉とおんなじですね。居場所を作るために、竜が人間の敵じゃないって伝えなきゃいけないんですね」

「そういうこと」

「そういうことなら、茉莉花はなんでもします。兄さまと一緒に、この町にいるためなら。それで、どうすればいいですか、兄さま？」

「うん」

　晴空はうなずいて考える。

　茉莉花の小テストの結果は見せてもらった。

　そこから分ぶん析せきすると、まず押さえなきゃいけないところは――

「国語は漢字の書き取りから。教科書を二十回くらい読めば読解もなんとかなると思う。数学は公式を丸暗記。あと微分積分が出てくるからそこも。日本史は年表を書き写すところから。世界史は国の名前から覚えようよ。あとは――」

「――ちょ、ちょっと待ってください兄さま？　そ、そこまで」

「大だい丈じよう夫ぶ、僕も付き合うから」

　茉莉花の腕うでを引っ張って和室から出る晴空。

　階段の下から、のるんがこっちを見上げていた。

　彼女が抱えた参考書の山を見て、茉莉花が真っ青になる。

「ぴにゃ――――っ！」

　竜の末裔の絶ぜつ叫きようが、夜の葛木家にこだました。










「……あれ？」

　いつもとは違う寝ね床どこの感かん触しよくに、晴空は目を開けた。

　身体からだを起こして、自分が床ゆかの上で眠っていたことを思い出す。冷たい床と、背中に当たる硬かたいシンクの感触。椅い子すの背もたれにつかまって、晴空はぎしぎし軋きしむ身体で立ち上がる。時計を見ると、朝の十時だった。

「……えっくすいこーるはち…………」

　リビングから、息も絶え絶え、といった声が聞こえてくる。

「たんじぇんとじゅういち、るーとじゅうさん……ここにこうしきをだいにゅう」

「あ、茉莉花さん。解の順番が違うの。やり直しなの」

「……う、うううううううう」

「がんばろうね……ふぁいと」

　猛勉強中の茉莉花と、家庭教師役のるんの声だった。

　――すごいな、二人とも。

　自分が夜明けまで勉強に付き合っていたのは覚えている。喉が渇かわいたから水を飲もうとしてキッチンに来て、そのまま寝落ちしてたらしい。

　ここからリビングで勉強している二人の姿が見える。

　茉莉花は半ばテーブルにつっぷした状態で、それでも握にぎった鉛えん筆ぴつを放さない。のるんは目をうっすらと閉じながら、数学の証明問題に根気よく付き合っている。

　――ありがと、如月。

　朝食の準備でもしようかと思って、晴空は冷蔵庫を開けた。

　――あれ？

　びっくりした。

　晴空の家の冷蔵庫は、料理が載のった皿でいっぱいになっていた。

　小こ鍋なべに入った中ちゆう華か風ふうのおかゆ。深皿の中にはあんのかかった卵。スープは色とりどりの野菜が溶け込んだものと、卵が入ったもの、ミルクで煮込んだものの三種類。どれもラップがかかっていて、温めればすぐに食べられる状態だった。

「……いつの間に？　誰だれが？」

　答えはすぐに見つかった。小鍋の下にカードが置いてあり、そこにはそれぞれの料理をレンジにかける時間が書いてある。そしてカードの最後には、晴空あての伝言があった。

『勝手に入ってごめんね。差し入れだよ。温めて食べて。

　それからハルさま。ご飯を食べたら、ボクの家に来て欲しい。

　話したいことがあるんだ。できれば、ふたりきりで。

Himeno　Shimagami』










　緋女乃は家で、晴空が来るのを待っていた。

「ハルさまと一緒に、行きたいところがあるんだ」

　緋女乃が着ているのは、ブラウスとロングスカート。胸には〈裁定者のクリスタル〉。帽ぼう子しを被かぶっているのは顔を隠かくすためだろう。天伎恒夜のせいで、緋女乃が摩耶の人間だということが知しれ渡わたっているからだ。

「行きたいところって？」

「廃はい墟きよ地区。十年前に〈上位者セフイラ〉召喚実験が行われた、グラウンドゼロが見たいんだ」

　そこは廃墟地区の中心地。

　元々は新興住宅地に作られた、大きなスタジアムだった。十年前に四名家合同の魔法実験が行われた場所で、そこを中心として、住民が幻げん覚かくを見たり、平衡感覚がおかしくなったりという被ひ害がいが広がっていった。

　魔法使いからは実験の爆ばく心しん地ち「グラウンドゼロ」と呼ばれている。

「無理だよ」

「え？　どうして？」

「昨日きのうの今日で、あんなとこ連れて行けるわけないだろ」

　正体がばれた晴空たちは、危険生物の遺伝子を持つ者として目をつけられている。

　それに廃墟地区には、違法魔導具の取とり締しまりのために天伎家の魔法使いたちが巡じゆん回かいしてるはずだ。晴空と緋女乃が彼らに見つかったら、面倒なことになる。

「じゃあ、廃墟地区を遠くから見るのは駄目かな。ハルさまとこの話をするのは、あの場所が見えるところが一番ふさわしいと思うから」

「それくらいなら」

　緋女乃の言葉に、晴空はうなずいた。

「かなり遠くからになっちゃうけど、いいかな」

「廃墟地区を見ながら、ハルさまと二人ふたりで話ができれば、それでいいよ」

　緋女乃はそう言って、寂さびしそうに笑った。










「……あれが、廃墟地区」

　白いベンチに腰こし掛かけて、緋女乃はじっと打ち捨てられた町を見つめていた。

　ここは唯月市のショッピングモール。その中にあるファストフードの店だった。三階の一角が休きゆう憩けい所しよを兼かねた、屋根のないオープンカフェになっている。広いスペースに大きな日ひ傘がさがいくつも置かれていて、その下には座すわって食事ができるようにベンチがある。

　晴空たちがいるのは、オープンカフェの端はしにある席だった。

　――客は他ほかに三組。店員もいるし、大丈夫かな。

　昨日の今日だから、天伎家は愛菜が押さえている。

　それに、魔法使いは基本的に一般人を巻き込むような攻こう撃げきはしない。力はあっても少数派である魔法使いの処世術だけど、今はそれがありがたかった。

「廃墟地区にはなにもないよ、緋女乃。実験の跡あとだって残ってない」

　晴空はアイスコーヒーを飲みながらつぶやいた。

「わかるよ。でもね、ハルさま、あの場所から今の摩耶ははじまったんだ」

　緋女乃は氷が溶けきったジュースの容器を手に、振り返る。

　ここから見える廃墟地区は、作りかけで捨てられたジオラマのようだった。

　白、クリーム色、ピンク、グリーン――柔やわらかい色が並ぶ町中とは対照的に、グレーと黒のモノトーン。時折見える赤色や黄色はかすれて、汚よごれて、塗と料りようが剥はげて――かえって物悲しく見える。

「〈階梯の腕輪〉のことは、天伎愛菜に話してくれたよね？」

　緋女乃は膝ひざを揃そろえてベンチに座りなおし、晴空を見つめた。

　じりじりと降り注ぐ真夏の日差し。ときおり吹ふく風が、彼かの女じよの髪を巻き上げる。

「うん、伝えたよ」

　緋女乃の問いに、晴空はうなずいた。

「今は、残ざん骸がいとサンプルの調査をしてるはずだよ。緋女乃の情報が役に立ってると思う」

「お礼を言われることじゃないよ。あれは、摩耶の技術で作られたものなんだから」

　緋女乃は手のひらで胸を押さえ、淋さびしそうに目を伏ふせた。

「あんなもの、外に出だしちゃいけない。危険すぎるからボクの父さんが封ふう印いんするはずだったんだ。それを天伎の特区にばらまいてる奴がいるなんて……」

「わからないことがあるんだ、緋女乃」

　昨日から、ずっと気になっていた。

　緋女乃は〈階梯の腕輪〉が摩耶の技術で作られたものだって教えてくれた。それを天伎の特区に蔓まん延えんさせようとしている誰かがいるって。

　だけど、矛む盾じゆんする。

　摩耶は天伎に緋女乃を送り込んでいる。竜の〈裁定〉をすることで、竜の眷けん属ぞくと摩耶が同盟を結ぶために。だから緋女乃の胸には〈裁定者のクリスタル〉がある。総そう帥すいからの命令書だって、天伎夏なつ希きが確かく認にんしたはずだ。

「同盟を結ぶ相手の特区に、摩耶が違法魔導具をばらまくのはおかしいよな」

「そうだね……ハルさまの言うとおりだよ」

　緋女乃はジュースの容器を手に、うつむいた。

「ボクはハルさまに隠し事をしてた。怒ってる？」

「むっとはしてる。でも、僕ぼくは緋女乃を敵だとは思ってないよ」

「〈竜の裁定〉――これは本当のことだよ」

　緋女乃は胸のクリスタルを握りしめ、顔を上げた。

　別人のように真剣な顔で、晴空を見つめる。

「だけど、今の摩耶は二つの勢力に分かれているんだ」

「……二つの勢力？」

「天伎家もそうみたいだね。今の当主をあがめる人たちと、最強種を大切に思う人たちに分かれている。魔法使いはみんな、同じ道を歩むのかもしれないね」

「じゃあ、摩耶も総帥と、それ以外の勢力に分かれているってこと？」

「正確に言うと、摩耶の今の総帥に従う者たち――強きよう硬こう派はと、前の総帥の遺志を守る者たち――共存派に。ボクは前総帥の遺志を継ついだ共存派に頼たのまれて、ここに来たんだ」

　緋女乃はジュースの器を置いて、立ち上がった。

「竜の眷属を滅ぼそうとしている強硬派に対たい抗こうするために、ボクたち共存派は、ハルさまたちや天伎家との同盟を目指しているんだ」

　なるほど、と、晴空は思った。

　緋女乃の言う通りなら、すべてに納得がいく。

　摩耶には天伎家と敵対する勢力と、竜の眷属や天伎家と共存しようとしている勢力がある。違法魔導具を唯月市にばらまいているのは敵対する勢力で、緋女乃を派は遣けんしてきたのは共存を望む勢力、ということになる。

「だからボクは摩耶の意志の半分くらいしか代表してない。ハルさまに、嘘うそついてた」

「それは怒ってないけどさ」

　怒る気になれなかったのは、緋女乃の声が震ふるえていたからかもしれない。

「共存するつもりなら、〈裁定〉なんかいらなくないか？」

「うん……あのね、共存派も、やっぱりハルさまたちを怖がってるんだ」

　緋女乃は振り返り、少しだけ潤うるんだ目で晴空を見た。

「だって、最強種の天伎歌音を倒たおしちゃうんだもん。そして、摩耶はずっと神しん獣じゆうの敵だった。ハルさまたちが味方になってくれるかどうかわからないでしょ？　だから、ボクが来て、ハルさまが魔法使いと共存できる存在かどうか、確かめる必要があったんだよ」

「で、緋女乃はもう納得したの？」

「ボクはハルさまとも茉莉花ちゃんとも友だちになりたいと思ってる。でも、みんなを納得させるには、やっぱりこれが必要かな」

　緋女乃はちりん、と、胸の〈裁定者のクリスタル〉を鳴らした。

「ボクはどうしても竜の眷属を守りたかったんだ。共存派とハルさまたち、それに天伎が力を合わせれば、強硬派を止められる。あいつらは神獣の眷属の存在を認めないから」

「どうして、そこまでするんだよ」

　出会った時から不思議だった。

　目の前で裸はだかになったり、寝込みに乱入したり――恒夜に襲われた時も、必死に晴空をかばおうとしてた。

　いつだって捨て身で――まるで、神獣の味方をしてるみたいに。

「ボクの父さんが言ったから。『神獣をこの世界から駆く逐ちくしたのは間ま違ちがいだった』って」

「……神獣を駆逐したのが間違い……って」

　晴空に〈竜眼〉をくれた最後の竜は、とても優やさしかった。

　その血を引いた茉莉花は、人間が大好きだ。

　本当は、問答無用で神獣を滅ぼす必要なんかなかった。人間と神獣が話し合うことだってできたはずなのに。

「当たり前だよ、そんなの」

「うん。でも父さんたちは十年前までそれに気づかなかったんだ」

　緋女乃は細い腕を伸のばし、廃墟地区を指さした。

「〈上位者〉召喚実験の時、父さんもあそこにいたんだ。そして気づいたんだって。神獣を駆逐したのは間違いだったって。〈上位者〉とは、触れてはいけないものだったって」

〈上位者〉とは、数百年前、魔法使いに〈生命金属〉の生成方法を伝えたものたち。

　人間よりはるかに進化していて、生命を操あやつる魔法さえも知るという。

　魔法使いはいまだ知り得ない領域の魔法を知るために彼らを召喚しようとして、次元の扉とびらを開いた。けれど〈上位者〉は現れず、召喚実験は結局、別の次元を垣かい間ま見みてしまった人々をパニックに陥おとしいれただけだった。

「父さまはボクの兄、摩ま耶や透悟とうごを〈上位者〉の力で回復させるつもりで、彼を召喚実験の現場に連れてきた。透悟は生まれつきからだが弱くて、死にかけていたから。でも、〈上位者〉は現れなかった。だけど透悟の身体は回復したんだ」

「……どういうこと」

「最初は、父さまもわからないって言ってた。ボクたちは透悟が元気になっただけでよかったんだ。でもね、透悟はだんだん性格が変わっていったんだよ」

　元々は優しい性格だったのに、

　魔法の実験に没ぼつ頭とうするようになり――

　危険な魔導具に手を出すようになり――

　強力な魔法を使いこなし、人々を恐きよう怖ふで操るようになった――

「そこで父さまは気づいたんだ。〈上位者〉が透悟になにかをしたのかもしれない。神獣を滅ぼすべきではなかったかもしれないって。だから、透悟の双ふた子ごの妹のボクに全すべてを話して、神獣と魔法使いの架かけ橋はしになるように――」

「ちょっと待った。どうしてそこで神獣が出てくるんだ？」

　晴空は詰つめ寄よってくる緋女乃を押さえた。

　ムキになってたことに気づいたのか緋女乃は目を伏せて、晴空から数歩、離はなれた。

　それから意を決したように、クリスタルを握りしめてつぶやく。

「〈生命金属〉の生成方法を教える代わりに神獣を滅ぼす。それが四名家の先祖と〈上位者〉が交かわした契けい約やくだからだよ」

「――っ!?」

「三百年くらい前、魔法使いたちは生き延びるための力を求めていた。当時は中世の魔ま女じよ狩がりの時代を過ぎたあたりだったから。怯おびえてもしょうがないよね。だから錬れん金きん術じゆつを得意としていたカインズが中心になり、異世界からの召喚実験を行った」

　緋女乃は辛つらそうな表情のまま、言葉を続ける。

「そして〈上位者〉は四名家の先祖に言葉だけを伝えたんだって。〈生命金属〉の生成方法と、代だい償しようとしてこの世界から神獣を駆逐することの契約を。魔法使いは指示通りに〈生命金属〉を作り出した。それは強力だった――だから」

「その代わりに、神獣をこの世界から駆逐した」

　そこまで聞けば、話は簡単だ。〈生命金属〉が強力であればあるほど、四名家の先祖は契約に逆らえなくなる。それだけ強力なものを作り出す能力を持った〈上位者〉に逆らえば、なにが起こるかわからない。

　そうして、契約通りに戦いが起こり、神獣は滅ぼされた。

「摩耶はその条件を必死に守ってきたんだ。だから朱雀を滅ぼした。逆に、竜をあがめる天伎では忘れられてるみたいだね」

　緋女乃は語り続ける。

「召喚実験のあと、父さんはボクを最後の竜エリシアの下へ送り届けるはずだったんだ。そのためにボクに、神獣との架け橋になるための実験を施ほどこした。だけど、その後に兄の透悟が起こしたクーデターのせいで摩耶は大混乱になったんだ。事態が収しゆう拾しゆうするまで父さんはボクを眠ねむらせることにした」

　それは天伎から流れてきた技術だったという。

　隠された島に緋女乃を連れて行き、魔法で冷凍睡眠状態にした。

「そして、ボクが目を覚ましたら九年の時が流れていたんだ」

「九年!?」

　晴空は驚おどろきに目を見開いた。

　九年前――晴空が事故にあって、両親をなくした一年後。まだ晴空が六歳だった頃。

　その頃に緋女乃は、今の年ねん齢れいのまま眠りについた。

　目を覚ましたら、そのまま天伎の特区に送られ――竜の〈裁定〉をやらされて――

　晴空は思わず拳こぶしをベンチに叩たたきつけた。

　目の前で微笑ほほえむ緋女乃が、痛々しくて見ていられなかった。

「ボクのために怒ってくれるの？　ハルさま」

「当たり前だろ……いくら家のためだって、子供を実験台にした上に九年も眠らせるなんてむちゃくちゃだ！　友達も家族もみんな変わっちゃって、自分だけ取り残されるなんて――そんなひどい話があるかよ！」

「父さんを責めないで。これはたぶん、ボクのためでもあったんだよ……」

「……緋女乃は九年の間になにがあったのか知らないの？」

「わかるのは父さんもエリシアも死んでしまったことだけ。眠る前に父さんからはこの町に来るようにって命令書を貰ってたし、目を覚ましたら手はずが全て整えてあったから、その通りにしただけだよ」

　九年前、神獣との共存を望んだ摩耶の前総帥。

　神獣との架け橋になるための実験を受けた緋女乃。

　そして現在、天伎に違法魔導具をばらまき、三週間前は他の三名家同様に竜の眷属を滅ほろぼそうとした摩耶――つまり、

「〈裁定〉に影えい響きようがあるから、今まで言えなかったんだ。でも〈階梯の腕輪〉を誰かが唯月市にばらまいてるなら話は別だよ！　とにかく共存派と連れん絡らくを取って――」

「――緋女乃、ストップ」

　晴空は手を挙げて緋女乃の話をさえぎった。

　なにかが、おかしかった。

　静かすぎる。話に夢中になってまわりが見えていなかったせいかと思ったけど、違う。

　オープンカフェから、人の姿が消えていた。

　――神獣の話を聞かれた？　みんな怖がって……逃げた？

　だとしてもおかしい。まわりのベンチには、飲みかけのドリンクやハンバーガーがそのままになっている。店のカウンターには料理が載ったトレーがあり、客を呼び出すアラームがどこかで鳴っている。なのに、客も店員もいない。

　人ひと払ばらいの魔法が使われたわけじゃない。周囲に影響を及およぼすようなものなら、晴空たちも効果を受けるはずだ。それに、広こう範はん囲いの魔法なら〈竜眼〉に魔ま法ほう陣じんが映る。

　――それに、天伎家にこんな魔法はない。

　晴空の脳のう裏りに、危険信号が灯ともる。

〈階梯の腕輪〉を唯月市に蔓延させている奴がいる。

　そして天伎恒夜は、恐おそろしく目立つ場所に緋女乃を連れだし、〈階梯の腕輪〉を使った。

　もしも、その場を〈階梯の腕輪〉をばらまいている犯人が見ていたとしたら？

　犯人――強硬派の人間が、共存派の緋女乃をそのまま放っておくはずがない――！

「緋女乃！　いますぐここから離れよう！」

「待って。まだ話は終わってないんだ！　もうひとりの神獣の眷属のこと――摩耶が作り出した実験体のことを話してない！　ボクの中にある神獣の力のことを――」

　緋女乃が口を開いた瞬しゆん間かん――どこかで、風切り音がした。

　とっさに周囲を見回した晴空の〈竜眼〉に映ったのは、十を数える魔法陣。

　反射的に〈アッシュ〉を取り出す――引き金を引く――けれど、




　緋女乃に向かって降り注ぐ、十三本の黒い槍やりは、消しきれなかった。




　緋女乃の――華きや奢しやな身体から、真っ赤な血が噴き出した。

「――――――とう――ご？」

　振り向いた緋女乃の目から――光が消える。

　命中した槍は、五本。それだけで充じゆう分ぶんだった。

　心臓、そして両手両足を魔法の槍に貫つらぬかれた緋女乃は、折れた日傘と、ベンチと――服を真っ赤な血に染め、その動きを止めた。










「緋女…………乃？」

　槍が消え、緋女乃の身体が、どさり、と、コンクリートの地面に崩れ落ちた。

　致ち命めい傷しようだった。

　広がっていく血だまりは、まるで彼女の生命がしぼりだされていくかのよう。

　うつぶせに倒れた緋女乃の身体は、もう身動きひとつしない。

「な、なんで――緋女乃！　緋女乃――――――――――っ!!」

「喋しやべりすぎだ。実験体が」

　聞こえた声に振り返る。反射的にアッシュを撃うつ。銃じゆう弾だんが空を切る。

〈竜眼〉の視線の先――声の主はいない。映ったのは消えかけの魔法陣。読み取る――空間転移の魔法。転移先へ銃じゆうを向ける。

　真しん紅くの衣ころもをまとった少年が、カフェの中央に立っていた。幅はば広ひろの袖そでに覆おおわれた手に、黄金の〈杖つえ〉を握っている。襟えりや袖に金糸が施された長衣は、不気味なくらい真昼のカフェにはそぐわなかった。

「いい反応だ。さすが竜りゆう王おうってところか」

　少年は鋭するどい目で晴空を見ながら、嘲あざけるように唇くちびるを歪ゆがめた。

「誰だ……お前は」

　喉のどがからからに渇かわいていた。こんなのははじめてだった。

「天伎の魔法使いじゃないな――摩耶か。転移魔法を人払いに使ったのか」

　空間転移の魔法は、晴空も魔法書でしか見たことがない。座標計算が複雑すぎて、天伎では実用化されなかったものだ。けれど、目の前の少年はそれを使いこなしている。周囲から人が消えたのも、その転移魔法が使われたのだろう。客も、店員も、おそらくは本人さえ気づかないうちに別の場所に移動させられた――。

　怒りが充じゆう満まんした頭の片かた隅すみで分析を終わらせる。

　薄うす笑わらいを浮うかべる少年の眉み間けんに、晴空は〈アッシュ〉の照準を合わせる。

「質問に答えろ。緋女乃を殺したのはお前か!?」

「どう答えればいいんだろうな」

　銃じゆう声せい。

　中ちゆう途と半はん端ぱな回答に、晴空は迷わず引き金を引いた。

　銀色の銃弾が、相手が傾かたむけた首をかすめて過ぎる。

　怒りで目の前が真まっ赤かになっていた。頭の中に浮かぶ言葉はひとつだけ。

『友達を殺した奴やつを殺す』それだけだ。

「摩耶は人体改造を行い、身体能力を高める一族。銃弾なんか止まって見える」

　芝しば居いがかった動作で肩かたをすくめる少年。晴空は改めて相手の姿を確認する。

　少年が身に纏まとっているのは真紅のローブ。左手には巨きよ大だいな杖。屋上の鉄てつ柵さくに寄りかかり、漆しつ黒こくの目を細めて晴空を見ている。うっとうしそうにかきむしっているのは、緋女乃と同じ藍あい色いろの髪かみ。
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　面おも影かげがあった。

　まるで緋女乃が男の子だったら――もう少し年上だったら――こんな姿に。

「まさか、摩耶透悟――摩耶の総帥か」

「ご明察。そして、緋女乃そいつの双子の兄でもある」

「どうして!?」

　晴空は叫さけんだ。

「緋女乃の兄さんがどうして緋女乃を殺した!?　家族がなんで妹を殺すんだよ!?」

「総帥の仕事のついでに見つけた実験体を回収してなにが悪い？　それに――俺はそいつを殺してなんかいない」

　透悟は馬ば鹿かにしたように、鼻を鳴らした。

「まだ聞いていないのか竜王。そいつが何者なのかを」

　透悟がそう言った、瞬間。

　晴空のすぐ側そばに炎ほのおの柱が生まれた。

「――緋女乃――？」

　真紅の、まるで光をより集めたような、綺き麗れいな炎が、緋女乃を中心にして燃え上がる。

　火か炎えんが――槍に貫かれた緋女乃の身体に触ふれると――傷口が消えた。

　コンクリートに広がった血だまり、血を吸い込んだ服――それさえも焼やき尽つくして、炎は広がっていく。

　なにもまとわない緋女乃の綺麗な身体があらわになる。その傷口を炎が舐なめていく――癒いやしていく。傷ひとつない、無む垢くなるかたちへと。

　身体を覆うものの存在は一いつ切さい許さない。不死なるものの身体を隠すのは無ぶ粋すい。まるでそう言いたいかのように、炎は最後に残った〈裁定者のクリスタル〉に絡からみつく。

　そして、ぱりん、という音とともに〈裁定者のクリスタル〉が砕くだけた。

　わずか数十秒。

　炎が消えたあと、緋女乃の身体は完全に再生していた。

　――ボクの中にある神獣の力――って、緋女乃は言ってた。

　晴空は反射的にシャツを脱ぬぎ、素す裸はだかの緋女乃にかぶせた。

　それから彼女の身体を抱き上げ、呼吸していることを確かめる。

　――南の摩耶。緋女乃が言っていた、摩耶の領地に住んでいた神獣――

　朱す雀ざく――鳳ほう凰おう、フェニックスと同一視される、不死の鳥。

　決して死ぬことはなく、炎の中で再生を続ける――けれど摩耶によってバラバラに切り刻まれ、封印された神獣。

「まさか、緋女乃の中にあるのは、朱雀の力か!?」

　致命傷さえも即時再生してしまう力。そんなものは朱雀の能力以外にない。

〈竜眼〉では見抜けなかった。朱雀の力は、竜の力と同種のものだ。それが緋女乃と完全に融合してしまっているとしたら――同じ神獣の力である〈竜眼〉には映らない。

「ご明察だよ、竜王」

　楽しそうな表情で、透悟が晴空たちを見ていた。

「朱雀は死なない。だから摩耶は朱雀を限界まで切り刻み、再生能力のコアを捜し出して封印した。それを人の身体に宿そうと考えたのが、うちの親おや父じさまさ」

「神獣を殺した側の人間が？」

「摩耶が朱雀を殺したのは百年前の話さ。親父さまは俺おれを見て『間違いに気づいた』とか言ってたけどな。まあ、気が変わったんだろうよ。それより、竜王」

　透悟は晴空に向かって顎あごをしゃくった。

「そいつを渡せ。そうすればお前はまだ殺さない」

「ふざけるな」

　晴空はぐったりした緋女乃を抱きながら、答えた。

　緋女乃の身体は文字通り炎のように熱い。目を閉じたまま、苦しそうな呼吸を繰り返している。まだ意識は戻もどっていない。ときどき、無意識に傷があった場所をかきむしろうとしている。

　不死に近い再生能力を与あたえられたといっても、朱雀そのものになっているわけじゃない。

　痛みだって存在する。緋女乃はむりやり後天的に再生能力を植え付けられただけだ。

「自分の妹を串くし刺ざしにするような奴に、緋女乃を渡すもんか」

「勘かん違ちがいすんなよ。そいつはお前のように神獣から能力を授さずけられたわけじゃない。うちの親父さまが朱雀の残りカスを実験的に埋め込んだら再生能力を得た、そんだけだ。結局は神獣を利用してる。だったら、お前にとっても敵じゃねぇのか？」

「緋女乃は、僕たちをわかろうとしてくれた」

　竜の眷属を知りたいって言って、ここまで来た。

　共存するために、文字通り裸になって、晴空たちのことを知ろうとした。

「緋女乃がどんな生まれなのかなんて関係ない！　僕んちは竜の特区だ。共存したいって言って来て、竜の眷属がそれを認めたなら、そいつは神獣の仲間だ!!」

「くだらねぇな!!」

　透悟が〈杖〉を振った。

　真紅のローブをまとった身体が浮き上がり、彼かれの周囲に十数個の魔法陣が生まれる。

　反射的に晴空はアッシュを連射――〈杖〉に三発、本体に五発。透悟は手首を返す。右手で腰こしに提さげた大た刀ちを引ひき抜ぬく。振り抜く。それだけだった。

〈アッシュ〉の銃弾は両断され、弾はじかれ、砕かれた。

「魔ま法ほう剣けん――いや、鉄製の剣か」

「〈アッシュ〉相手に魔導具を使う奴はいねぇよ。摩耶は身体強化を扱あつかう名家って言っただろうが！　俺を殺したければ、光速の銃弾でも持って来やがれ!!」

　空中の魔法陣が真紅の槍を生み出す。晴空の〈竜眼〉が軌き道どうを読み取る。同時にリロードしたアッシュを発射。安全地帯を探す。緋女乃を抱いてコンクリートの地面を転がる。十数個の魔法陣のリードを完かん了りよう。真紅の槍が降り注ぐ。攻撃用の魔法陣は十一。残り二つは空間転移用の魔法陣。つまり、槍はすべてブラフ。敵の目的は――

「――ちっ!!」

　晴空は転がりながら〈アッシュ〉を両手で握り、空中に向かって突き出した。

　が、ぎんっ

　空間転移した透悟が振り下ろした大刀を、銀色の拳けん銃じゆうが受け止めた。

「……へぇ、やるじゃねぇか」

「小さい頃ころは天伎にいたからな。戦闘訓練くらいは受けてる」

「それがどうした!?　天伎が摩耶と格かく闘とうして勝てるかよ!?」

　大刀を手に透悟が頬ほおをゆがめ、笑う。

「どうせ神獣は滅ぼす方針だ。ここで死ね、絶ぜつ滅めつ種しゆ」

「お前は誰だ？」

「はぁ!?」

「質問を変える。お前は何だ？」

　晴空の問いに、透悟が唇をゆがめて笑う。表情にあわせて、彼の身体を巡る魔ま力りよくの流れ――魔力系が鼓こ動どうする。異常なくらい肥大化した、その流れが。

　魔ま法ほう使つかいの魔力系は、血管のように身体を流れている。

　けれど、透悟の魔力系は違ちがう。

　魔力系が身体の外にある。魔力でできた赤黒い翼つばさのようなものが背中に張り付いていて、そこから無数の触しよく手しゆが伸び、透悟の身体に絡みついている。翼には真紅の眼球。〈階梯の腕輪〉のコアに似ている。それがぐるぐると回転しながら、晴空を見ている。

　まるで、魔力系それ自体が生きているかのように。

「こんな魔法使いがいるはずがない！　お前は何だ！　摩耶透悟!!」

「答える必要はねぇよ、絶滅種！」

　ぎぎ、と、アッシュが異音を発した。

　透悟の大刀が、少しずつ押し込まれて行く。身体改造された透悟と晴空では、肉体的な力に差がありすぎた。押さえきれない。光こう沢たくを放つ刃やいばが、ゆっくりと近づいてくる。緋女乃を背中にかばいながら大刀を受け止めている、晴空の喉のど元もとに。

「神獣は根絶する。細さい胞ぼうの一片すら残さない。死ね、竜王」

「他人の特区で余よ裕ゆうぶっこいてるんじゃないわよ！　天伎をなめるなぁ!!」

　響き渡る声に、一いつ瞬しゆん、透悟の力がゆるむ。晴空はその隙すきにアッシュを握りしめて彼を押し返す。力不足。ほんのわずかの隙すき間まができただけ。それでも、二人は少しだけ離れた。

　愛菜の魔法が、透悟をピンポイントで狙える程度には。

「発動〈煉獄の釘バインド・ネイル〉!!」

　光の釘が、真横から透悟に向かって降り注ぐ。舌打ちして飛とび退すさる透悟。魔ま力りよく障しよう壁へきを展開。光の釘を払い落とす。

　やっと開けた視界の中。晴空に見えたのは、茉莉花を抱かかえて宙に浮かぶ愛菜の姿だった。

「塵と化し灰にアツシユ・トウ・ア――」

「遅ぇ！」

　透悟の左ひだり腕うでが一いつ閃せん。魔力障壁を狙ったアッシュの銃弾を断たち切きる。

　だけど、本命はこっちだ。

「竜王の名において命ずる。我わが配下、竜胆茉莉花、覚かく醒せいを許す!!」

「まつりか――――さいくろ――ん、あた――――っく!!」

　茉莉花の合図で、愛菜が空中に防ぼう護ご壁へき――魔力障壁を展開。茉莉花が愛菜の手を放し、その障壁を足場にして跳とんだ。覚醒した竜の脚きやく力りよくで、地上にいる透悟に向かって。

「でえええええええええやああああああああああっ!!」

「お次は竜の末まつ裔えいかよ！」

　透悟が飛とび退のく。コンクリートの地面に亀き裂れつが走る。飛び散る破は片へんを透悟が剣で弾く。磨き抜かれた鉄製の剣に、茉莉花の髪が映る。彼女の爪つま先さきが透悟の剣に触れる――めり込む――へし折る！

「そんななまくらで竜の鱗うろこは貫けないです！」

　繰り出される茉莉花の蹴けりを、透悟が身体を逸そらして避よける。一いち撃げき――二撃。魔法を発動する間を与えない茉莉花の連続攻撃。透悟が目を細める。余裕が消えた――いや、違う。

　――笑ってる？

「とどめ、ですっ！」

　透悟をテラスの端に追い詰めた茉莉花が、彼の顎めがけて拳を突き出す。

「――ふっ」

　そのタイミングに合わせて透悟が地を蹴る。

　茉莉花の手を踏ふみ台だいに――覚醒茉莉花が繰り出す拳の勢いを利用して空中へと舞い上がる。さらに右手の〈杖〉を振り、飛行魔法を展開。高速で空中へと回かい避ひ。

「か、覚醒茉莉花の攻撃が見切られましたですか――？」

　茉莉花は拳を突き出した格好のまま、呆ぼう然ぜんとしていた。

　覚醒茉莉花の反応速度と筋力はカインズの使い魔を圧あつ倒とうし、最強種の歌音でさえその攻撃を避けることができなかった。それを摩耶透悟はあっさりといなした。

「覚醒した竜の反応速度を超こえるってのか、あいつは」

　赤黒い翼のような魔力が、晴空の〈竜眼〉に映る。どくん、と左の眼球が鼓動する。

　小さな熱が、エリシアにもらった眼球を駆かけ巡めぐる。

　まるで〈竜眼〉が目の前の少年を嫌きらっているかのように。

「だいじょぶでしたか兄さま――っ！」

　不意に、真横から弾だん丸がんみたいな勢いで茉莉花が飛びついてきた。

「痛いとこないですか!?　どうして緋女乃さんがすっぱだかなんですか二人でなにを確かめ合ってたんですかああっ!?」

「お、落ち着け茉莉花！」

「落ち着いてなんかいられないです！　茉莉花が勉強してたら愛菜さんが飛び込んで来て、兄さまたちをガードしてた天伎のひとたちから報告があったってそれで――」

「遠くで護衛のために控ひかえてただけよ。見張ってたわけじゃないわ」

　と、とん、と、愛菜が晴空の隣となりに着地する。

　緋女乃を抱だいた晴空を見て、なんとなくため息をついてから、空を見上げる。

　魔ま法ほうで空中に避ひ難なんした、摩耶透悟の姿を。

「あれ、誰だれ？」

「摩耶透悟。緋女乃の兄さん。緋女乃と僕を殺しに来た」

「わかった。じゃあ、あたしの敵ね」

　愛菜はまっすく、空中の透悟に〈杖〉を向けた。

「話を聞く気はねぇってか？　〈光子のフオトン・魔姫プリンセス〉」

「物事はシンプルが一番なのよ。あんたは晴空を殺そうとした。天伎が受け入れた島しま神がみ緋女乃に危害を加えた。あたしにとってはそれだけで十分」

「天伎家は、古いにしえの契約を忘れたのか？」

「契約？　なによそれ」

「〈上位者〉が魔法使いに〈生命金属〉を与えたのは、神獣を根絶することと引き替えだったってことだよ」

「ふーん」

　愛菜は興味なさそうに肩をすくめた。

「知らない。天伎はきっと、そんな契約はとっくに破は棄きしたのよ」

　愛菜は迷いのかけらもなく、宣言した。

「あたしには大切なものがある。そのためなら〈生命金属〉なんか捨てたって構わない。昔ながらののんびり呪じゆ文もんを詠えい唱しようしてた魔法使いに戻るだけ。それでいいの」

「正気かよ!?　その飛行能力も、光をあやつる力もいらねぇってのか!?」

「うん。いらない」

　愛菜は、この場にはそぐわないくらい無む邪じや気きな顔で、笑った。

「昔、あたしのために力を手放したやつがいたんだもん。それがばかばかしい『呪のろい』なんて勘違いだったとしてもね。同じことが、あたしにできないわけないじゃない」

「理解……した」

　透悟の口調が、変わった。

　声から感情が消える。まるで機械で合成されたような、無機質な声に。

「天伎は〈上位者我ら〉との契約を破棄。よって、駆逐すべきか検討。神獣の根絶をもって天伎の選せん択たくを試験す。すべての〈階梯の腕輪〉を掌しよう握あく」

「……なんだ、あれ」

　晴空の〈竜眼〉に映る透悟の魔力系が、巨きよ大だい化かしていく。

　触手のように絡みついた魔力系が翼のような形状に変わる。

　その八枚の翼の先せん端たんには――八つの〈魔法陣〉。

「させるかぁっ！　くらいなさい〈神罰パニツシユメント〉!!」

　愛菜の〈杖〉から極ごく太ぶとの光線がほとばしった。

　透悟の目の前に別の〈魔法陣〉が生まれる。

　防ぼう御ぎよ魔ま法ほうかと思った――けど、違う。魔法陣は愛菜の光線をそのまま吸い込み――

「愛菜だめだ！　魔法が撃ち返される!!」

　晴空が振り返る。三人の真後ろに発生した魔法陣――そこから、愛菜自身が生み出した光線が、晴空たちに向かってほとばしる！

「な、なんで!?」

「――っ!!　灰に還かえれ――っ!!」

　アッシュが吐き出した銃弾が、目の前に迫せまっていた〈神罰〉の光線を打ち消した。

「転移魔法だ。魔法陣で〈神罰〉そのものを空間転移させてる」

　冗じよう談だんみたいな能力だった。

　愛菜が発した魔法のエネルギーをまったく減げん衰すいさせずに別の場所に転移させている。愛菜が前に向かって撃った魔法を、そのまま愛菜の真後ろに移動させた。結果、こっちは愛菜の魔法を背後から受けることになった。

「……そんなことができるのか、あいつは……」

　晴空は頭上に浮かぶ摩耶透悟を見上げた。

「天伎に制裁を加える。否と言うなら、自らの手で神獣を差し出せ。〈血をもちて目覚めよ。階梯の腕輪〉」

　枝のように伸びる透悟の魔力系。その先端で回っていた魔法陣が、弾ける。

「期限は今夜十二時。廃はい墟きよ地区の中心、グラウンドゼロで待つ。竜を縛しばり、届けよ」

　透悟の姿が、薄れて行く。転移魔法の再発動。

　地上にいる晴空たち四人を見下ろし、笑う。

「――お前は何だ？」

　晴空は再び問いかける。魔力の翼を広げた、人の姿をした異形のものに。

「神獣の眷けん属ぞくを根絶するのは本当に摩耶の意思か？　その魔力系の正体はなんだ!?　お前は本当に魔法使いなのか!?」

　透悟は言った。我らとの契約、と。

　我ら――それが魔法使いに〈生命金属〉を与えたものだとするなら。

　あの、翼のような魔力系を作り出しているものが、透悟の中にいるとするなら、それは、

『我を〈セフィラ〉と呼ぶがいい』

　かすかに唇を動かして、透悟はつぶやく。

『神獣は神の名を騙かたる異形の獣けもの。また、汝なんじ等らのごとき融合体は人と魔法使いの進化の道を歪める。故に滅ぼす。魔法使いが目指す、神のごとき進化の道を歪める獣を』

　そして、透悟の姿が――消えた。

　直後、町の中心で爆炎が発生した。

「……な、なに!?」

　愛菜がオープンカフェの端はしに駆け寄る。

　爆ばく音おんで地面が揺ゆれる。晴空と愛菜の視界の中で、次々と町に火の手が上がっていく。

「な、なんなのよこれ！　摩耶の魔法!?」

「違う――これは」

　魔力の光が見えた。それと火柱が上がっている場所にある、巨大な〈杖〉が。

　そこからでたらめに魔法が発射され、店を、車を、家を破は壊かいしている。

「摩耶透悟は言ってた――〈階梯の腕輪〉を掌握って。もしも、あいつがあの違法魔導具を作った奴だとして、それを使う人間を自由にコントロールできる仕し掛かけを組み込んでたとしたら……？」

「冗談じゃないわよ」

　愛菜の顔から、血の気が引いた。

「あいつはそれを見み越こして、あの違法魔導具をばらまいてたってこと？」

「……これって、茉莉花のせいなんですか？　兄さま」

　茉莉花は震ふるえる声でつぶやいた。

「魔法使いさんが〈生命金属〉をもらう代わりに神しん獣じゆうを滅ぼすって約束してたのに、天伎の人たちがそれを破って――茉莉花を受け入れてくれたから――だから、神様みたいな人が怒ったんですか!?」

「違う。絶対に違う！　誰かを犠ぎ牲せいにした契約なんかあるもんか！」

　晴空は自分が震えているのに気づいた。

　勝てるだろうか。摩耶透悟に。

　空間を自在に操り、都市に影響を与えるほどの魔力を持つ、あの〈上位者〉に。







第五章　天あま伎き崩ほう壊かい







　病院のベッドで彼は目を覚ました。

　虚うつろな目を開き、薄うす暗ぐらい病室を見回す。

　頭の中が真っ白だった。廃墟地区で違法魔導具の取引をしていたことも、愛菜と戦い、魔導具の暴走で自じ滅めつしたことも覚えていない。

　ただ身体からだの中を、不思議な熱が駆け巡っていた。

　やがて、それが真紅の眼球となって手のひらに浮かび上がる。

　眼球は光の螺ら旋せんを描えがき〈杖〉を作り出した。

「お前は〈上位者セフイラ〉に認められた、上位の魔法使いである。さあ、その力を振るえ」

　直後、彼の中で、声が響き渡る。

　病室の壁かべが吹き飛び、彼は〈杖〉を手に飛び立った。




　誰かの自宅で。アパートで。寮りようの個室で。

　ショッピングモールで。魔法実験中の廃墟地区で。

「力」を求めた魔法使いたちが手を伸のばした〈階梯の腕輪チエンジリング〉は暴走をはじめ、彼らの精神を乗っ取っていく。周囲に向けてその力を誇こ示じするように、破壊の力をふるいはじめる。

　同時に、廃墟地区に陣じん取どった摩ま耶や透悟とうごから、唯ゆい月づき市全域にメッセージが発せられた。




『天伎家は古の契約に則のつとり、葛かつら木ぎ晴はる空あき、竜りん胆どう茉まつ莉り花か、島しま神がみ緋ひ女め乃のを拘こう束そくし、差し出せ。

　さもなくば〈階梯の腕輪〉に支配された魔法使いたちと自らの力をもって、唯月市すべてを廃墟地区に変える』

　――と。










　緋女乃は、夢を見ていた。

　昔の夢だ。眠っていた九年間、ずっと見続けていた、記き憶おくから紡つむがれる夢。

　――ああ、ここは、ボクたちの島だ。

　摩耶マーヤーの特区である、南の海に浮かぶ群島。

　その一番大きな島で、総そう帥すいの血を引く緋女乃たちは暮らしていた。

「摩耶も終わりだな」

「総帥の子供の一人ひとりは虚弱体質、一人は魔力系を持たずに生まれてきたのですから」

「人体改造を繰り返してきた代償としては、あまりにも残ざん酷こくな……」

　摩耶がはるか昔から繰り返してきた人体改造。古くは薬物や鉱石・水銀を、ここ最近は〈生命金属〉を使って行われてきた。

　それらは摩耶の一族の魔力と肉体を強くした。他ほかの名家を上回るほどに。

　代わりに、摩耶の生命力は弱くなった。寿じゆ命みようが短くなり、子孫を残す力も衰おとろえた。

　そしてついに、総帥の一族にさえ影響がではじめた。

　魔力系を持たずに生まれてきた少女、緋女乃。

　強力な魔力系を持つものの、生まれつき身体が弱く、三歳まで生きられないと言われた命をなんとかつないで来た、緋女乃の双ふた子ごの兄、透悟。

「総帥の子供があの有様では……われわれはどうすればいいのだ」

　緋女乃が彼らの言葉の意味を知ってからは、兄の病室にいることが多くなった。

　透悟がいる小さな病室だけが、二人ふたりの「弱さ」を受け入れてくれたから。

「お前はもっと外に出たほうがいいよ、緋女乃」

　透悟はいつも、そう言っていた。

　彼がいる病室の窓まど際ぎわには、毎日たくさんの鳥が集まっていた。身体が弱くても、窓までなら歩いてゆける。南の海をわたる極ごく彩さい色しきの鳥たちに餌えさをあげるのが、透悟の日課だった。鳥たちも透悟によくなついていた。

「魔法使いは恐こわいんだもん。透悟」

「総帥の娘むすめの言うことじゃないよ」

「ねぇ透悟、神獣って、もうどこにもいないの？」

　窓際に集まる鳥たちの王たる神獣が、かつて島の領域に住んでいたという。

　どんな鳥だったのか想像する度に、緋女乃の胸は、きゅん、となる。

「どうして滅びちゃったのかなぁ。恐い魔法使いよりも、ずっと好きになれそうなのに」

「それも総帥の娘のセリフじゃないよ」

「だって、みんなボクや透悟をバカにするんだよ？　いいじゃない、ちょっとぐらい弱くたって、魔力系がなくたって。誰が困るっていうの？」

「仕方がないよ、俺たちは進化の階かい梯ていを登れないんだから」

　鳥に餌をやっていた透悟が、壁に据え付けられた手すりにつかまりながら歩き出す。

「魔法使いは神を目指す人間の進化形。不適合者に価値はないからね。でも、緋女乃は気にすることないよ。お前は人間としても生きていける。俺は――」

　ベッドへのほんの短い距きよ離り。透悟はゆっくりと、それでも荒あらい息をつきながら、ようやくベッドへと戻った。上手く動かない自分の身体に苛いら立だつように、シーツを握にぎりしめる。

「そういえば、もうすぐ儀ぎ式しきがあるらしいよ？」

「儀式って？」

「かつて〈生命金属〉を魔法使いに与えてくれた〈上位者セフイラ〉と再びコンタクトするための儀式。今度は言葉だけじゃなくて、〈上位者〉本体を呼び出す大掛かりな儀式になるって父上は言っていた。〈上位者〉は生命の神秘について詳くわしいから、もしかしたら……」

「透悟が元気になるの!?」

　緋女乃の顔が笑え顔がおになる。ここが病室だということも忘れて「ひゃっほーい」と腕うでを振り上げてジャンプ。それを見ていた透悟は、ベッドの上で苦笑いを浮かべた。

「あんまり期待しすぎたら駄だ目めだよ。なにが起こるかわからないんだから」

「透悟が元気になるならなんでもいいよ、ボクは！」

　緋女乃は透悟の――男の子とは思えないほど、細く、冷たい手のひらを握った。

「元気になったら、神獣の遺跡めぐりをしようよ透悟！」

「お前は本当に神獣が好きだね、緋女乃」

「ボクは神獣萌もえだもん。古来、神獣は人をお嫁さんにするためにさらったりしてたんだよね？　だったら、ボクがさらわれてあげてもいいのに」

「お前をさらったら毎日がお祭り騒ぎだよ。それに生き残った最後の神獣は、女性体だ」

「ねぇねぇ、透悟は元気になったら、どうする――」

　言いかけて、不意に緋女乃は言葉を切った。

　うつむいた兄の目が、深い闇をたたえているように見えたから。

「うん、俺はみんなを喜ばせてあげたい」

　気のせいだったかもしれない。

　顔をあげた透悟は、いつも見せるはかなげな笑顔だったから。

「みんなが知りたがる進化の道を示してあげたい。それが摩耶のみんなの望みだから」

　そんな話をしたのは十年前のことだった。

　数日後、透悟は父とともに天伎の特区へと旅立った。

〈上位者〉に、彼の身体を癒す魔法を教えてもらうために。










「これで、お前は朱雀の力を使えるようになった」

　その数週間後、今度は緋女乃に対して儀式が執り行われた。

　摩耶の秘宝である『朱雀の再生能力の象しよう徴ちようたる羽』を、緋女乃に植え付ける儀式が。

「これは魔力系を持たないお前にしか適合しなかった。お前は不死となったはずだが、その力を試そうとは思わないで欲しい」

「そんなことはどうでもいいの、父さん」

　摩耶の総そう帥すいが住まう館。その地下道の奥おくにある、隠し部屋。

　天てん井じように無数の魔ま法ほう陣じんが描かれた実験室のベッドで、緋女乃は身体を起こした。

　ベッドの下に置いてあった薄い衣を取り、身体に巻きつける。

　手足は動く。五感も普ふ通つうに働いている。服の隙間から見える自分の身体は、以前となにも変わっていない。傷ひとつない無む垢くな身体。朱雀の再生能力を植え付けられたと言われても、実感なんかない。そんなことより、緋女乃には気になることがあった。

「透悟は元気になったんでしょ？　どうして会わせてくれないの？」

　召喚実験からしばらくして、総帥と透悟は摩耶の特区に戻ってきた。

　その直後だ。父である総帥から、朱雀の実験体となるようにと命じられたのは。

　緋女乃は透悟に会うこともできずに地下室に連れてこられた。数ヶ月の間、儀式と実験を繰り返した。外に出ることさえ許されなかった。

「ボクの実験が終わったのなら、透悟に会わせて、父さん」

「……すまない。緋女乃」

　魔道書が並ぶ書棚の前で、摩耶総帥はがくり、と膝ひざをついた。

「我々は間ま違ちがっていた。〈上位者〉は我々が考えているようなものではなかった」

「……なにがあったの、父さん」

「緋女乃、お前は天伎の特区へ行き、最後の竜に会え」

　摩耶総帥は振り返り、緋女乃を見た。

　白い髪。こけた頬。右目には眼帯が当てられている。両りよう腕うでは銀色の義手だ。魔力の伝達速度を上げるため、内部には〈生命金属〉が組み込まれている。摩耶の人体改造の最高傑作と呼ばれる男性が――泣いていた。

「これから摩耶は荒れるだろう。落ち着くまで時を待て。お前は人間と神獣の細胞を融合させた唯一のもの。人間と魔法使い、神獣の架かけ橋はしとなるものだ。エリシア＝アースドラグに会い、彼かの女じよの従者として生き、未来に血を残せ」

「父さん……なに言ってるの、父さん！」

「神獣を滅ほろぼしてはいけなかった。我々はだまされていたのだ」

　そう言って摩耶総帥は緋女乃に、総帥直筆の命令書と、一通の手紙を手渡した。

　総帥の右手で〈杖つえ〉が光った。

　実験室の壁が開き、数名の魔法使いが入ってくる。

「緋女乃を頼む。事態が落ち着くまで、眠ねむらせるように」

「わかりました。こちらへ」

「ここはもう見つかった。まもなく透悟が来る」

　まるで夢の中のできごとのように、すべてが、緋女乃を置き去りに進んでいく。

　素裸に薄い衣ころもをまとった姿のまま、腕を引かれ。

　父に別れを告げるまもなく、隠された通路へ。

　振り返ると、部屋のドアが壊され、透悟が入ってくるのが見えた。

　――あれは透悟だったのかな。

　元気そうだった。赤い長衣をまとって、自分の足で堂々と歩き、右手には大きなリングを装着した〈杖〉を持って。

　笑ったんだ。緋女乃を見て。

「やあ、捜したよ、緋女乃。ほら、友達を連れて来たよ」

　そう言った透悟が握っていたのは、細い鎖くさり。

　繋がれていたのは、極彩色の鳥たち。

　首に鎖を巻きつけられ、目玉を白く濁にごして、元の色がわからないくらい血にまみれた。

「もうお前の中に鳥はいるのかい？」

「行け！　〈階梯の腕輪〉は私が封ふうじる！　緋女乃に今の透悟を見せるな！」

　父親の絶ぜつ叫きようが響いた。

　それからのことは、よく覚えていない。

　隠し通路から港へ行き、船に乗せられた。摩耶の領内にある小さな島へ着くと、また、別の地下室へ。

　ここはいざという時のシェルターとして準備されたもの。総帥はいずれ迎むかえに来ます。それまで眠っていてください。この眠りの技術は天伎の当主が使っているものだから安全。眠りの間、緋女乃さまの時は止まる。摩耶はこれから荒れるでしょう。落ち着くまで、天伎の特区へは行けない。どうか信じて――時を待って――

　そう説明してくれた摩耶の少女も、自分の言葉を信じていたのだろう。

　まさか、その後、摩耶の動乱が数年間続き――

　事情を知っているものが、ほとんど死に絶え――




　緋女乃が目覚めるまで、九年の月日が流れるとは、誰も思っていなかったのだろう。




　――なにもかも、ボクを置き去りにしていく。

　緋女乃が目覚めたとき、すべては終わっていた。

　総帥だった父は死に、会うはずだったエリシア＝アースドラグもいなくなっていた。

　天伎家の特区では竜と人間のハーフの少女が現れ、〈竜眼〉を持つ少年が竜りゆう王おうとなった。

　人工的に神獣と合成された緋女乃は、いらない型落ち品になった。

「緋女乃さま。我々は怖こわいのです」

　緋女乃を目覚めさせた、摩耶の「共存派」たちはそう言った。

　天伎の最強種を圧倒する竜王、それと天伎と同盟を結べば、透悟の支配から逃れられるかもしれない。今の摩耶は人体を極限まで改造した――人のかたちさえ捨てかねない、異常な状態が続いている。逆らうものは〈階梯の腕輪〉で透悟の道具にされる。

　けれど、竜王が味方になってくれるかどうかわからない。

　竜をあがめてきた天伎とは違う。摩耶は神獣を殺しすぎた。

　だから〈裁定者のクリスタル〉で試してください。魔力を封じられた魔法使いとして竜王に会い、彼が味方かどうか確かめて。

　――本当は、ボクは眠ったままでもよかったんだ。

　唯月市に来たのは、竜の眷属に会いたかっただけ。

　作り物の自分とは違う、純じゆん粋すい種しゆの神獣の眷属がどれだけ気高く、気品があって、猛たけ々だけしいものか見たかった。いっそ、自分を喰くらって欲しかった。

　魔法使いに神獣を滅ぼされ、その残ざん骸がいをおもちゃにされた彼らには、その資格があると思ったから。

　――だけどハルさまたちは、ボクが思ってたのとは少し違ってた。

　ぶっきらぼうだけど、優やさしかった。

　朝、起こしに行っただけでどぎまぎしてた。緋女乃が作った冗談みたいなトラップに付き合ってくれた。ご飯を一いつ緒しよに食べてくれた。美味おいしいって言ってくれた。彼らのおかげで生まれてはじめて学校にも行けた。

　最強種の天伎歌か音のんを倒たおすくらい強いくせに、ちっとも偉そうじゃなかった。当たり前で、普通で、人間の隣人であろうとして、勉強して、笑って――

　強くて――迷わない。

　――ボクを――普通の――人間の友だちみたいに――

　だから、その手をつかんでしまった。

　魔法使いは神獣を滅ぼしたものたち。自分はその一族の総帥が作った実験体。

　竜の眷属の仲間にはなれない。せいぜい従者スレイブがいいところなのに。




　緋女乃はうっすらと、目を開けた。

「ハルさま」の顔が見えたから、手を伸ばした。




「……気がついた？　緋女乃」

「ハルさま……」

　消毒薬のにおいがした。身体の下には固いベッド。身体にかかっているのは薄い毛布。

　目の前に晴空の顔がある。隣には茉莉花がいる。ベッドの横にある椅い子すに座すわっているのは、天伎愛あい菜なだ。みんなそろっている。

「ここは？」

「時とき軸じく学園の保健室だよ」

　目覚めたばかりの緋女乃にもわかるように、ゆっくりと晴空は話し始める。

　透悟が〈階梯の腕輪〉を暴走させたことで、町はパニックになっていた。

〈階梯の腕輪〉は思っていたよりたくさん唯月市にばらまかれていた。暴走した魔法使いと魔法生徒たちは百人近く。彼かれらは壊れたように攻こう撃げき魔ま法ほうを使い、建物や車、電車、幹線道路などを破壊しはじめた。

　重傷者や死人が出なかったのは、透悟に人を殺すつもりがなかったためだろう。彼の目的は唯月市の人々を脅し、神獣の眷属を引き渡させることだったのだから。そして、愛菜の出した避難指示も早かった。

　避難所に選ばれたのは時軸学園だった。

　学園は正確に立方体を描くように配置された校舎そのものが、中で起こった魔法の影えい響きようを外に漏らさないように強力な結界になっている。逆に外部からの魔法攻撃も学園内部には影響を及およぼさない。

　暴走をはじめた魔法使いたちから身を守るには、これ以上の場所はなかった。

「緋女乃はなにがあったか覚えてる？」

「覚えてる……透悟に殺されたんだね……」

　緋女乃は身体を起こした。肌はだがざわざわする。着ているのは肌が透すけて見えるほど薄い白衣だった。身体が再生したとき、服がぜんぶ燃えてしまったのだろう。晴空の視線を感じて、なぜか肌がじんじんしたから、緋女乃は胸むな元もとまで毛布を引き上げた。こんなこと気にしてる場合じゃないのに、不思議なくらい顔が熱い。

「話さなきゃいけないことが、まだ残ってたよね」

　晴空、茉莉花、そして愛菜に向かって、緋女乃は告げた。

「ぜんぶ話すよ。ボクの中に朱す雀ざくがいること、そして父さんが教えてくれた、透悟の中にいるもののことも」




＊




「やっぱり摩耶透悟の中にいるのは〈上位者〉なのか……」

「うん。父さんが遺のこした手紙には、そう書いてあったんだ」

　保健室のベッドに半身を起こし、緋女乃は言った。

　晴空の脳のう裏りに、数時間前に見た透悟の魔力系が蘇よみがえる。

　通常の魔法使いとは違った。樹木のようなものが彼の背後で枝を伸ばし、根の部分が彼の身体に絡からみついていた。

　透悟の身体能力と、愛菜の〈神罰パニツシユメント〉を転移させた詠唱能力、それを支える魔力が〈上位者〉に与あたえられたものだとすれば、納なつ得とくがいく。

〈上位者〉はこの世界よりはるか高位の世界に住む、魔法使いに〈生命金属〉を与えたものたちだ。人間をはるかに超える能力を持っていたとしてもおかしくない。

「父さんは透悟の身体を治すために、召喚実験に参加した。そして〈上位者〉の危険性に気づいたんだ」

　十年前の召喚実験は失敗し、この世界に〈上位者〉は現れなかった。

　なのに、透悟の身体はだんだんと回復していった。死にかけの病人から、元気な病人へと。そして一いつ般ぱん人じんを超える健康体へと。

　けれど、それと同時に残虐性を増して行ったのだと、緋女乃は言った。

　可愛かわいがっていた鳥たちを虐殺し、〈階梯の腕輪〉を作って人を支配しはじめた。

　そして、透悟に反対し、〈階梯の腕輪〉を封ふう印いんしようとした父親を殺した。

「〈上位者〉の危険性に気づいた父さんは、召喚実験のあとボクを朱雀の実験体にしたんだ。本当は、ボクはエリシア＝アースドラグに会いに来るはずだったんだよ」

「竜のおかーさんに、ですか？」

「そう。ボクのように、人に神獣の細さい胞ぼうを植え付けるかたちで、神獣の遺伝子を未来につなぐことを許してもらうために」

　緋女乃は寂さびしそうに、茉莉花を見た。

「でも、そんな必要なかったんだ。ボクはもういらない」

「なんでそんなこと言うんですか？」

「だって、純粋種の君たちがいるじゃない。竜の血を引く茉莉花ちゃんと、正式な譲じよう渡とをもって〈竜眼〉を受うけ継ついだハルさまが。魔ま法ほう使つかいによって作られたボクは、いらない型落ち品なんだよ」

　緋女乃は〈裁定者のクリスタル〉の破は片へんを、晴空たちに示した。

「このクリスタルはキミたちの危険性を測ると同時に、ボクの能力を封じるものでもあったんだ」

〈裁定〉はあくまでも、魔法使いと竜の眷属が共存できるか確かめるためのもの。

　緋女乃が朱雀の実験体だということを明かすわけにはいかない。神獣の眷属同士が仲良くなっても〈裁定〉にはならない。緋女乃は魔力系が「ない」のではなく、あくまでも魔力系を「封印された」魔法使いでなくてはならない。

　だから〈裁定者のクリスタル〉が使われた。

　晴空が緋女乃に致ち命めい傷しようを負わせたら、クリスタルは砕くだけ散ちる。

　そして、緋女乃が朱雀の能力を使っても、クリスタルは砕け散る。

　どちらの場合も、緋女乃自身が生み出す炎ほのおによって。

「だから、天伎恒こう夜やにさらわれた時、朱雀の力は使えなかったんだ。力を使ったらその場でクリスタルは砕けて、〈裁定〉は終わっちゃう。透悟に反対する共存派に、竜の眷属は敵じゃないって伝えるためにも、クリスタルを守る必要があったんだ……だけど、ごめんね」

　緋女乃の掌てのひらにあるクリスタルの破片に、涙なみだの粒つぶが落ちた。

「ボクが〈裁定〉にこだわったせいで、キミたちは正体を明かすことになっちゃった。なのに〈裁定者のクリスタル〉は……こわれちゃった。やっぱりボクはできそこないの型落ち品だ。なんにもうまくいかない……ごめん、ごめんね」

　不意に緋女乃は、ふらつく足で立ち上がった。

「ボクを透悟に差し出せば、約束の時間を延ばすことくらいはできるかもしれない」

　そのまま晴空たちの間を通り抜け、保健室の出口へ向かう。

「その間に摩耶の共存派に、このことを伝えて。時間を稼いでいるうちに、摩耶の島で反乱を起こさせるんだ。本ほん拠きよ地ちが危なくなれば、あいつは摩耶に帰るはずだよ」

「待って下さい！」

　茉莉花は緋女乃の腕を掴つかんだ。

「緋女乃さんはどうなるんですか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。ボクは朱雀の実験体だから死なないんだ。そのへんはハルさまに聞けばわかるよ。ハルさまはボクが魔ま法ほうで殺されて、蘇ったところを見てるはずなんだから」

「不死身なのは見てた。でも」

　晴空は言った。

「不死身だからって痛くないわけじゃないだろ」

「そうです！　茉莉花だって前の戦いですっごく痛い目に遭いました。せっかく仲良くなったのに、緋女乃さんがひどい目に遭うのは嫌いやです！」

「ボクは朱雀の実験体なんだよ？　魔法使いが勝手に朱雀を切り刻んで、その細胞をボクの中に埋め込んだんだ。ハルさまの〈竜眼〉とは違ちがう。ボクは魔法使いが神獣をおもちゃにした結界生み出されたもの。君たちにとっては敵なんだよ！」

「神獣をなめないでくださいっ！」

　ぱこん

　茉莉花の拳こぶしが、小さく、本当に小さく、緋女乃の胸を叩たたいた。

「本当に嫌いなひとに、神獣は力を与えたりなんかしません！　緋女乃さんの中にいる朱雀さんは、緋女乃さんを認めたから再生能力を与えてるんです。緋女乃さんが神獣を好きだから、わかりあえるって思ってるから朱雀の細胞は力を貸してるんです！」

「でも、天伎歌音は竜の爪で魔導具を作ったって……」

「あれはおかーさんの爪の、モノとしての硬さを利用しただけです！　銃じゆう弾だんを弾はじいたりしてたのはガントレットの魔法です！　力を与えるってのはなんかこう――その――兄さまの〈竜眼〉や緋女乃さんの再生能力みたいに神獣の本質を表したものなんです!!　茉莉花にはわかるんです！　だから、だから……」

　緋女乃の胸を叩いていた茉莉花が、ぽん、と、彼女の胸に額を押おし付つけた。

「全部しょいこんで、勝手にいなくなったりしないでください。茉莉花の正体を知ってて友だちになってくれる人をなくすのは嫌なんです。だから……」

「大げさだなぁ……ボクは殺されるわけじゃないんだから」

「代わりに、世界の終わりまで眠らされる、だろ？」

　晴空のセリフに、穏やかだった緋女乃の顔がこわばる。

「朱雀の羽みたいに緋女乃も封印される。そういうことなんだろ？」

「だけどボクは絶対にキミたちが助かるようにする！　制限時間は絶対に伸ばしてもらうし、共存派の連絡先は今から教える。えっと」

「じゃあ緋女乃は、僕ぼくたちに、緋女乃を生いけ贄にえにして助かったことを気にしながら一生すごせっていうのか？」

　冗談じゃない。

　そんな未来、考えただけで吐き気がする。

「〈上位者〉とか、遺伝子を未来につなぐとか、話が大きすぎてよくわからないけどさ」

　晴空は緋女乃に向かって手を伸ばす。途と中ちゆうで止めて、恥ずかしくなって引っ込めて、でも緋女乃が泣いているから、思い切って晴空は彼女の手のひらに、自分の手のひらを重ねた。

「わからないけど、緋女乃がものすごく大変な目にあってたってことはわかるんだ」

「ハル……さま」

「魔法使いの中で一人だけ魔法が使えないってのがつらいのはわかるし、朱雀の細胞をもらう実験の後は九年も眠らされて、目を覚ましたら世界が変わっちゃってたんだろ？　それがどれだけひどいことなのか……僕には想像することしかできないけど」

　晴空だって〈失敗作〉って呼ばれてたけど、それは自分で決めたことだ。〈竜眼〉をもらうことも、魔法使いを辞めることだって。

　だけど、緋女乃はなにひとつ自分では選べなかった。

　朱雀の実験体になることも、父親と兄を失うことも、唯月市に来ることも。

「……それで双子の兄に殺されかけるなんて」

　ふざけるな、って思った。

　透悟は晴空と茉莉花、緋女乃の引き渡しを要求している。それが〈上位者〉の意思か、透悟自身の意思かはわからないけど、そんなのに従ってやるつもりなんかない。

「僕が――僕たちが摩耶透悟を止める」

「無理だよ。あいつは〈上位者〉だよ？　きっと〈アッシュ〉も魔法も通じない」

「でも、取とり憑つかれてる透悟が無敵なわけじゃない」

　透悟の魔力系に取り憑いたものを倒す方法は、きっとある。

〈裁定〉は失敗したけど、透悟を倒せば摩耶の共存派も強きよう硬こう派はも黙るはずだ。

「でも、僕だけであいつを倒すのは無理だ。だから緋女乃も手伝って欲しい。透悟のことを知ってる緋女乃の力がいるんだ。それに暴走してる魔法使いも止めなきゃいけない」

「そっちはあたしの仕事ね」

　晴空の言葉に、保健室のドアの側そばに立っていた愛菜がうなずいた。

「頼める？　愛菜」

「言うまでもないわよ。違法魔導具に手を出してたのはこの町の魔法使いたちなんだから。そっちは天伎の魔法使いを使ってなんとかしてみる。待ってて、すぐ戻もどるから……」

　愛菜は保健室のドアに手をかけた。

　開こうとしたそのドアが、がん、ががん、と鳴った。

「愛菜さま。いらっしゃるのでしょう!?　愛菜さま!?」

「……え？」

　愛菜がドアを開ける。

　その向こうには、魔法使いのローブを着た初老の男性が立っていた。

「天伎の魔法使いと学園の生徒を代表してまいりました」

　初老の男性は目を細め、保健室にいる晴空、茉莉花、緋女乃を見回して、言った。

「竜の眷けん属ぞく、および朱雀の実験体を、摩耶透悟に引き渡すべきかと」

　穏おだやかな表情のまま、残酷な言葉を。

「現状、天伎の本家も被ひ害がいを受け、事態は混乱を極めております。町で暴走している魔法使いたちは、摩耶透悟の支配下にあると見て間違いないでしょう。十二時まではあと数時間。その間に態勢を立て直し、彼の支配下から町を取り返すのは難しいかと」

「ちょ、ちょっと待って。あんたなに言ってるの？」

「唯月市は天伎の特区であります。天伎家には、住民の安全を守る義務がございます。学園に避ひ難なんした生徒、一般市民の中にも動どう揺ようが広がっております。それがパニックにまで発展すれば、もはやとどめるすべはございません。ここは一般人の安全を考え、その三人を引き渡すことを提案いたします」

「……なにそれ」

　愛菜はぎり、と奥おく歯ばを噛かみ締しめた。

「晴空たちを生いけ贄にえにして、摩耶に許しを請えっていうわけ!?」

「これは天伎と、学園に避難してきた人々の総意」

　老魔法使いは愛菜の足元にひざまずいた。

「それとも愛菜さまは、市民よりも神獣の残のこり滓かすを優先される、と？」

「――ち、違う！　あたしが言ってるのは――」

　老魔法使いの背中を見下ろす愛菜の拳が震えていた。

「事態が長引けば、天伎家に自治能力がないとみなされ、政府か他の名家が介入してきます。天伎の特区が危うくなるのです。それを防ぐため、当主の夏なつ希きさまは歌音さまさえも切り捨てられたのではなかったのですか？」

　老魔法使いの言葉に、愛菜が思わず一歩、退いた。

　足音が、響ひびいた。

　学園に集まった人々が、保健室の前にやってきていた。

　怯おびえた顔をしている者。怒りに目を見開いている者。後ろめたそうに顔を背けている者。

　ローブを着ているのは天伎の魔法使いだろう。学園では愛菜に次ぐ魔力を持つ生徒会長もいる。胸元に〈杖〉のキーをぶらさげた魔法生徒たちも声をひそめて主張している。

「竜の眷属と、朱雀の実験体を摩耶透悟に引き渡せ」と。

　天伎は竜を守ってきた。けれど、竜と人間のハーフや、竜の一部を受け継いだだけのものを守る理由はない。たとえ彼らと同盟を結んでいたとしても、市民の安全には代えられない。まして朱雀の実験体を守る理由など、まったくない。

　トラブルを持ち込んだのは茉莉花と緋女乃、二人が来たから、こんなことになった。

　彼女たちがこなければ、摩耶が町に違法魔導具を蔓まん延えんさせることもなかったのでは？

〈光子のフオトン・魔姫プリンセス〉は、生徒や市民よりも神しん獣じゆうの眷属ごときを優先するのか――と。

「ご決断を、愛菜さま」

　ひざまずいたままの老魔法使いが、金色の鎖を掲かかげた。

　あれは歌音が使っていた、竜を拘束するための〈竜封じの鎖〉だ。

　――やられた。

　晴空が考えうる限り、最悪の事態だった。

　天伎の魔法使いが協力してくれれば、暴走した魔法使いたちを突破して、透悟の下に行けたかもしれない。でも、もう無理だ。廊ろう下かにいる魔法使いと魔法生徒たちは誰だれも、晴空たちを仲間だなんて思ってない。

　――どうする？　僕と茉莉花と緋女乃だけでなんとかできるのか……？

　こうなったら愛菜だって巻き込めない。下手へたをしたら、魔法使いたちは愛菜にも〈杖〉を向ける。それに――もしもここで愛菜と天伎の魔法使いたちの戦せん闘とうになったら、透悟と戦うどころじゃなくなる。

「愛菜さま。もともと竜の娘など、この学園には必要のないもの。引き渡したとしても天伎家の恥にはなりません。学園の生徒たちも意見を同じくしております。どうか、善良な市民を守るために、賢けん明めいなご決断を――」

「ふざけるんじゃないのおおおおおおおおおおっ!!」

　廊下に、絶叫が響いた。

　保健室前に集まった人々がざわめき、一斉に声のした方を向く。

　廊下の先、階段の前に、一人の少女が立っていた。

　普ふ通つう科かの制服を着て、両腕にしっかりと、教科書とノートの束を抱だきしめて。

　如月のるんが、魔法使いたちを睨み付けていた。

「なに言ってるの!?　あなたたち正気なの!?　魔法使いが普通科の生徒を敵に引き渡す!?　それが魔法使い――人間の進化形のすることなの!?」

「き、君は――？」

「一年Ｎ組委員長、如月きさらぎのるん！　および普通科生徒全員！　ここに見参!!」

　階段を駆け下りてきた普通科の生徒たちが、のるんの後に続いて現れる。

「話はすべて聞かせてもらったの!!」

　のるんは、びしり、と、老魔法使いを指差した。

「そもそもっ！　こうなったのは誰のせいなの？　魔法使いが変な魔導具に手を出だしたからじゃないの？　あなたたちの仲間の魔法使いが暴走をはじめて、それで町がこんなことになったんじゃないの!?」

「これは魔法使いの問題だ！　君たちには関係――」

「ついさっき生徒の総意とか善良な市民を守るためとか言った口で言う!?」

「――う」

「わたしたちは茉莉花さんたちを引き渡すことに同意なんかしてないの！　力のないわたしたちにも、茉莉花さんがわたしたちの仲間だってことはわかるの！」

「しかし、彼女は竜と人間のハーフだ。人間とは違う。君たちの仲間では……」

「みんな、さっきまでちょっぴり、そう思ってたの」

　のるんはゆっくりと魔法使いたちに近づき、抱かかえていた教科書とノートを床ゆかに置いた。魔法使いたちにもわかるように、それを開いてみせる。

「でも、みんなこれを見たらわかってくれたの。茉莉花さんが一いつ生しよう懸けん命めい、わたしたちの仲間になろうとしてるってことを」

「……これは？」

「わたしが茉莉花さんの家庭教師をしたときのテキストとノートなの」

　のるんの言葉に、晴空は今朝けさのことを思い出した。

　時軸学園に居続ける条件をクリアするためのテスト勉強。それを徹夜でやっていた茉莉花に、寝落ちしないで最後まで付き合ってくれたのはのるんだった。

「まったく、ひどいの」

　――っておい。

「字は雑だし、公式は何度言っても覚えないし、なにかというと葛木くんの名前が出てくるし、本当、見るに堪えないレベルなの。お話にならないの」

　ぶっちゃけすぎなのるんのセリフに、ぽかん、となる魔法使いたち。

「でも、わたしのスパルタ教育に、きちんと最後までついてきたの」

　のるんが、保健室から顔を出した茉莉花に笑いかける。

「魔法使いと人間のことを知りたいって、時軸学園のみんなと仲良くなりたいって言って、徹夜でわたしのしごきについてきたの。何度か寝そうになって、頬ほおをぺちぺち叩かれたり、背中に氷を入れられたりしながら、一晩でこんなにがんばったの」
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　のるんはまっすぐ、魔法使いたちを睨みつけた。

「そんな子を生贄にして助かるなんて、わたしは嫌なの！　茉莉花さんを差し出そうというなら、わたしも普通科のみんなも、魔法使いを軽蔑する！　こんなくだらない人たちを尊敬してた自分たちを軽蔑するの!!」

　のるんの叫さけび、そして普通科の生徒たちの賛同の声に、天伎の魔法使いたちは言葉をなくした。

「……のるんさん……みんな」

　茉莉花の目から、ぽろん、と涙の粒が落ちた。ぬぐっても、ぬぐっても止まらない。

　受け入れられた。

　人間のふりをしてる茉莉花じゃなくて、竜の眷属の茉莉花が。

「……し、しかし」

　老魔法使いは助けを求めるように周囲の魔法使いたちを見回した。

　さすがに、子供を差し出すことに抵てい抗こうはあったのだろう。天伎の魔法使い、魔法生徒たちはきまずそうに目を伏ふせた。

「し、しかし！　市民の安全はどうなる？　天伎には特区の人々を守る義務が」

「わかったの」

　のるんは彼らに興味をなくしたように、背中を向けた。

「もういい！　頼たのまない！　わたしみずからが出るの！」

「ちょっと待て――――っ!!」

　晴空はあわてて保健室から飛び出した。

「みずから出てどうするの！　のるんは魔力とかないだろ!?」

「心配しないでいいの。わたし、ピンチになったら能力が覚かく醒せいするはずだから」

「根拠は？」

「友達のピンチに、覚醒しないわけがないもの！」

　宣言してダッシュしようとしたのるんに、真っ青になった普通科の生徒たちが飛びかかる。大きな胸をゆらして暴れるのるんを、集団で取り押さえにかかる。

「放して――っ！　こんな日和ひより見み魔法使いなんかに頼らないの！　わたしがみんなを助けるんだから――っ！」

　叫ぶのるんを、普通科の生徒たちが押さえ込む。晴空はのるんに「落ち着けーっ」と、自分でも落ち着きのない声で言い聞かせる。けど、のるんはなぜか晴空に向かって親指を立てる。戦やる気まんまんだ。どこから来るんだそのポジティブ。廊下が騒そう然ぜんとなり、手のつけられないカオス状態になりかけたとき――

　とぅるるるるる、と、愛菜の制服の胸ポケットで、携けい帯たいが鳴った。

「誰よこんな時に……」

　つぶやきながら電話に出た愛菜の表情が、固まる。

　愛菜は、二、三回、うなずき、廊下に集まった人たちを見回す。

　それから携帯をみんなに向けて、画面をタップした。スピーカーモードにしたらしい。




『天伎もつまんない名家になったものだね。おちおち眠ってもいられないよ』




　愛菜の携帯から流れ出した声が、人々の動きを止めた。

『あれ？　反応がないね。どうしたのかな。こっちが幽閉生活を送っている間に、みんな私の声を忘れてしまったのかな？　そこにいるのは天伎の魔法使いたちだろう？　私の名前を言ってごらん？』

「……かのん姉」

　晴空の言葉に、電話口の向こうから満足そうな吐息が返ってくる。

　集まった天伎の魔法使いと魔法生徒たちが、「ひぅっ」と悲鳴のような声を漏らす。愛菜に詰つめ寄よっていた老魔法使いが肩かたを震わせ、携帯を指差す。

「あ、あなたは魔ま力りよく封ふう印いんの上で幽閉されているはず。どうして……」

『特別に当主さまが会いに来てくれたのさ。ついでに携帯も貸してくれた。天伎家の醜態に我が慢まんができなくなったんだろうね。だから私は、すべての事情を知っているよ』

「あなたのために我々は……いや、あなたのせいでどんな迷めい惑わくを受けたと――」

『ハルくんを差し出すのは許さない。そいつは私が殺すんだ』

　天伎の魔法使いの声など聞こえなかったように、歌音はシンプルな言葉を口にした。

『私がここから出たときにそいつが死んでいたら、それは天伎すべての罪とみなす。この唯月市を、廃はい墟きよ地区が懐かしく思えるほどの焼け野原にしてみせる。私にそれができないと思っているのなら、彼を摩耶透悟に差し出すのもいいさ』

　最強種にのみ許される、大上段からの命令。

　天伎歌音は天伎家の地ち下か牢ろうに幽閉されている。魔力は封印され、今はなんの力も持たない。なのに、彼女の言葉は魔法使いと魔法生徒たちを一いつ瞬しゆんで凍りつかせた。

　歌音はやる。それがどれほど愚おろかで残ざん酷こくなことであっても、口にしたなら必ず実行する。

　それを止められる者がいるとしたら、彼女を一度でも倒したことがある晴空だけだ。

　――そういうことか、かのん姉。

　これで、魔法使いたちは晴空を摩耶透悟に差し出せなくなった。

　晴空を差し出しても透悟が手を引かなかった場合、今度こそ摩耶と天伎の全面戦争になる。そのためには歌音が必要になる。

　でも、晴空を差し出したら、歌音は唯月市を滅ほろぼすと宣言してしまった。摩耶との戦争になっても、歌音の力は借りられない。下手をすれば愛菜だって天伎家を見放すかもしれない。

　そうなったら天伎は崩ほう壊かいする。特区さえ、維い持じできなくなるかもしれない。

　――僕を殺したいってのは本音だろうけど。

　今は、助かる。『晴空は私が殺す』って言葉に感謝したいくらい。

『まぁ、私だって鬼じゃない。君たちが暴走魔法使いたちに立ち向かうなら、今回の醜態は見逃してあげてもいいさ。攻略法も授ける。メールで送るから、あとで愛菜に教えてもらうといい。それから、晴空』

「……晴空、お願い」

　愛菜が緊きん張ちようした面おも持もちで、晴空に携帯を手渡した。

　スピーカーモードを解除し、晴空はそれを耳に当てる。

『最初に言っておくよ。お前を殺すのは私だ』

「……そうかよ」

『こんなことで死んだら許さない。だから、愛菜の携帯に摩耶透悟と〈上位者〉についてのレポートを送る。話を聞いて暇ひまつぶしに作った奴やつさ。勝手に分ぶん析せきして、勝手に勝て』

　つまらなそうに、歌音は言った。

　しばらく晴空が黙っていると、いらだったように、

『なにかな、その態度は。どうせ楽勝だとでも思ってるのかい？　油断してるとお前でも死ぬよ』

「思ってねぇよ。相手は神様みたいな奴なんだろ。油断なんかしない」

『ああ、たかが神様だ。だから神獣の力を――竜の少女の力を借りるといいさ』

　不思議だった。

　茉莉花の名前を口にしたとき、歌音の言葉に不思議な感情がこもったようだった。

『正確には竜の少女の身体からださ』

「茉莉花の、身体？」

『そう。お前が頼めば彼かの女じよはその身をお前の前に差し出すだろう。答えは彼女の中にある。あとは、勝手にしろ』

「なんだよそれ。茉莉花の身体の中に答えがあるって……おい、かのん姉！」

『死ぬなよ、ハルくん。死んだら殺すからね』

　ぷつり、と、電話は切れた。リダイヤルしても、出ない。

　しばらくして、愛菜の携帯が歌音からのメールの着信を告げた。文書ファイルが添付してある。文字だけで作られた、数ページのファイルだった。タイトルは『上位者についてのレポート』それと『暴走魔法使い攻略法』。

　晴空は愛菜に携帯を手渡した。

　数行読んで、愛菜は難しい顔になる。けれど、すぐに目を輝かがやかせ、

「聞きなさい。最強種は暴走魔法使いと、摩耶透悟の攻略法をあたしたちにくれたわ！」

　居並ぶ魔法使い、そして魔法生徒たちに向かって愛菜は声をあげる。

　長い付き合いだから、愛菜が無理していることくらい、わかる。

　後ろに回した手が、小さく震ふるえていたから。

「これより、天伎の魔法使いは暴走魔法使いの対処にかかります。魔法生徒はそのバックアップを！　摩耶透悟の相手は――」

「僕たちが、やる」

　晴空は一歩、前に出た。

　人々の視線が集中する。保健室から出てきた茉莉花も彼の隣となりに並び、まるで彼らを威嚇するように胸をめいっぱい反そらし、銀色の髪かみをかきあげる。

「竜りゆう王おうと、最後の竜の子供が、摩耶透悟を止める」

　晴空は――声の震えを悟られないように――宣言した。

「僕たちは魔法使いと共闘したい。唯月市と僕たちの学園を守るために」
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『天伎歌音のレポートより』




　話はすべて聞かせてもらった。

　お前が摩耶透悟に襲おそわれたことも、島神緋女乃の正体もね。

　だから、結論を先に言おう。

〈上位者〉は摩耶透悟の魔力系に寄生している。

　十年前の召喚実験は失敗だと思われていた。だが、蓋ふたを開けてみればなんてことはない、魔法使いたちが、やってきた彼らを視認できなかっただけの話だ。おそらくは、彼らにもまともに我々とコンタクトを取るつもりはなかったのだろうね。

　そして〈上位者〉は摩耶透悟に取り憑き、身体を癒すのと引き換えに、彼を支配した。

　儀ぎ式しきのあと、摩耶透悟が健康体になり、精神が変化したというのはそういうことなのだろう。

　病人がなによりも願うのは健康な身体だ。それを与えてくれた相手が自分を支配しようとしているのに気づいたからって、もういいから出て行ってください、とは言えないさ。与えられたものが大きければ大きいほど、人はそれを失うのを恐れるものだからね。

　まぁ、本当のところ、上位の存在がなにを考えているかなんてわからないさ。

　わかるのは奴らが魔法使いの先祖に〈杖つえ〉の原料、〈生命金属〉を与えるのと引き換えに、神獣の根絶を要求したってことさ。天伎家ではとっくにそんな契けい約やく忘れ去られていたけど、摩耶は律儀に守ってたんだね。

〈上位者〉が魔法使いに神獣を根絶させた理由が、お前にはわかるかな？

　奴らを倒たおす鍵かぎは、そこにある。

　私に聞くなよ。この手はお前が一番よく知っていて、お前にしか使えないんだから。

　まったく、くだらないね。

〈上位者〉――神様がこんなくだらない存在なら、この世界がくだらないのも当然だよ。

　だから、お前は苦しんで生きろ。ハルくん。

　人間と魔法使い、神獣が共存できるという妄もう想そうを抱いて、苦しめ。それが私の願いだよ。それが嫌なら、竜の少女との結びつきなど消してしまえばいい。古代言語で言うなら、

『竜と人とに交わされた盟約を破は棄きする。希望はすでに去り、いかなる夢もない。あるのはただ現実のみ』

　というやつだよ。

　あとは好きにしろ、ハルくん。

　戦うのも、逃にげるのもいいさ。ただ、死ぬことだけは許さない。以上。
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「答えは竜の少女の身体の中にある」歌音は晴空に、そう言った。

　だから晴空はそれをそのまま、茉莉花に伝えた。

「ごめん、茉莉花。茉莉花の身体を僕に差し出してくれないかな」

「――え、は、はい―――――――っ!?」

　あわあわしてる茉莉花とともに、晴空は学園の魔法実験室にやってきた。

　そこは魔導具の作成や、使い魔の生成などに使われる施し設せつだった。

　壁かべには魔法の術式を書いた紙が貼られ、その下には魔道書が収められた本棚。棚の上には〈杖〉の素材である〈生命金属〉の延べ棒や、使い魔の生成に使われる薬品や注射器などが置いてある。

「じゃあ、準備するから茉莉花はそこで待ってて」

「ここで……ですか？」

「うん。僕も道具の準備をしなきゃいけないから」

「道具？　そういうのって使うものなんですか？」

「うん。あとはやり方を書いた紙とかね。茉莉花はこういうのはじめてだから、ちゃんと準備しないとうまくいかないだろ？」

「……わ、わかりました。茉莉花、準備します」

　なぜか頬を押さえてうねうね身体をくねらせてる茉莉花に頷うなずき返かえして、晴空は棚を漁あさりはじめた。

　摩耶透悟は強い。たぶん、今まで晴空が出会ったどの魔法使いより。

　魔力容量だけじゃない。自己再生する〈杖〉と、アッシュの銃弾をはじき返す格闘能力。こっちの魔法を空間転移させて打ち返してくるあの魔法。遠距離攻撃を得意とする天伎にとっては天敵だ。

　――魔力系に取り付いた〈上位者〉か。

　それが、透悟に超人的な能力を与あたえているとしたら、そいつを倒さなければ意味がない。

〈上位者〉を倒して、奴らが危険だってことを魔法使いたちに知らせる。奴らが神獣より危険なものたちで、神獣の眷属はそれを倒すことができるってわかれば、魔法使いたちの茉莉花への見方も変わるはずだ。

　――のるんや、普通科のみんなみたいに。

　竜や朱す雀ざくの眷属が、魔法使いの仲間になれるって、信じてくれるかもしれない。

　晴空は棚から必要なものを集めて行く。古代語の辞典。同じく魔道書。契約と譲渡の魔法に関する文書。あとは、注射器と試験管なんかもあればいい。すべてを籠に集めて、晴空は振り返った。

「うん、準備できたよ。今から僕が説明する通りに……」

「はい……兄さま。茉莉花、覚かく悟ごはできてます」

　今にも消えてしまいそうな、震える声。

　天てん井じようからの光を受けて輝く銀色の髪が、実験室の長机に広がっている。

　その隣に、ちょこん、と置いてあるのは、制服のリボン、純白のブラ。

　そして実験室の机の上には、ブラウスのボタンをすべて外して横たわる茉莉花がいた。

　晴空の視線を受け止めるのが恥はずかしいのか、顔を背けて。でも横目で彼かれを窺うかがいながら。

　真っ白な太ふと股ももを、恥ずかしそうにこすり合わせている。

「…………え、ちょ、ちょ。え？　茉莉花!?」

　思わず呼吸を一瞬、止めて――一息で実験室の壁まで後ずさる晴空。

　ありえなかった。というか、信じられなかった。

　魔法の実験をすると言ったら、妹が半裸で実験室の机に横たわっていた。

「あ、あの、あの、茉莉花、なにしてるの？」

「茉莉花の身体が必要なんですよね？」

「だからってなんでそんな格好になってるの!?」

「男の子がそういうこと言ったら、とりあえず服を脱いで横になりなさいって、梢こずえさんのメールに書いてありました！　茉莉花が兄さまを見つめてると、身体がじんじんしてくるはずだから。そのじんじんするところを触ってもらえばいいって」

「しないから。こんなときにそんなことしないから！」

「……そう、なんですか？」

　つぶやきながら茉莉花は、身体を起こした。

　ボタンを外したブラウスの胸むな元もとが開きかけるのを、慌あわてて手で押さえる。

「じゃあ、これが終わってから？」

「そういう話じゃない！」

　はぁ、と晴空はため息をついた。

　あらわになった茉莉花の肌はだ。ゆるやかに流れる胸元から、ホックの外れかけたスカートまで見てしまった視線を急いでそらす。なんだろう。どきどきする。

「でも、茉莉花、兄さまといるとこの辺がじんじんするんです。緋女乃さんが来てから落ち着かなくなって、兄さまが緋女乃さんや愛菜さんとなにを話してるのか気になってしょうがなくて……自分でも自分がよくわからないんです。兄さまの言葉ひとつで、どうしてすぐに真まっ赤かになっちゃうのか、とか」

　茉莉花は手のひらで、小さな胸を押さえた。

　それからなにかに気づいたように、顔を上げて、

「こうしましょう兄さま！　茉莉花が兄さまの実験に協力する代わりに、この戦いが終わったら兄さまは茉莉花の実験に協力してください。茉莉花のこの『どきどき』と『じんじん』がなんなのか、兄さまと一いつ緒しよに徹てつ底てい的てきに追求したいんです！」

「え、えっと。うん」

　それくらいは、もちろん。

「僕にできることなら、なんでもするよ。約束する」

「絶対ですよ」

　えへへ、と笑う茉莉花が、晴空の手を取った。

　それを自分の頭に乗せて、なにかを期待する子犬みたいに晴空を見上げてくる。

　しょうがないから晴空は茉莉花の頭を撫なでた。えへへ、えへへへ、ってとろけていく茉莉花の顔を見ながら、なんだか自分が流されているような気がしてくる。それが嫌じゃないことに、自分でもびっくりする。茉莉花の髪の感かん触しよくは気持ちいいけど、ずっと撫でてるわけにもいかなくて、晴空はなんとか彼女の頭から手を離す。こほん、と咳せき払ばらいして、

「えっと、僕がここに来たのは、茉莉花が竜と人間のハーフだってことが透悟を倒す切り札になるかもしれないからなんだ」

「茉莉花が竜と人間のハーフであることが、ですか？」

「うん。僕が魔ま法ほう使つかいの〈失敗作〉だってことも関係してくるんだけどね」

　切り札は、ふたつ。どちらも茉莉花が握にぎっている。

　世界にたった一人ひとりだけ生き残った、最後の竜の子供がこの戦いの――もしかしたら〈上位者〉に狙われたこの世界を救う切り札になるのかもしれない。

「思い出して欲しいんだ。前回の戦いのあと、茉莉花が僕に〈竜眼〉を返してくれた時に使った、譲じよう渡と魔ま法ほうの言葉を」

　まっすぐ、目一杯の信頼をこめてこっちを見ている妹に、晴空は告げた。

「それと、もうひとつ」

「はい、兄さま」

「僕に、茉莉花の遺伝子を分けて欲しいんだ」

　なにげない晴空のセリフに、茉莉花の顔が、ぼっ、と音がするくらい真っ赤になった。







第六章　神獣――〈神殺しの獣けもの〉







　摩ま耶や透悟とうごは廃墟地区のグラウンドゼロで、その時を待っていた。

　十年前に〈上位者セフイラ〉の召喚実験が行われたその場所は、唯ゆい月づき市に建設されたスタジアムだった。今は灯りも消え、座る人もいない観客席で、透悟は宙を見み据すえている。時計など見る必要はない。彼の中にいる者が、時計以上に正確な時刻を教えてくれる。

　町にちらばった暴走魔法使いたちも、今は動きを止めている。敵が手を出さなければ動くな、と指令を出しているからだ。だが、それも日付が変わるまでのこと。このまま時が過ぎれば、天あま伎きの特区そのものが巨きよ大だいな廃墟地区になるだろう。

「わかっているよ。神獣は根絶する」

　叩たたいて、潰して、消し去る。殺せないものは世界の終わりまで封ふう印いんする。

　大だい丈じよう夫ぶ。できるはずだ。自分の父親さえ殺せたのだから。

　あいつは最後になんて言っていただろう。

〈上位者〉を呼び出したのは間ま違ちがいだった、か。力だけ手に入れておいて、なにを。

「……緋ひ女め乃のは勘かん違ちがいをしている。俺おれが与えているのは慈悲だ」

〈階梯の腕輪チエンジリング〉は魔法使いを試すもの。

　あれを着けても自分をなくさなかった者だけが〈上位者〉を受け入れることができる。

　神獣の眷属を絶ぜつ滅めつさせた後に行われる儀式で、〈上位者〉の依より代しろとなる。みんな、それを願っていたはずだ。魔法を極め、神にも近い存在になることを。

〈上位者〉がなにを望んでいるかなんて、知らない。

　病院のベッドに縛り付けられ、死に怯おびえる生活に戻るくらいなら、〈上位者〉の依り代になっても構わない。

　ああ、怯えているな。

〈上位者〉が思い出させるからだ。あの頃ころの自分に戻りたくなければ「殺せ」と。

　代わりに与えられるのは最高の魔ま力りよくと身体能力。〈階梯の腕輪〉を支配する技術。報酬としては十分だ。

「……十二時、か」

　体内時計が時を告げる。止まっていた暴走魔法使いたちが、動き出す。

　さあ、はじめよう。

〈上位者〉との契約を忘れた魔法使いたちに、制裁を。










「ひるむなー。歌か音のんさまの指示に従えば間違いはない！」

　深夜十二時。

　唯月市に出撃した天伎家の者たちは、駅前の大通りで隊列を組んだ。

　先頭に立つ老魔法使いの指示で、空に向かって〈炎ほのおの矢〉を一斉に放つ。

　大量の光が、闇を照らし出す。

　それを脅きよう威いと感じたのか、暴走魔法使いたちが現れる。その数、百数十名。

〈生命金属〉に操られた魔法使いたちの姿はさまざまだ。天伎家支給のローブを着ている者もいれば、時とき軸じく学園の制服を着ている者もいる。下着姿の者、泳ぎにいく途と中ちゆうだったのか水着姿の者もいる。

　着ているものは違っても、彼らの表情はみんな同じだ。

　目をいっぱいに見開いて、だらしなく口を開いている。口の端はしからよだれが垂れているのも気にしていない。

「ＬＹＹＹＹＹＧＩＩＩＩＡＡＡＡＡＡＡ――――!!」

　暴走魔法使いたちが一斉に、吠ほえた。

　手にした〈杖〉――使用者よりも巨大な――が、一斉に魔法の矢を撃ち出す。

　火か炎えん――氷――雷――石。

　属性魔法を得意とする天伎にふさわしく、正面から天伎の者たちに殺到する。

「全員散開！　奴らを取り囲め――っ！」

　戦闘訓練を受けているのは伊達だてではない、とばかりに、一斉に天伎の者たちが散る。

　降り注ぐ〈矢〉は魔ま力りよく障しよう壁へきで逸らす。

「受ける」のではなく「逸らす」。

〈魔力障壁〉――防ぼう御ぎよのための楯たてを斜ななめにしてやりすごす。愛菜が使った手だ。

「至近弾で構わない。放て――〈終わりなき閃光エターナル・ライト〉！」

　老魔法使いの宣言とともに天伎の者たちの〈杖〉から光の球体が噴水のように溢あふれ出だす。

　暴走魔法使いたちが、一斉に魔力障壁を展開する。天伎の者たちの生み出した光の球は、渦うずを巻きながら広がっていく。ひとつひとつが、車や家くらいの大きさがある光の球。それが数十人の暴走魔法使いたち一人一人を包み込んだ。

「ＧＩ、ＧＩ？」

　魔力障壁で防御していた暴走魔法使いたちが、違和感に首を傾げる。

　なにも起こらない。光の球は、魔法使いたちの障壁を外から包み込んでいるだけだ。

　彼らの視界を、太陽のような閃せん光こうで真っ白に染め上げながら。

「潰すのが視覚だけでは足りぬ！　聴覚も潰せ！」

　天伎の者たちが再び〈杖〉を振ふる。

　直後、暴走魔法使いたちを包み込んだ光の球が振しん動どうをはじめる。

　そこから生み出されたのは巨大な「ノイズ」だった。

　ガラスをこすり合わせるような不協和音が、唯月市の空に流れ出す。思わず耳を塞ぎたくなるほどの雑音。中の魔法使いたちが、不快と恐きよう怖ふで暴れ出す。けれど、光の球は彼らを逃がさない。彼らが動くのに合わせて、前後左右に移動する。

『別に攻こう撃げき魔ま法ほうで倒す必要なんてないのさ。魔法使いだって五感を使ってる。視覚と聴覚を使えないようにすれば無力化できる。相手にはこっちの意図に気づくほどの判断力なんかなさそうだしね』

　すべて歌音の指示通りだった。

　あとは彼らを囲み、彼らが闇雲に撃ち出す魔法を防ぎ続ける。ゆっくりと、集団で作った魔力の楯で押し包んでいけばいい。しばらくの間なら、それで彼らを封じ込めることができる。

　安あん堵どの息をついた魔法使いたちは空を見上げた。

　時軸学園から飛び立った一筋の光が、廃墟地区に向かって飛んでいく。

　あれは天伎愛あい菜なと竜の眷けん属ぞくたち、それと朱雀の実験体だろう。

　彼らは摩耶総そう帥すいを止める、と言った。そんなことが可能なのだろうか。

　わからない。けれど、自分たちにできないことが彼らにできるとしたら――

「認めなければいけないかもしれない」

　共存することを。

　かつて滅ぼした神しん獣じゆうの末まつ裔えいが、自分たちの隣で生きていくという現実を。
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「やっときたか、竜王」

　灯りの消えたスタジアムの中央で、透悟は待っていた。

「鎖くさりで繋がれてねぇところを見ると、首をよこしにきたわけじゃねぇようだな」

「透悟兄さん……」

　透悟から数十メートルの距きよ離りをおいて着地した晴はる空あきたち。

　四人の中から、摩耶マーヤーの正装であるチャイナドレスを身につけた緋女乃が、進み出た。

「ああ、緋女乃か。お前とこうして話をするのは十年ぶりくれぇか？」

「最後に話したのが〈上位者〉召喚実験の前だから、そのくらいだね」

「そうか。そこまで時間が経たつと、もう兄きよう妹だいだなんて思えねぇなぁ。お前は九年間、その姿のまま眠ねむってたわけだし。化け物の実験体になっちまったわけだしなぁ」

「透悟はどうなの？」

「俺は変わらねぇよ」

「嘘うそだよ」

「嘘じゃねぇ。身体が健康になっただけだ。俺自身は変わってねぇんだよ、俺は昔から、親おや父じもてめぇも殺してやりたいと思ってたんだ」

　透悟は高笑いしながら〈杖〉を緋女乃に向けた。

「一人ベッドで死を待つだけだった俺の気持ちが、てめぇにわかるか？　てめぇは運良く魔力系を持たないだけで、健康な身体で生まれてきた。魔法も使えないくせに、自由でよ！　俺がどんな思いでそれを見ていたと思う？」

「だから父さんを殺したの？」

「ああ、気持ち良かったぜぇ。頭の中が真っ白になって、自分がしたかったのはこれだってことがわかった」

「だけど！　透悟の中にいるのは――？」

「なんでもいいんだよ。俺を生かしてくれるなら!!」

　透悟の身体から、鳥肌が立つほどの殺気が溢れ出す。

「それとも俺からこれを奪うのか？　またゾンビのような毎日に戻れと？　死を待つだけの死体もどきになれと？」

「棲すみ分わけることはできないのかよ」

　晴空は一歩、前に出た。

「僕ぼくたちはほっといてくれればそれでいいんだ。暴走してる魔法使いを止めて、〈階梯の腕輪〉を回収して、あんたが摩耶に帰ってくれればそれでいい。あんたの中にいる〈上位者〉だって、人間や魔法使い、それと神獣の眷属になにもしなければ、この世界で生きてたって構わない」

「駄だ目めだ。話にならねぇ」

「でも、このまま無む茶ちやな改造を続ければ摩耶も終わるんだろ!?」

「俺は奴らを試してるだけだ。強さがすべてだと言って俺を評価し、さんざん見下してきた奴らに、同じことをしてなにが悪い？」

　透悟は吐はき捨すてるように告げた。

「神獣の根絶は〈上位者〉との契約。それを破棄した天伎も許さない。緋女乃くらいは生かしといてやるよ。世界の終わりまで眠らせてな。こっちにこいよ、緋女乃」

「ボクは今の透悟とは一緒に行けない」

　緋女乃は透悟を見据えて、きっぱりと宣言した。

「この町で、一緒にいたい人を見つけたから」

「ああ、わかった。じゃあ五体切り刻んで持って帰る」

　不意に、スタジアムに灯りがともった。

　爆ばく音おんと共に、観客席が吹き飛ぶ。ゆらり、と、亡霊のような影かげが立ち上がる。

　真しん紅くのローブを着込んだ、魔法使いたちだった。数は、十三人。

　両手に、金属製の義手を着けている。〈杖〉は腕うでと一体化し、表面を流れる魔力が鼓こ動どうし、光を放つ。顔には目と口に穴が空いただけの仮面。表情は見えない。

　彼らの腕にはまっているのは〈階梯の腕輪〉だった。

「摩耶の魔法使いか」

「そりゃお前らの死体を運ぶ腕が必要だからなぁ！　神獣なんて汚らわしいもの、俺が触さわるわけねぇだろ!?　さっさと死ねよ！　神獣の残り滓!!」

　摩耶の魔法使いたちの腕から、無数の火球が発射された。

　爆炎、火炎、衝しよう撃げき波はが晴空たちを包み込む。スタジアムの土がえぐれ、枯れた芝が螺ら旋せんを描えがいて噴き上がる。それでも爆炎は止まらない。




『（竜と人とに交わされた盟約を破棄する）』

　そして爆炎の中央から、歌うような声が流れ出る。

『（希望はすでに去り、いかなる夢もない。あるのはただ現実のみ）』

　古代言語の詠えい唱しよう――茉まつ莉り花かの声。

『（最後の竜の末裔の名において、譲じよう渡と契けい約やくを無効とする。竜王は〈竜眼〉を返還し、されどその位に座する。百と零ゼロと七の星霜。最後の竜の星のめぐりの名のもとに――）』




　その直後に生まれた巨大な魔力障壁が、摩耶の魔法使いたちの魔法を吹き飛ばした。




　魔力障壁の中央に、無傷の晴空、茉莉花、愛菜、緋女乃が立っていた。

　愛菜は黄金の〈杖〉を握り、緋女乃は指先に炎をまとわりつかせ。

　そして晴空の前には、茉莉花がひざまずいていた。

「では、兄さま。〈竜眼〉を一時お預かりします」

「うん。あと、これもお願い」

　暴走した魔力系が生み出す魔力が金色の粒子となり、晴空の周囲で渦を巻く。

　晴空の前にひざまずいた茉莉花の、捧げた手に乗せられたのは、ふたつ。

　金色の〈竜眼〉と、銀色の拳けん銃じゆう〈アッシュ〉。

　代わりに晴空の手の中にあるのは、竜をかたどった金色の〈杖〉だった。

「ほぅ……古代魔法エンシエントで〈竜眼〉の譲渡を無効化したのかよ」

　透悟が、驚おどろいたような声を漏らした。

「よくそこまでの呪じゆ文もんを組み上げられたな。古代魔法の研究者なんかそうそういねぇだろうに」

「暇な最強種がいたんだよ」

　歌音からメールで届いた、〈上位者〉に関するレポート。

　その最後に描かれていた古代言語は、竜眼の譲渡を無効化する古代魔法だった。

　三週間前のように〈竜眼〉を強ごう引いんにえぐりだしたら、晴空は死ぬ。

　けれど儀式をもって、譲渡魔法を無効にすれば、身体への負ふ荷かは抑えられる。

　今の晴空の左目にある〈竜眼〉はエリシアが与えたものじゃない。一度えぐりだして、茉莉花が古代魔法で晴空に譲渡しなおしたものだ。譲渡者である茉莉花ならそれを無効にすることができる。

　――苦しめって、かのん姉は言ってたっけ。

　レポートにはそう書いてあった。晴空に向かって、苦しんで生きろ、と。

　――ああ、確かにな。

　頭はがんがんするし、身体は無む茶ちや苦く茶ちや熱いし、手足を動かすだけでも激痛が走る。

　自分が暴走するのが恐こわい。愛菜を傷つけた時のこと、歌音と戦ったときのことが頭の中でフラッシュバックする。でも、それでいい。

　死ぬ気で抵てい抗こうしてやる。

　透悟と〈上位者〉がこの世に神獣の生存を認めないなら、力ずくでたたきのめす。

「聞け、摩耶透悟――〈上位者〉」

　晴空は〈杖〉を透悟に向けた。

「ここは魔法使いと人と、神獣の共存の地だ。すみやかに立ち去れ」

「はぁん？」

「さもなくば、取とり憑ついた〈上位者〉ごと、竜王がお前を喰くい殺ころす！」

「面白れぇな、絶ぜつ滅めつ種しゆの化け物!!」

　晴空と透悟の魔力が渦を巻く。雑草の生えたスタジアムの土をまきあげる。

　魔力を暴走させた竜王と、不定形の上位者を取り憑かせた摩耶の総そう帥すい。

　二人ふたりは魔力の粒子を撒き散らしながら、空へと舞い上がった。




＊




「くらいなさい！　〈神罰パニツシユメント〉！」

「塵と化しアツシユ・ト灰に還れウ・アツシユですっ！」

　極ごく太ぶとの光線が――それと並んで銀色の銃じゆう弾だんが摩耶の魔法使いに向かって突き進む。

　摩耶の魔法使いは腕を交差させ、魔力障壁を展開。〈神罰〉を受け止めた――直後、〈アッシュ〉の銃弾が魔力障壁を打ち砕く。遮るもののなくなった光線が摩耶の魔法使いをふきとばし、スタジアムの錆さびたバックスクリーンに叩きつけた！

「はい、いっちょあがり！」

「さすが愛菜さん！　学園最強の〈光子のフオトン・魔姫プリンセス〉です！」

　ぱん、ぱぱん、と、愛菜と茉莉花はハイタッチ。

「二人とも――――っ！　盛り上がってないで!!」

　二人の背後で、緋女乃が悲鳴を上げた。

　彼女が朱雀の力で作り出している炎の壁を、魔法使いが突破しようとしていた。

「ボクじゃこいつらを止められない。早くっ！」

「塵と化し灰に還るです！」「〈煉獄の釘バインド・ネイル〉!!」

　炎を切り裂いて、銃弾が摩耶の魔力障壁に突き立つ。防御壁を失った魔法使いの両りよう腕うでを光の釘が撃ち抜く。〈杖〉と一体化した腕を砕くだかれ、魔法使いはそのままコンクリートの観客席に繋ぎとめられる。

「茉莉花、兄さまの指示通りにしたはずですけど、これで合ってますか？」

「合ってるわ。あたしの狙ねらった相手を〈アッシュ〉で撃ちなさい、でしょ？」

　それが晴空の作戦だった。

　攻撃魔法のエキスパートである愛菜のことは、摩耶にも知しれ渡わたっている。だから摩耶はそれに反応して魔力障壁を展開するはずだ。そこを茉莉花が〈アッシュ〉で撃てばいい。

　障壁は砕かれ、愛菜の魔法が命中する。

　敵が障壁を展開できなければ、愛菜の魔法が直ちよく撃げきするだけだ。

「こいつらが転移魔法を使えないのは助かるわね。まぁ、あんなのあたしでも無理なんだけど」

　相手の魔法に即時反応し、座標計算まで行って展開する、透悟の転移魔法。

　よほどの計算能力と魔力容量がなければ、あんな魔法は使えない。

　さすがに自分自身の転移にはタイムラグがあるようだが、魔法の転移は瞬時にやってのける。文字通りの神業だ。

「ご、ごめんね。役に立てなくて」

　服を焦がした緋女乃が、荒あらい息を吐きながら、二人の前で膝ひざをついた。

　自身の炎で焼かれたチャイナドレスは、ほとんど燃え尽きている。かろうじて胸と足の付け根を隠かくす布地から伸のびる手足は、つるん、とした卵のような肌。

　緋女乃は朱雀の力を借りて体内から炎を生み出す。

　だから、その力を使うたびに服がどんどん燃えていく。そういうことらしい。

「緋女乃さん、そんな力があるなら、もっと早く使ってください」

「だから、使うと〈裁定者のクリスタル〉が割れちゃうから使えなかったんだよ！」

　緋女乃は恥ずかしそうに、服の裾を引っ張った。

「それに……ハルさまの前では使いたくなかったんだよ……」

「どうしてですか？」

「恥ずかしいからに決まってるじゃない。炎を使うたびに服の面積が減っていく能力なんて呪のろいみたいなものだよ。ハルさまの前で使えるわけないじゃない」

「初対面ですっぱだかになったひとのセリフじゃないです」

「あれは信用してもらうためだよ」

　緋女乃は真っ赤な顔で、燃え尽きていくドレスの胸を押さえた。

「思い出すたびに恥ずかしいよ……ハルさまに裸を見られてから、なんだか、あちこちじんじんして落ち着かないし……ハルさまを見るたびにどきどきするし」

「あ、それは兄さまの〈竜眼〉の効果です」

「〈竜眼〉の？」

「兄さまの〈竜眼〉はあらゆるものを見抜いてしまうのです。身体を流れる魔力とかも、きっと。もしかしたら心の中もなんとなく見えちゃってるのかもしれません。だからじんじんするんです」

「そ、そんな。じゃあこれ一生続くの!?」

「だいじょうぶです。じんじんするところを兄さまに触ってもらえば治るはずです」

「ほ、本当？」

「茉莉花もさっき首筋を触ってもらって、ちょっとだけ落ち着きました。だからこれが終わったら三人で実験しましょう。どこがじんじんするのか、どうすれば落ち着くのか。神獣の遺伝子を持つものの本能で!!」

「なんの話してるのよおおおおおっ!?」

　五人目の敵を魔法で吹き飛ばしながら、愛菜が絶ぜつ叫きようする。

「それに、どうしてそんなにのんきなの!?　負けたらおしまいなのよ!?」

「「兄さま（ハルさま）を信じてるからです（だよ）!!」」

　茉莉花と緋女乃の言葉が重なる。

　六人目の魔法使いが鋼鉄の腕を茉莉花に向かって振り下ろす。〈絶対防アブソリユート御の鱗・セイクリツド〉を展開した茉莉花が、両腕をクロスさせてそれを受け止める。ずん、と突き抜ける衝しよう撃げきを、茉莉花は歯をくいしばってこらえる。援護は後ろから。緋女乃の火炎が、六人目の足を焦がす。敵がバランスを崩くずした隙すきに茉莉花は〈アッシュ〉を掴つかみ、敵の腕に押しつけて引き金を引く。外しようのない距離。〈生命金属〉が絶叫を上げて爆散する。〈杖〉はまだ再生を続けようとするが、吹き飛んだ敵は身動きしない。

「茉莉花は、ずっと兄さまのそばにいられるって信じてます」

　茉莉花はびし、と指先を、七人目の魔法使いに向けた。

「それに、万が一――じゅうまんがいち――ひゃくおくがいち――兄さまが負けたら、その時は茉莉花もいなくなります。怒って絶望して、暴走して、今の茉莉花じゃなくなっちゃいます。だから、同じことなんです。普ふ通つうの時でも、世界が壊れちゃいそうなピンチでも、茉莉花の運命は、兄さまとともにあるんですから」

「ＧＩ、ＧＩＧＩＧＩＧＩＧＩ!!」

「兄さまと茉莉花の家族愛を前に言葉もないようですね！」

　茉莉花は目の前の敵に〈アッシュ〉を撃つ。銃弾が金属製の腕を掠める。狙いが甘い。「兄さま」のようにはいかない――茉莉花の額に冷や汗が伝う。敵の魔法使いが吠え、鋼鉄で出来た〈矢〉を生み出す。ひとつひとつが軽自動車ほどもある、茉莉花を吹き飛ばすには充分すぎる質量。それが一斉に発射された。

「――竜胆ちゃん！」

　真横から愛菜が飛びついてくる。彼女の〈杖〉が光り、〈神罰〉の光線が鋼鉄の〈矢〉と、敵魔法使いをまとめて吹き飛ばす。茉莉花と愛菜は勢いあまってスタジアムの通路に転がる。ほこりまみれのコンクリートの上で、二人は同時に、頭上を見上げた。

　空を舞まう二人の魔法使い――そのうちのひとり、竜眼を持たぬ竜りゆう王おうを。

　思わず重ね合わせた手のひらを、茉莉花と愛菜は握りしめる。

　戦っている。

　二人の、世界で一番大切なひとが。

「だいじょうぶ――よね」「ですっ！」

　愛菜は制服を、茉莉花はワンピースの裾を叩いて立ち上がる。

　お互たがいに顔を見合わせて頷きあう。

　そして立ち向かう。次の敵へ。

　竜王が、心おきなく戦えるように。
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「〈爆炎の矢、百万の軍勢ミリオンアーミー〉!!」

　竜を象かたどった〈杖つえ〉が輝かがやく。

　晴空の周囲から湧き出した真紅の矢が、空中の透悟へと殺到する。

「学習能力ねぇのかよ、竜王!!」

　百万を超こえる真紅の矢が、透悟の手前の空間で突とつ然ぜん、消失した。

「俺の前ではあらゆる魔法が術者に牙を剥むく」

　ぱちん、と透悟が指を鳴らす。真紅の矢が次に出現したのは、晴空の左側。

　透悟が張り巡らせた転移魔法で瞬間移動させられた矢が、術者である晴空に向かって飛来する。

　そして、晴空の真横で再び消えた。さらなる転移。

　今度は透悟の頭上に出現し、豪雨と化して透悟を襲う！

「ちぃいいいっ！」

　透悟はとっさに魔力障壁を展開。真紅の矢がそれに触れ、爆散する。熱が周囲の空気を膨ぼう張ちようさせ、爆風と火炎をまき散らす。夜空に不ふ穏おんな花火がひらめく。百――千――文字通り万を超える爆炎が、透悟を包み込む。

「こっちが転移させた魔法を再転移させたかよ、竜王」

　円形の障壁で爆炎を防ぎ切った透悟が、唇くちびるをゆがめて笑った。

「あんたの魔法は昼間、見せてもらったからな」

　晴空は視線の先にいる敵を見据えた。

〈竜眼〉は茉莉花に返したけれど、転移魔法の解析はとっくに終わっている。

　一度〈魔ま法ほう陣じん〉を見れば、それをコピーすることくらいできる。

「これで条件は同じだ。来い〈断罪せしジヤツジメン堕天使トフオールン〉！」

　晴空は魔法で作り出した使い魔――全身を鱗に覆おおわれた、竜の頭を持つ天使を召しよう喚かんする。

　三匹の使い魔を従え、透悟に向かってまっすぐに飛ひ翔しようする。

　懐に飛び込む。遠距離戦じゃらちがあかない。

　近距離で極大魔法をぶつけて一気に勝負を決める！

「甘ぇよ。竜王」

　透悟の右みぎ腕うでが巨きよ大だい化かした――ように見えた。

　真紅の衣ころもの袖そでをぶちやぶって、黒い刃やいばのようなものが伸びていく。

　月のない夜。空には、満天の星。だが、透悟の腕の先だけ、星が消えていく。

　まるで黒いカーテンに覆われて行くように。

「〈天界の虚刀アンノウン・ルイン〉だ。これは見えねぇだろ」

「だったら――魔力障壁で！」

　ぞくん

　晴空の背中に寒気が走る。とっさに晴空は自分の周囲に展開しようとしていた障壁をキャンセル。代わりに三体の堕天使の周囲に球体の障壁を展開。自分は飛行魔法を全開にして方向転換。透悟から距離を取る。

「これが朱す雀ざくを片付けた力だ。受け止めてみせろよ、竜王!!」

　光を映さない漆しつ黒こくの刃が、空間を裂いた。

　暗くら闇やみをバックに、不可視の剣けんが〈断罪せし堕天使〉を包む魔力障壁に触ふれる。晴空の魔力で作り上げた、魔法を防ぐためのシールドが――両断された。

　まるで薄紙を切るように、貫通。

　黒い刃はそのまま〈断罪せし堕天使〉の竜頭に食い込み、その身体をまっぷたつにした。

　一振り――二振り――三体の堕天使の首が飛び、翼つばさが破れ、手足が四散していく。

「これで接近戦も封じられたな、竜王」

　バラバラになって落ちて行く晴空の使い魔を見て、透悟は笑う。

「飛び道具の撃ち合いは意味がねぇ。接近戦はできねぇ。さあ、次はどうするんだ？」

「……障壁を空間ごと斬きってるのか」

　今の晴空に〈竜眼〉はない。だけど、起きた事象をもとに分ぶん析せきすることくらいはできる。

　透悟の〈天界の虚刀〉は摩耶の「空間を操あやつる魔法」を応用したものだ。魔法で空間の裂け目を作り出し、それを剣の形にして振っている。触れたものは空間ごと斬られる。

　だから、空間に展開する魔力障壁では防げない。

　喩たとえて言えば城壁や防ぼう壁へきを、それが建っている地面ごと引っこ抜かれるようなものだ。どんなに壁が硬くても意味がない。

　――時間がないのに。

　ぐらっ、と視界が揺らいだ。

　身体が熱い。全身の血が沸騰するような感覚。心臓が信じられないくらいの速度で鳴っている。魔力系の暴走に、身体が悲鳴をあげている。

　――接近すれば斬られる。遠距離魔法は意味がない。つまり、この場合の最適解は。

「仲間を呼んで包囲する、か？」

「――っ!?」

「てめぇの能力に時間制限があることは知ってんだぜ。だから、それを補うためにてめぇは仲間を連れてきた。だったら――こうすれば終わりじゃねぇのか？」

　透悟が〈杖〉を振り上げると、彼かれの頭上に巨大な建造物が出現した。

　廃はい墟きよ地区から転移された、かつてホテルとデパートだったものだ。

「なに考えてんだ摩耶透悟！　下には摩耶の魔法使いもいるんだろ!?」

「俺には、魔法使いも人間も犬か猿にしか見えねぇ。放っておきゃ増える連中の心配してどうすんだ？」

　地上を見下ろす透悟の目は、なんの感情も映していなかった。

「――くそっ！」

　晴空は空中で方向転換。スタジアムをかばうように、透悟の真下に移動する。

　体内に〈上位者〉を宿している透悟と、ズタズタになった魔力系を暴走させて使っている晴空とでは、魔力の容量が違ちがいすぎた。二軒のビルを再転移させるのは、今の晴空には不可能だ。

　――間に合うか!?

　茉莉花の〈絶対防御の鱗〉で、あの質量は防げない。小さな身体は簡単に潰されてしまう。緋女乃だってそうだ。ビルの下敷きになったまま永久に再生を続けることになる。愛菜なら脱出できるだろうけれど、戦闘中に気づいてくれるかどうか――。

「そうだよなぁ。お前ならそうするよなぁ」

　巨大な建物と星空を背に、透悟が晴空を見下ろしていた。

「俺と対等に戦える力を持ちながら、お前が敗北する理由はそれだ。てめぇは守るものが多すぎるんだよ、竜王。仲間は助けにもなるが弱点にもなる。俺らのレベルについてこれない奴やつらは足かせにしかならねぇってのに！」

「――違う」

「俺を見ろよ。完成されたものは、なにも必要としねぇんだ。お前は俺と対等に戦える魔力を持ちながら、それを自分で壊した。これはその報いさ」

「違う！　僕は――」

　愛菜がいたから、家族をなくしても生きようって思えた。

　茉莉花が来てくれたから、家族を欲しがってもいいんだってわかった。

　緋女乃の〈共存したい〉って願いを聞いたから、力になりたいって思った。

「みんながいたから、今の自分になったんだ。愛菜と茉莉花がいなかったら、僕はここにいない。あんたの問いに意味はないんだ。摩耶透悟」

「不完全だな。俺ら絶対種から見ればゴミだ」

　そして巨大なビルが、スタジアムに向かって落ちてくる。

　透悟の空間転移魔法によって召喚され、魔力によって加速を与あたえられた廃墟が。

「くらえよ！　〈天巡る岩アメイジング・塊の帰還ホワイトアウト〉!!」

「〈光の矢、十億の神軍〉!!」

　晴空の周囲に無数の、光の竜が出現する。

　スタジアムの上空を覆い尽くすような、魔力で作られた竜の群れ。それが、落下してくるビルに向かって突き進んでいく。古びたコンクリートを牙で噛みちぎる。爪が鉄筋を叩き折る。まるで灯火に群がる虫のように、竜たちはビルの落下を押しとどめ、小さな破は片へんへと解体していく。

「――が――――ぁ！」

　魔力暴走の負荷で、晴空の目の前が真っ赤になっていく。それでも〈杖〉を握にぎりしめ、魔力を注ぎ続ける。

「終わりだ。もう、てめぇに勝ち目はねぇよ」

　ビルの向こうで、透悟が笑っていた。

「てめぇは動けない。俺はこの状態に持ってけば良かった」

　透悟の〈杖〉に光が宿る。同時に、彼の周囲に浮うかび上あがる、無数の火球。

「あとはビルの残ざん骸がいをちょっとずらして地上を潰し、てめぇの魔力が尽きるまで魔法を撃ち続ける簡単なお仕事だ。じゃあな、竜王」

　火球が晴空の魔力障壁に激げき突とつする。魔力を絞り出し続ける負荷に、一いつ瞬しゆん、視界がぼやける。制せい御ぎよが途切れたのか、ビルを支えていた竜たちが散らばっていく。支えをなくしたビルが落下をはじめる。透悟の魔法を受け続ける晴空の横を擦り抜けて。地上へ。茉莉花たちがいる、スタジアムに向かって。

　そして、地面が揺れた。

　廃墟地区のスタジアム――グラウンドゼロに、巨きよ大だいなビルが突き立った。

　噴煙のような土つち煙けむりが、廃墟地区に噴き上がる。

「身動きできずに仲間が死ぬのを見るのはどんな気分だ、竜王？」

　魔法を撃ち続けながら、透悟は晴空に向かって問う。

「単純な力比べになれば、てめぇは動けない。こうなった時点でてめぇの負けだ」

　晴空の視界がぐらぐらと揺れ続ける。押し寄せる火球で、身動きが取れない。

「……だけど、この状態になったらお前も動けない」

「それがどうした？　一人になったてめぇをぶち殺すなんて造作もねぇよ！」

「お前が魔力比べに持ちこむことは予想してた。単純な魔力の容量なら、僕はお前に敵かなわない。だけどそのためには、お前は動きを止めて、徹てつ底てい的てきな魔力の撃ち合いにもっていかなきゃいけない」

　魔力障壁で透悟の火球を受け止めながら、晴空は答える。

「そして僕の目的は、動きを止めたお前の包囲殲せん滅めつだ」

「包囲？　馬ば鹿かか!?　てめぇの仲間はもうどこにもいねぇよ！」




「いますよ。茉莉花はいつも、兄さまのそばに」




　透悟が顔を上げた。

　視線の先、透悟の頭上。

　そこには、光る竜の背に乗った茉莉花がいた。

「塵と化し灰に還るです――っ!!」

〈アッシュ〉が銃弾を吐き出す。透悟の〈杖〉を狙った至近弾。狙いは甘あまい。けれど、透悟の集中は解けた。晴空を叩たたいていた魔ま法ほうが消えていく。

「終わりにしようよ。透悟」

　いつの間に来ていたのか、透悟の真横には、竜の背にまたがった緋女乃の姿。

　服はほとんどが焼け焦げ、残っているのは胸と腰こしを覆うわずかな布だけ。それでも緋女乃は目を逸そらさず、透悟と向かい合う。

「摩耶透悟！　神獣との共存を願った父さまの命により、そしてハルさまと茉莉花ちゃんのために、あなたと――あなたの中にあるものを、ボクは壊す！」

「しゃらくせえってんだよ!!　神獣の眷属ども!!」

　透悟の絶叫が響き渡る。
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「ここまでは予想通りね……」

　愛菜は空を見上げてつぶやいた。

　周囲には崩れたコンクリートとガラスの破片が山になっている。グラウンドが露出しているのは愛菜のいる場所だけ。ぽっかりと穴が空いたような空間に〈煉獄の釘〉で地面に拘こう束そくされた摩耶の魔ま法ほう使つかいたちが倒たおれている。さっきまでじたばたしていたのが大人おとなしくなったのは、至近距離にビルが落ちてきたショックで意識を失ったのだろう。手当してやる義理もないし、命があるだけ感謝して欲しいと愛菜は思う。

　愛菜の頭上には分厚い壁。そこには〈神罰〉で作った大穴が空いていた。

　ビルが落ちてきた瞬間、真上に向かって撃うった極太の光線は、瓦が礫れきの直撃を防いでくれた。あとは自分を中心に、摩耶の魔法使いたちも入るような魔ま力りよく障しよう壁へきを作れば良かった。

　――それでも、気づかなかったらやばかったかも。

　晴空が〈十億の神軍〉を使った目的は、ビルの落下を食い止めることじゃなかった。

　ひとつは、透悟が単純な力比べに持っていくような状じよう況きようを作りだし、彼の動きを止めること。

　もうひとつは、光の竜のうち数体を地上に送り、上空の危険を知らせた上で、茉莉花と緋女乃を空へと運ぶことだった。

　――あたしはここで、晴空の背中を守る。

　摩耶の魔法使いたちが余計な手出しをしないように。
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　――あたしだって、晴空の切り札なんだから。

　この戦いのために晴空はいくつかの切り札を用意した。

　茉莉花が使った〈竜眼〉の譲渡を解除する古代魔法。茉莉花に渡した〈アッシュ〉。緋女乃の炎ほのお。愛菜も切り札のひとつだ。集団を制圧する能力を持ち、魔法でたいていの状況には対応できる彼かの女じよも、晴空の大切な切り札だった。

　晴空がそう言ってくれたから、愛菜はここにいる。

　高みで戦う神獣の眷属たちに、地上から手を伸ばす。

　自分も一いつ緒しよに戦っているのだと、忘れないように。

　――そして、最後の切り札は――

　この戦いを見届けよう。

　それが〈生命金属〉で神獣を根絶してしまった四名家の――

　そして、十年前に〈上位者〉を呼び出してしまった天伎家の役目のはずだから。










「絵本――ぬいぐるみ――積み木――マンガ――時代遅れのゲーム」

　竜の背にしがみついて、緋女乃は透悟を見下ろしていた。

　透悟は〈杖〉を手に、ほんの少しだけ首をかしげた。

「なんだ？　なにを言ってる、緋女乃」

「透悟の病室で、小さい頃ころのボクたちがわけあったものだよ」

　摩耶で最も弱いものだった緋女乃と透悟。総帥の子供として生まれた双ふた子ご。

　身体改造を行い、魔法効果を高める摩耶の中で、二人の居場所はなかった。だから、遊び場はいつも透悟の病室だった。そこなら弱い自分たちを、受け入れてくれたから。

「あの場所に帰りたいとは思わないよ。でも、透悟と殺し合いたいとも思わないんだ」

　緋女乃は手のひらで涙なみだをぬぐった。

　透悟の殺気に満ちた目。あれは緋女乃が気づけなかった透悟の闇。

「ボクはここにいたい。ハルさまと茉莉花ちゃんと、二人を受け入れてくれてる人の中にいたいだけなんだ。朱雀の実験体の願いなんかそれだけ。それだけでいいんだ！」

「言ったはずだ。共存はできねぇ」『不可』

　透悟の声に、別の、無機質な声が重なる。

『神しん獣じゆうの根絶は魔法使いとの契けい約やく。魔法使いを神の領域に高めるための』

　透悟の顔から表情が消える。

　まるで決められた言葉を話しているように、唇が言葉を紡ぎ続ける。

『武器を与え、天敵を狩からせた。あとは根を刈り、枯らす。無に帰れ、絶滅種の残骸』

「――ってことだ、悪いな、緋女乃」

　透悟の右手に、不可視の刃が生まれる。

「……透悟……兄さん」

「〈天界の虚刀〉――解体されろよ、絶滅種の残骸」

　声はもう、届かない。

　緋女乃は覚かく悟ごを決める。声も想いも届かないなら、力ずくで止める！

　この町で見つけた、大切な人のために。

「緋女乃――っ！」

　晴空の声が、聞こえた。

　耳を澄ます。この世界に残った竜王の従者スレイブとして、使命を果たす。

「空間を裂く不可視の剣を炎で照らせ！」

「御意だよ竜王！　いくよ〈生々流転エンドレスの火炎・リボーン〉!!」

　緋女乃は朱雀の力を解き放つ！

　両腕から生まれた炎の翼。朱雀を思わせるそれが、透悟に向かって迸ほとばしる。

「緋女乃――お前はどっちだ。摩耶か、神獣か？」

「ボクは神獣と魔法使いの共存のために作られたもの。だから、共存を望むものの味方。今のボクは、ハルさまの従者だよ」

「だったら解体されろ！」

　透悟の身体を、緋女乃の炎が包み込む。けれど、透悟は揺るがない。

　彼の身体を薄く覆う光が、朱雀の炎を防いでいた。

「朱雀の炎なんざとっくに攻略済みだ。いまさら効くわけねえだろ！」

「うん。だけど、透悟の剣は見えるようになった」

　緋女乃が見つめるその先、紅ぐ蓮れんの炎に包まれた透悟。

　その右手にある、不可視の剣が、黒く浮かび上がっていた。

〈天界の虚刀〉は触れたものを空間ごと消し去る。

　だから、緋女乃の炎が消えている部分を見れば、透悟の剣の軌き道どうが見える。

「てっめええええええええっ!!」

「――っ！」

〈天界の虚刀〉の切っ先が、緋女乃の胸を掠かすめた。

　鮮血が飛び散り、炎に変わる。胸の傷口はすぐに塞がる。緋女乃は指先で胸をなぞる。なめらかな肌はだ。その下にある心臓。鼓動の高鳴りは止まらない。

　でもこの高鳴りは、透悟のせいじゃない。

　緋女乃を受け止めてくれた晴空がくれたもの。本当は九年前に自分がするはずだった、人間と魔法使いと神獣の共存をなしとげようとしている竜王。自分は目覚めるのが遅すぎた型落ち品。劣化版の実験体。

　だけど、ハルさまにはそんなの関係なかった。自分をただの女の子として見てくれた。一緒にいたい。あの〈竜眼〉に自分のすべてを見られた時から、胸のときめきは治まらない。もしかしたらずっと治まらないのかもしれない。それでもいい。

　自分は竜王の従者だから。これはその証しよう拠こ――

「もう、いいよ。時間をくれてありがとう」

　本当は、通じないなんてわかってた。緋女乃の言葉も炎も、ただの目くらまし。

　本命は――

「透悟を止めて！　ハルさま、茉莉花ちゃん！」
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「竜王の名において命ずる！　我わが配下、竜りん胆どう茉莉花、摩耶透悟を止めよ」

「了解です竜王――――っ!!」

　炎の壁を破り、竜の背に乗った晴空と茉莉花が、透悟に向かって突き進む。

　今の晴空に〈竜眼〉はない。茉莉花の覚かく醒せいは使えない。

　あと数分しか使えない魔法と〈アッシュ〉〈絶対防御の鱗〉――武器はそれだけだ。

　だから、もう終わらせる。

　生き残るために。

　魔法使いが呼び寄せてしまった〈上位者〉を倒し、この世界で生きていくために。

「「塵と化し灰に還れ――っ!!」」

　晴空と茉莉花の手が重なる。

　晴空の手が照準を修正し、茉莉花の指が〈アッシュ〉の引き金を引く。

　魔法喰らいアツシユの銃弾が〈天界の虚刀〉を打ち砕いた。

「小細工でしかねぇってんだよ!!」

　透悟が、吠えた。

　晴空と茉莉花は手を重ね、〈アッシュ〉を連射する。透悟を囲む緋女乃の炎の――そこだけどこかに炎が流れ出している箇所を撃ち抜く。ガラスが割れるような音とともに、空間の歪みが消える。

　――やっぱり、空間転移の「ゲート」か！

　二人は透悟が転移して逃にげるために仕し掛かけた魔法を〈アッシュ〉で破は壊かいしていく。

　今の晴空に魔法陣は見えない。

　けれど、炎に包まれた不可視の剣は見える。空間の歪みもわかる。そのために緋女乃の炎を借りた。透悟を説得していたのは、彼女自身の願い。そして透悟の注意を引き付けるためのもの。

　人を超えた魔法使いの、摩耶透悟。

　彼を止めるには、晴空たちが持っているものをすべて使いきるしかない。それが壊れた魔力系であっても、ちゃんと狙えない〈アッシュ〉であっても、透悟に届かないとわかっている言葉であっても。

「これで終わらせる。茉莉花が僕ぼくの切り札だ。わかってるよね？」

「わかってます。茉莉花は一生、兄さまの切り札です」

　晴空の前に座すわった茉莉花が彼に背を預け、振ふり返かえる。

　生死のかかった瀬戸際だとは思わないくらい無む邪じや気きな顔で、笑う。

「兄さまが二度と自分を壊したりしないように。兄さまが、今の兄さまでいられるように――茉莉花はそのための切り札です。ずっと兄さまの手が届くところにいて、兄さまが『茉莉花がいないとだめだ――っ！』ってなるまで、茉莉花はずっとずっと兄さまと一緒です。切り札ってそういうことですよね？」

「……たぶん」

　晴空は迷わず頷うなずき返かえし、自分がそうしたことにびっくりする。

「茉莉花はずっと、僕の切り札だよ」

「――はいっ！」

　太陽みたいな笑え顔がおの茉莉花――晴空の妹。

　風になびくその髪かみを、透悟が放つ灼しやく熱ねつの矢がかすめていく。晴空は併走する光の竜でそれを受け止める。膨ぼう大だいな魔力の〈矢〉の威い力りよくに、光の竜が弾け飛ぶ。それはもう、見ない。晴空の視界に映るのは揺ゆれる茉莉花の髪と、近づいてくる摩耶透悟の姿。

　心臓が破れそうなくらい激しく鼓こ動どうしている。魔力系の暴走に身体からだが悲鳴を上げている。

　喉のどの奥おくから溢あふれてくる血を拭って、晴空は前を見る。

　摩耶透悟の中にいる〈上位者〉。

　奴らは世界を変えてしまった。魔法使いに〈生命金属〉を与えて、神獣を根絶して、変わってしまったこの世界に降りてきた。勝負なんかもうついてる。神獣は負けて、滅ほろびて、残っているのはハーフの茉莉花と、神獣の力を受うけ継ついだ晴空と緋女乃だけ。

　変わってしまった世界はもう、どうにもならない。そんなことはどうでもいい。

　だけど、茉莉花の居場所だけは、守る。

　妹が竜の末まつ裔えいとして生きていける世界だけは、絶対に守ってみせる。

「竜王の名において命ずる。我が妹、茉莉花。この世界より〈上位者〉を駆く逐ちくせよ!!」

「使命うけたまわりました兄さま――っ!!」

　晴空は飛行魔法を茉莉花に付与。

　小さな身体が、透悟に向かって飛んでいく。

　ずきん、と、心臓が鳴る。晴空は最後の魔力を振り絞る。

　飛来する茉莉花に向かって透悟が腕うでを上げる。〈杖〉に光が宿る。彼の右腕に再び黒い剣。左ひだり腕うでに空間の歪み。茉莉花を剣で斬り捨て、逃げるつもりだ。

　だが、それが発動する前に、晴空の魔法が完成した。

「キル・ゴッド・オゥル――」

「無む駄だだ！　俺おれに当てたきゃ光速の魔法でも持ってきやがれ――」

　透悟が茉莉花に向かって〈天界の虚刀〉を振り上げる。




「〈殺神キル・ゴツ魔法ド・オウル　聖ゲオルギウスの槍やり・改リバース〉！」




　光速で放たれた二本の青い槍が、透悟の両腕を撃ち抜いた。

「……な、に？」

　透悟の手から〈杖〉が――落ちた。

「光速じゃないと当たらないんだろ。だから、準備してきた」

　晴空を乗せていた光の竜が、消える。最後の魔力が、尽きる。

　支えをなくした晴空の身体が、落ちていく。

「〈殺竜魔法〉を対魔法使い用にアレンジした奴だ。摩耶透悟」

　前の戦いで歌音が使った、天伎秘伝の〈殺竜魔法〉。

　光速で飛来し、茉莉花の脇腹を貫いたその魔法は見た。だから晴空も使える。

　作り替えることだってできる。

　竜を殺す魔法を――神を殺す魔法に！

「――竜を殺すための魔法が――お前を止める!!」

　知らず知らずのうちに笑えみが浮かんでくる。

　呼吸が苦しくなる。でも、晴空は息を目一杯に吸い込む。

　彼が与えた飛行魔法で、透悟に向かって飛んでいく妹を見上げながら、叫さけぶ。

「行っけ――――――っ！　茉莉花――――っ!!」




＊




「はい！　兄さま!!」

　茉莉花の目の前には透悟の顔。表情にさっきまでの余よ裕ゆうは、もうない。

　ただ、浮かんでいるのは歪ゆがんだ怒り。

　両りよう腕うでを晴空が放った〈聖ゲオルギウスの槍・改〉で撃ち抜かれ、まるで空中に磔はりつけにされたよう。

「絶ぜつ滅めつ種しゆ――があああああああぁっ!!」

　絶叫とともに、巨大な魔力障しよう壁へきが発生する。

「塵と化し灰に還るですっ!!」

　茉莉花を吹き飛ばそうとする障壁を〈アッシュ〉の銃じゆう弾だんが打ち砕く。茉莉花は手を伸のばす。透悟の肩かたに、触れる。爪を立てる。どくん、と、怒りがこみ上げてくる。直感でわかる。この人の中に、別の生き物がいる。茉莉花に毒ガスのような怒りを向けてくる。

『この者は――殺せぬ』

　透悟の中にいるなにか――〈上位者〉は言った。

『我の加護は絶対。頭を撃ち抜こうと、手足をもぎ取ろうと、死なぬ』

「そうですか」

　茉莉花は〈アッシュ〉をリングに戻す。透悟の肩を掴んだ勢いのまま、彼の背中に回り込み、首に腕をかける。

　ぎぎぎ、と、音を立てて、透悟が振り向く。

　感情のない、ガラス玉のような目が、茉莉花を見た。

『我は勝利者。福音に刻まれし、黙示録の炎とともに現れる審判者。〈生命金属〉は、選ばれし戦士に与えし剣。神獣という魔を滅するための』

「難しくてよくわかんないです」

『世界は変わらぬ。魔法使いの進化の階かい梯ていを高めるには、神獣などという外道は不要。故ゆえに滅ぼさねばならない。人間の未来のために――』

「世界とか進化とか言ってるのはわかります。けど、それって嘘ですよね」

　茉莉花はポシェットに手を突っ込んだ。

　最後の切り札――金属製のケースに収められたそれを取り出す。

　手は震ふるえない。兄さまと、たくさん練習したから。

「兄さまが言ってました。〈上位者〉が神獣を滅ぼしたのは、これを恐れたからだって」

「ＧＩＩＩＩＩＩＩ!?」

　茉莉花が手にしたものを見て、透悟が目を見開き、絶叫する。

　魔力が溢あふれ出だし、茉莉花を振りほどこうとする。けれど、もう遅おそい。

「これで、詰み――――ですっ!!」

　茉莉花は手にしたものを、まっすぐ、透悟の首筋に突き刺した。

　小さな手がつかんでいるのは、さらに小さな、本当に小さな、注射器。

「――すべてのエル・フイアナ・神獣の総オウル・リーネ意によりエスト・カイン、摩耶透悟にリーネエスト・神獣のかけパルス・トーらを与えるゴ・マーヤー」

「――――っ!!」

　茉莉花の唇から流れ出す古代魔法。それを聞いた透悟が悲鳴を上げる。

「其はいかなるノウン・アビ能力も与えずラ・オウル、いかなる加護ノウン・ブレも与えないス・オウル。ただトウン、伝えるリーラ。竜胆茉莉花へとマツリカ・リンドウ繋がるアイン、すべての神リーネエスト・獣の思いをオウル・ハート。ただリーン、聞いてリーラ。わかってリーン」

　透悟の抵てい抗こうに構わず、茉莉花は注射器を押し込んでいく。

「――神獣が、どれだけこの世界を――人間を好きだったか――」

　注射器の中身がゆっくりと、透悟の体内に入っていく。

　毒性はない。

　譲じよう渡と魔ま法ほうで与えているから、病理的な反応は起こらない。すぐに排出される。

　ただし、その前に、これは強烈な効果を魔法使いに与える。

「〈上位者〉を殺すための効果。魔力系の破は壊かい、です！」

　最後の一滴、それが、透悟の体内へと消えていく。

「これは茉莉花の血液――神獣の細さい胞ぼうです」

　神獣の細胞は魔法使いの魔力系を破壊する。〈竜眼〉が、晴空の魔力系を破壊したように。そして、一度壊れた魔力系は、二度と回復しない。

『どんな魔法を使っても、たぶん〈上位者〉は殺せない』

　晴空は、茉莉花にそう言った。

『でも、神獣なら――その末裔たる茉莉花なら、神セフイラを殺せるかもしれない』

　時軸学園の実験室で晴空が資料を調べて見つけた、道を踏み外した魔法使いへの刑罰。

　まだ神獣と魔法使いが敵ではなかった頃に使われていたもの。

　神獣の細胞による〈魔力系〉の破壊儀式。それを晴空は茉莉花を使って甦よみがえらせた。

　ただ一度だけ、この世界に降臨した〈上位者〉――神を殺すために。

「ＬＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＧＩＩＩＩＩＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」

　透悟の身体が、震え出す。喉を反らして、人のものではありえない絶ぜつ叫きようを吐き出す。

　茉莉花は彼の背中から、手を放した。

　小さな身体が地上へと、落ちていく。

　頭上で透悟の身体が発光している。背中から翼のかたちをしたオーラのようなものが広がっていく。ひとつ、ふたつ――八枚の翼。とても綺麗だけれど、とても恐ろしいもの。それが裂けていく。千切れ、小さな羽になって消えていく。茉莉花には魔力の流れは見えない。でも、成功したはずだ。透悟の身体がゆらり、と揺れ、落ちてくるから。

『〈上位者〉は透悟の魔力系に取り憑いてる』

　茉莉花の脳のう裏りに、ふたたび晴空の言葉が甦る。

　それだけで、せつなくなる。側そばにいたい――触れたい――くっつきたい。隙すき間まひとつないくらい。二人ふたりで一つの生き物だって勘かん違ちがいするくらいに。

『だから、透悟の魔力系を壊せば、あいつらは宿主を失って存在できなくなる。そのために茉莉花の細胞が必要なんだ』

　――そう言って兄さまは、茉莉花の腕に針を刺しました。

　少しだけ溢れた血を指で押さえてくれた。

　それだけで茉莉花はどうにかなっちゃいそうなくらいどきどきした。

『神獣の細胞は魔力系をズタズタにする。魔力系に棲んでる〈上位者〉も、ただじゃ済まない。あいつが消えるかどうかはわからないけど、もう、切り札はそれしかないんだ』

　――はい。

『これで僕たちは摩耶透悟を本当に壊しちゃうことになる。身体が元の弱い状態に戻もどるかどうかはわからないけど、でも、あいつを止めるには他ほかに方法がないんだ』

　――はい、兄さま、茉莉花は使命を果たしました。

　だから、そばにいて。

　兄さまの手を放した今だから、なんとなくわかるんです。

　茉莉花が、兄さまとどうなりたいのか。

　愛菜さんがいて、緋女乃さんが来て、茉莉花は自分の気持ちに気付いたんです。

　だから、兄さま。

　茉莉花のそばにいて――。




「お疲れさま」




　その声が聞こえたとき、茉莉花は自分の落下が止まっていることに気付いた。

「ナイスキャッチって言ってもいいわよ？」

　白い腕が、茉莉花の身体を抱かかえていた。

　無機質な陶器のような腕。素す裸はだかの作り物の身体。背中には二枚の翼つばさ。

　茉莉花を抱えているのは、天伎の使い魔〈祝福されブレツシングし天使・ヴアーチエ〉だった。

　他にも二体の作り物の天使が、茉莉花の周りに浮かんでいた。一体は気を失った緋女乃を抱えている。もう一体は、身動きひとつしない透悟の首根っこをつかんでいる。

　そして三体の天使の中央には、晴空を抱だきかかえた愛菜がいた。

　天伎家の次期後継者候補にふさわしく、優ゆう雅がに髪をなびかせ、まるで女神のような微笑みを浮かべて。

「まったく、下で見てるこっちの身にもなってよね。落っこちてくるのはわかってたけど、タイミング合わせるのは大変なんだから。竜胆ちゃんは、大だい丈じよう夫ぶだった？」

「大丈夫じゃないです一大事です！」

　茉莉花は腕を振り上げた。

「どうして愛菜さんが兄さまをお姫様だっこしてるんですか!?」

「……どうして、って」

　愛菜の顔が赤くなるのが見えた。茉莉花は夜目がきくからはっきりわかる。

「しょ、しょうがないじゃない。〈祝福されし天使〉をコントロールするのは三体が限界だったんだもん。みんなを落とすわけにはいかないでしょ？　だからあたしが晴空を受け止めたんだもん」

　まるで大事な宝物のように、晴空を抱く手に力をこめる愛菜。

　なんだろう。どうしたんだろう。胸がちくちくする。

　晴空と一緒にいるときは、気持ちのいい「じんじん」だったのに、今は少し嫌いやな気分の「ちくちく」。

　――うん、茉莉花もきっと、自分のことが全部わかってるわけじゃないんです。

　この町に来て、晴空に出会って、一緒に暮らすうちに、茉莉花の中でいろいろな扉とびらが開いた。魔法使いのことも、人間のことも。みんなと出会って、たくさんのことがわかって、でも、わからないことも増えた。それはきっと、いいことなんだと思う。

　茉莉花は最後の竜の末裔だから、竜のおかーさん――エリシアが愛した人間のことを、もっと知りたい。

　もちろん、誰だれよりも一番知りたい人は――

「というわけで愛菜さん、兄さまを茉莉花に渡わたしてください」

「どういうわけなのかさっぱり話が見えないんだけど!?」

「茉莉花がこの世界で変わっていくには、兄さまが必要なんです」

〈祝福されし天使〉に抱かれながら、茉莉花は手を伸ばす。

「兄さまがいないとだめなんです。茉莉花は気持ち良くなれないんです。茉莉花は兄さまに出会って今の茉莉花になったんです。いわば、茉莉花は兄さまの手で女の子になったみたいなものなんです」

「――え、ええええええええええっ!?」

「茉莉花はもっともっと兄さまのことを知りたいんです。茉莉花は兄さまにもっともっと変えて欲しいんです。新しい自分を見つけたいんです。だから、兄さまに触れさせてください抱きしめさせてくださいくっつかせてください！」

「ちょ、ちょっと。竜胆ちゃん？」

　なんだろう。すごく恥はずかしいことを言っているような気がする。

　でも、止まらない。すぐそこで真まっ赤かになってる愛菜。兄さまとずっと一緒だった愛菜さんだから聞いてほしい。そうしないとズルをしてるような気がする。それが竜の直感。直感には従うべき。それが茉莉花の竜としての存在意義レゾンデートルだから。

「竜胆ちゃん落ち着いて。あなたは戦闘のあとだから興奮してるの！」

「茉莉花は落ち着いてます。自分の運命も理解してます」

「う、うんめい？」

「茉莉花が兄さまと交わって未来に血を残すって運命です」

　びし、と、愛菜を指差して思い出す。

　そういえば、兄さまに聞こうと思っててずっと忘れてた。緋女乃が来てからは、毎日がジェットコースターみたいだったから。

「ところで、兄さまと交わって血を残すってどうすればいいんですか？」

「……う、うわわ」

　愛菜の顔が湯気が出そうなくらい真っ赤になる。

「だ、だめ――っ！　そんなのだめ――っ!!」

「あ、愛菜さん!?」

「は、晴空はあ、あたし、の！　あたしの――っ!!」

　髪をぶんぶんと振り乱し、涙目で叫ぶ愛菜。

「小さい頃から一緒だったんだから。ずっと迷めい惑わくかけられっぱなしだったんだから。晴空にかけられる迷惑がごほうびだったんだから、だから、だめ！　竜胆ちゃんが晴空と交わって血を残すとかだめなんだからぁ!!」

「さては兄さまと交わって血を残す方法を知ってますね愛菜さん！」

「う、ううううぅ……」

「教えてください。茉莉花にとっては大事な運命なんです」

「う……あのその、えと、子どもつくる？」

「子ども？」

　うんうん、と頷く茉莉花。わかった。すごくすっきりした。

　どうして兄さまの言葉にすぐに真っ赤になっちゃうのか、どきどきするのか、身体がじんじんするのかわかってしまった。茉莉花の本能はちゃんと、自分がしなきゃいけないことをわかってた。頭がまだ、それを理解してなかっただけ。

　兄さまと交わって血を残すのが茉莉花の運命。つまり、二人で子どもを作ればいい。

　うん。とっても簡単。それだけのこと。

「わかりました。じゃあ愛菜さんも茉莉花と一緒に、兄さまの子どもを作りましょう！」

「ふぇええええええええええっ!?」

「だいじょぶです。茉莉花、愛菜さんのことも大好きですから」

　そう言って茉莉花は、笑う。

　顔を真っ赤にしてあわあわ言ってる、愛菜に向けて。

「おうちに帰ったら三人で相談しましょう！　兄さまだって喜んでくれるはずです。だって、家族が増えるんですから。作り方わからないんで教えてください。兄さまと愛菜さんが一緒なら、どんな難しい方法でもなんとかできるはずで…………ちょ、ちょっと、愛菜さん？」

「……ぷしゅぅ」

　限界だったらしい。

　真っ赤な顔をしていた愛菜は、頭から湯気を出して、気絶した。

　茉莉花、緋女乃、透悟を支えていた〈祝福されし天使〉が消しよう滅めつする。けれど、もうここは地上すれすれ。廃はい墟きよ地区の路上に降り立った茉莉花は、くたり、と倒れている愛菜と、彼女に重なり合うように横たわる晴空に向かって駆けていく。

「……よいしょ」

　茉莉花は晴空の身体を抱え上げた。

　小さな掌てのひらを、晴空の左胸に当てる。鼓動がすごく早い。呼吸も荒あらい。

　さっきまで、どれくらいぎりぎりの状態で戦っていたんだろう。

「兄さま、聞こえてますか？　こんなこと繰り返してたら、いつか死んじゃいますよ？」

　だから、そうならないように、ずっと側にいよう。

　晴空が無む茶ちやしないで済むように、もっと強くなろう。魔法使いのことを勉強して、人間のことも知って、また怖こわい人が襲おそって来ても、竜の力であっという間にやっつけられるように。晴空が戦わなくても、いいように。

「兄さまのあやうさを封ふうじるのは、茉莉花のお仕事なんですから」

　茉莉花は地面に座り、晴空の頭を膝ひざの上に乗せた。

　ポシェットに手を入れ、取り出したのは、金色の眼球〈竜眼〉とメモ帳。

　茉莉花は折っておいたページを開いた。

　そこに書かれていたのは、古代魔法の文字。

　忘れないようにメモしておいた〈竜眼〉を譲じよう渡とする魔法だった。

「（あらゆる竜のアーク・エ総意によりル・ドラク、葛木晴空ミナモル・フに竜眼をイア・ハルア授けますキ・カツラギ。再び彼に竜リピア・ヒルテイ王の称号をム・ドラグロード）」

　戦いが終わったら、晴空はまた、竜の眷けん属ぞくに戻る。

　それは、二人で話し合って決めたことだった。

　茉莉花は〈竜眼〉を晴空の左のまぶたに乗せた。

　すぅ、と、金色の〈竜眼〉は晴空に吸い込まれて行き、短い譲渡の儀ぎ式しきは終わった。

　空には、満天の星空。

　灯りのない廃墟地区だから、星の光がよく見える。人類が生まれる前に神獣がそうしてきたように、人類が生まれてからずっとそうしてきたように、茉莉花は空を見上げた。
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　流れ星が見えたけれど、願い事は見つからなかった。

　不思議なくらい、胸がいっぱいだったから。

　ここにはなんにもない。まわりには壊れかけの建物と、錆さびた街灯。はがれかけのアスファルト。地面は硬くてざりざりするし、戦ったあとだから服もボロボロ。お気に入りのワンピースはかぎ裂きだらけだし、髪にだって焦げ跡が残ってる。

　なのに――どうしてこんなに幸せなんだろう。

　――不思議ですね、兄さま。

　なのに、どうしてこんなに幸せなんだろう。

　茉莉花の小さな膝の上には晴空の頭があって、荒い呼吸を繰り返している。

　時間が経たつにつれて、それが少しずつ落ち着いていくから、茉莉花の顔には自然と笑みが浮うかんでくる。

　目を覚まさないのをいいことに晴空の髪を撫なでて、ずっとこんな時間が続けばいいと思ってしまう。でもやっぱり、晴空が目覚めないとさみしいから、茉莉花は彼の呼吸に耳を澄ます。目を開けて「おはよう、茉莉花」って言ってくれるのを待つだけの、優やさしい時間。

　それは茉莉花にとって、なによりも大切なプレゼントだった。










「……終わったようじゃな」

　山の斜面に腰こしをおろし、天伎夏なつ希きはつぶやいた。

　ここから、戦せん闘とうの一部始終を見ていた。竜の軍勢が消え、落ちていく晴空たちを愛菜の使い魔が回収するところまで確かく認にんした。もう、大丈夫だろう。結局自分が出る幕はなかった。出たところで、邪じや魔まにしかならなかっただろうが。

「よっ、と」

　夏希は勢いをつけて立ち上がる。眠ねむりと覚醒を繰り返しながら寿じゆ命みようを延ばしてきたけれど、そろそろ限界かもしれない。魔力も衰おとろえたし、今回だって、摩耶の「反透悟派」を動かして、緋女乃を呼び寄せることくらいしかできなかった。あとは歌音に情報を流し、晴空たちを間接的に援護したくらい。まったく、役立たずもいいところだ。

「結局、お主の娘むすめに面めん倒どうをかけてしまったよ。エリシア＝アースドラグ」

　夏希は振り返り、竜の墓標に向き直る。

　彼かの女じよの背よりも、ほんの少し高いだけのシンプルな墓標。そこに彫られた竜のレリーフは、なにも答えない。

　夏希はポケットからタブレット端末を取り出し、とあるファイルを開いた。

　歌音が書いた、摩耶透悟と〈上位者〉についてのレポートだった。愛菜に送ったものより、さらに詳しよう細さいに分ぶん析せきしてある。短い時間で、よくもここまで書けるものだと感心する。さすがは天伎の最強種、といったところか。もっとも、レポートの関心は、透悟ではなく別のところにあるようだが。

『結論。

〈上位者〉は異界の精神生命体であり、魔ま法ほう使つかいの〈魔力系〉に寄生する。

　寄生した宿主に膨大な魔力を与あたえる代わりに代だい償しようを負わせる。

　例えば強すぎる魔力のせいで、魔法が制せい御ぎよできなくなるなど。

　摩耶透悟が前の総そう帥すいの殺害に至ったのも、魔法の暴走によるものだと考えられる』

　なるほど、と、思った。

　思いがけない魔法の暴走による肉親の殺害。それが摩耶透悟を変えたのかもしれない。

　自分を「罪人」と思うか、人を殺しても許される「選ばれしもの」と思うか。人の選せん択たくはさまざまだ。摩耶透悟は後者を選んだ、というわけか。

『ここからは推論。ただの妄もう想そう。

　この世界に来た〈上位者〉が一体だけとは限らない。

　そして〈上位者〉は虚弱体質の者、重傷を負ったものなどを選んで取り憑く。

　これは、そういう者のほうが抵抗力が少ないから。精神に入り込みやすいからだろう。

〈上位者〉召喚実験が行われたのは十年前。

　当時、グラウンドゼロの近くにいて〈上位者〉に取り憑かれやすい状態の者は、他にもいたかもしれない。

　例えば、事故により家族と一いつ緒しよに車ごと崖から転落した少年がいたとしよう。

　その少年が一人ひとりだけ運良く軽傷で済み、その後、魔法の才能を見出され、天伎家に引き取られたとしよう。

　そして、その少年が五年前に暴走して、幼なじみを殺しかけてしまった、と仮定する。

　彼――とんでもなく無鉄砲でどうしようもなく馬ば鹿かな彼に〈上位者〉が取り憑いていたという可能性はないだろうか。

　十年前の自動車事故で、彼も死にかけていた。しかし、即死はしなかった。そこに〈上位者〉が取り憑き、宿主の身体を再生させたという可能性はなかっただろうか。そうとでも思わなければ、魔法使いの血筋でもない彼が、天伎直系の人間を圧あつ倒とうするほどの魔力を備えていたことの説明がつかない。

　殺しかけた――そう、彼は殺さなかった。最後の一線でそれを止めた。

　やっぱり彼は化け物なのだろう。〈上位者〉を相手に、自分を保ち続けたのだから。

　その力を、愛とか心とか言うのは簡単すぎるのでやめておく。

　そうして、幼おさな馴な染じみを傷つけたことにショックを受けたその馬鹿は、最後の竜に会い〈竜眼〉を得た。

　知ってのとおり、神しん獣じゆうの細胞は魔力系を破壊する。

　当然、その時、魔力系に取り憑いていた〈上位者〉もズタズタに破壊されたか、あるいは寄生できなくなって消えたか、どちらかの結果をたどったことだろう。

　そうして彼には、ズタズタに千切れ、封ふう印いんされたものの、強大な魔力系が残った。

　まぁ――すべては仮説ですよ、当主さま。

　天伎の元当主候補が暇ひまを持て余して垂れ流した、ただの妄想です。証拠はなにもないし、これで摩耶透悟を説得しようとかしないでください。殺されるだけですから。

　ただ〈上位者〉が神獣を滅ぼそうとした理由は、これでつくでしょう。

　寄生すべき魔力系を壊してしまう力をもった神獣を、奴やつらは恐れた。だから魔法使いに〈生命金属〉を与え、神獣を駆逐させた。いつか〈上位者〉の本隊がこの世界にやってくる、その時のために。

　まぁ、どうでもいいですけどね。私には。魔法使いの未来なんて。

　そんなことより、愛菜に気合入れるように言っといてください。

　あの子は不器用で恥ずかしがり屋だから、油断してると竜の少女にハルくんを取られるって。本物の天然が一番怖いってさ。

　それでは、さようなら、当主さま。

　ハルくんと愛菜を、よろしく。

天伎　歌音』

「不器用なのはお主も同じじゃろうが、歌音」

　苦笑いして、夏希はタブレットを懐に入れた。

　もう一度、竜の墓標に目を向ける。

「……この仮説は正しいのか？　エリシアよ」

　竜のレリーフは答えない。

「お主はすべてを知った上で、晴空に〈竜眼〉を与えたのか？」

　答えはない。土の下で眠る竜の死体が、動き出すこともない。

　夏希はまた、笑う。

　この問いに意味はない。

　晴空が魔法使いを辞めることを願わなければ、最後の神獣であったエリシアが人を愛さなければ、二人が出会うことも、晴空が〈竜眼〉を得ることもなかったのだから。

　これは人間と神獣――お互たがいを信じた二人が起こした、小さな奇跡だ。

「あ、そうじゃ、忘れておった」

　木々が揺れた。

　なつかしい竜の声を聞いたような気がして、夏希はきびすを返す。

　もちろん気のせいだろう。エリシアを解体した自分に、答えなんか求める資格はない。

　ただ、願うだけ。

　次の世代の者たちが、どうか、優しい世界に生きられるように――

「エリシア、お主の娘は、お主にそっくりじゃよ。お主と同じように、人間を愛しておる。竜の血は未来に残るじゃろう。それを見守るくらいのことはさせておくれ……」

　そうして夏希は、山を下りはじめた。







終章　竜王の花嫁







　数日後。

　晴はる空あきたちは唯ゆい月づき駅のホームで、空港行きの電車が来るのを待っていた。

「お世話になりました。ハルさま、茉まつ莉り花かちゃん。それに愛あい菜なさん」

　緋ひ女め乃のは膨らんだバッグを手に、立ち上がる。

「ほんとに、もう帰っちゃうんですか？」

「透悟とうごが総帥の座から降りたといっても、それで摩耶マーヤーがすぐに変わるわけじゃないからね。妹のボクが新体制を作る手伝いくらいしないと」

　さみしそうな笑顔を浮かべて、緋女乃が晴空を見た。

　あの日、透悟が倒たおれたあと、魔法使いたちの暴走も止まった。

　すべての〈階梯の腕輪チエンジリング〉は砕け散り、意識を取り戻した摩耶の魔法使いたちは天あま伎きの魔法使いたちの監かん視しの下、一足先に島に戻された。今は天伎夏なつ希きを仲ちゆう介かい役やくとして、摩耶の強きよう硬こう派はと共存派の間で、話し合いが行われている。

　透悟はまだ、天伎家で監視されている。魔力系はずたずたになり、魔法は一いつ切さい使えなくなった。それと記き憶おくの混乱があった。ここ数年の記憶が、まるで切れかけのフィルムのように途切れ途切れだという。

　最後に鮮明に残っているのは、前の総帥を殺したときのこと。

　自分が暴走して、父親を殺した。その後、意識をなにかにゆだねた。

　それでも、すべては自分の意志でやったことだと――

　別人のように穏おだやかな表情で、透悟は緋女乃たちに話したのだった。

「〈上位者セフイラ〉って、やっぱり神様みたいなものだったんでしょうか？」

「そうだったとしても、あいつは僕ぼくたちの神様じゃないよ」

　問いかける茉莉花に、晴空は答えた。

「この世界はもともと神獣がいるのが普ふ通つうだったんだ。あいつはそれが気に食わなくて、神獣を滅ぼすために魔法使いを利用した……そんな神様がいるもんか」

　いるとしたら、それは別の世界の神様だ。

　たとえば竜が想像上の生き物で、神様の敵対者として恐れられている世界。

〈上位者〉は、そんな世界から来た、生命体なのかもしれない。

「〈上位者〉が危ないものだってことは、ちゃんと摩耶にも伝えるよ」

　緋女乃はそう言って、うなずいた。

「召喚実験は二度と起こさない。廃墟地区も作らないし、神獣と魔法使いが敵対することもない。大丈夫だよ。魔法使いだって、話のわからない人ばっかりじゃないんだから。ね、愛菜さん」

「……どうしてあたしに振ふるの？」

「助けられっぱなしで、お礼も言ってなかったから」

　緋女乃は愛菜に向かって、深々とお辞じ儀ぎをした。

「〈裁定〉に協力してくれたこと、透悟を止めるのを手伝ってくれたことに、改めて摩耶の血筋としてお礼を言います。ありがとう」

「ふ、ふーんだ。別にあなたのためじゃないもん」

　愛菜は照てれ臭くさそうに、緋女乃から目を逸そらした。

「摩耶との同盟が天伎のメリットになるから手伝っただけだもん」

「うん。これで魔法使い四名家のうち二つが結ばれることになる。そして、どっちも神獣の味方になったんだ。茉莉花ちゃんも、これからは自由に生きられるよ」

「緋女乃さん……」

　緋女乃が差し出した手を、茉莉花は握にぎりしめた。

「自由」って言葉を噛かみしめるように、何度もうなずく。

　時とき軸じく学園が晴空と茉莉花に下した停学処分は、透悟を倒した翌日に解かれた。

　竜の眷属が唯月市を守ったことは、この町のみんなが知っている。

　もう、茉莉花は自分の正体を隠かくさなくていい。〈裁定〉は失敗に終わったけれど、結果は同じだった。竜の眷属が人間や魔法使いの味方だってことは、みんなに伝わった。

　緋女乃はその使命をきちんと果たして帰ることになる。

「もう会えないなんてことないですよね？」

　茉莉花は、片手だと物足りなくなったのか、緋女乃のてのひらに両手を重ねた。

「そんなわけないよ。ボクは必ず、この町に帰ってくる」

　緋女乃はその手を握り返して、茉莉花に笑いかける。

「本当ですか？」

「うん、来週くらいに」

　なにげない緋女乃のセリフに、茉莉花の目が点になった。

　あっさりだった。あっさりすぎて、思わず晴空と愛菜も言葉を失う。

「ら、来週ですか。嬉うれしいですけど早すぎじゃ？」

「だって、結婚式があるから」

　ぴしり、と、空気が固まった。

　電車の到着を知らせるアナウンス。それをも伝えることをこばむような、コンクリートみたいにがちがちの空気が、駅のホームを包み込む。

「け、結婚式って、誰の!?」

「ボクの」

「誰とですかっ!?」

「ハルさまと」

「ど、どどどどどどぉしてえええええ!?」

　茉莉花がホームいっぱいに響き渡るような声を上げる。

　愛菜は硬直したまま動かない。

　晴空だってびっくりだ。結婚？　来週？　そんな話ぜんぜん聞いてない。

「だって、最初に会ったとき言ったよね。竜の〈裁定〉が終わったら、ボクとハルさまは政略結婚するって」

「あれは緋女乃をこの特区に入れるための口実じゃなかったの!?」

　思わず詰つめ寄よる晴空に、緋女乃は唇くちびるに指を当て、なにかを思い出すように首を傾かしげた。

「うん。でも、発表しちゃったみたいだし」

「――え」

「天伎の当主さま、政略結婚について発表しちゃったって言ってたよ？」

「と、当主さまが？」

「天伎と摩耶の関係を確実なものにするには、竜と朱す雀ざくの眷属を結婚させるのがいいって。それぞれの土地に住んでいた神獣の遺伝子を未来に伝えることで、魔法使いと神獣が一緒に生きられる世界を作ることを目指すってみんなに伝えるんだって」

「り、理り屈くつはわかるけど」

「あと、『それくらいのプレッシャーを与えないと大事な孫が、いい幼なじみのままで終わりそうだから』とも言ってたような――」

「うわーうわーうわわわ――――――っ!!」

「わぁっ、愛菜さんホームで頭かかえて転がらないでください！」

　真っ赤な顔でごろごろ転がる〈光子のフオトン・魔姫プリンセス〉と、それを押さえる茉莉花。愛菜の絶叫が響くなか、警笛とともに電車がホームに入ってくる。緋女乃は荷物を肩かたに担ぎ直しながら、回りすぎて気持ち悪くなったのか口を押さえてうずくまる愛菜と、彼女の背中をさすっている茉莉花を、とても優しい目で見ていた。

　そして、いたずらっぽい笑えみを浮かべて、晴空の顔を覗のぞき込こむ。

「それに、ハルさまはボクの生まれたままの姿を見たもんねー」

「あ、あれは緋女乃が勝手に脱いだんじゃないか」

「言ってなかったっけ、摩耶には『摩ま耶や総そう帥すいの血を引くものは、血縁者以外で、初めて裸はだかを見せた異性のもとに嫁がなければいけない』というルールが――」

「そんなルールが!?」

「ないけど、帰ったら作ろうかなって」

「なんだその後付け設定！」

　どうしよう。

　緋女乃は完かん璧ぺきに本気だった。

「ということで、いいかな、ハルさま」

「いやそんないきなり言われても」

　しかも一週間後ってなんだろう。

　天伎と摩耶が手を組むのがいいことだってのはわかる。一緒に神獣の眷属との共存を目指すなら、竜と朱雀の遺伝子を持つ者の政略結婚はいい方法だ。わかるけど――理屈ではわかるんだけど晴空の思考はそこでループをはじめる。

　緋女乃のことは嫌いじゃない。だけど妹ができて一ヶ月も経たないのに、今度は嫁がくるなんてペースが早すぎる。家族が増えるのは嬉しいけど、このままいくと一年後には何人になってるかわからない。理屈と感情がせめぎあい、晴空の頭の中は真っ白。愛菜みたいに「ぷしゅう」って気絶できたらいいけれど、変に計算高い脳みそはそれを許さない。目の前で緋女乃が困った顔をしてる。こういう時、なんて言ったらいいんだろう。

　わからない。だって、こんなこと考えたこともないんだから。

「すぐに結論を出さなくてもいいよ。ただ、ちゃんと言っておきたかっただけ」

　緋女乃は晴空の肩に、白い手のひらを置いた。

　つま先立ちになり、晴空の耳元に唇を寄せて、つぶやく。

「ボク――島しま神がみ緋女乃は、ハルさまのことが好きです」

　発車のベルに紛れていたけれど、その言葉ははっきりと、晴空の耳に届いた。

「型落ち品の実験体だったボクを女の子としてあつかってくれて、守ってくれたハルさまが。永遠に眠りつづけるはずだったボクに未来をくれたハルさまが、大好き」

　ちゅっ、と、晴空の頬ほおに、やわらかいものが触ふれた。

　それがなんだったのか確かめる前に、緋女乃はぴょん、と飛び退き、電車へと乗り込む。

「これは宣戦布告だよ。茉莉花ちゃん、愛菜さん。がんばらないとボクがハルさまを取っちゃうよ――っ！」

「ひ、緋女乃!?」

　電車の扉が閉じた。

　ガラス窓の向こうで、ぶんぶん手を振っている緋女乃。電車が動きだし、その姿があっという間に見えなくなる。

　あとに残ったのは、突とつ然ぜんの告白に呆ぼう然ぜんとする晴空と、なぜか耳をぴくぴくさせている茉莉花と、やっと混乱から立ち直った愛菜。ひと気のないホームに、三人だけが残された。

「……兄さま」

「なにかな、茉莉花」

「茉莉花、実はとても耳がいいんです」

「なんだってー、さ、さすが竜の末まつ裔えい。人間を超越した五感にびっくりだよ」

「棒読みですね」

「まつりかすごいすごい」

「なでなでじゃごまかされませんよ？」

「抵抗力がついてる!?」

「茉莉花は日々成長中です、えっへん」

　この町に来たときよりもちょっぴり膨らんだ気がする胸を、めいっぱい張る茉莉花。

「兄さまは、緋女乃さんと結婚するんですか？」

　晴空が茉莉花の頭に乗せた掌が、硬直する。

　上目づかいでじーっと自分を見つめてくる茉莉花に、思わず冷や汗が伝う。

「……どうしよう」

「男の子なんですからはっきりしてください」

「天伎と摩耶の同盟はいいことだよね。そのために神獣の眷属同士が結婚するってのもわかるんだ。他の魔法使いたちに、二つの名家が神獣を大切にしてるっていうアピールにもなるし。そしたら、魔法使いたちは僕や茉莉花にはうかつに手を出せなくなる」

「茉莉花が聞きたいのは、そういうことじゃないです」

　晴空の手を握った茉莉花は、それを胸の前で抱きしめた。

「茉莉花が知りたいのは『男の子』の兄さまが緋女乃さんと結婚したいのかどうかです」

「……わかんないよ」

「じゃあ、どうして顔がちょっと赤いんですか？」

「それは……」

　さっき聞いた、緋女乃の言葉が、頭の中でこだましていた。

「女の子に面と向かって『好き』って言われたのがはじめてだから、かな」
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「……兄さま」

　茉莉花はとても長いため息をついた。

「兄さま、兄さま、に・い・さ・ま!!」

「ど、どしたの茉莉花」

「いつも茉莉花の言葉が足りないのはわかってます。でも！　だからって！　いくらなんでもそれはないんじゃないでしょうか!?　兄さまは『好き』って、はっきり、言葉で言わないとわからないんですかっ!?」

「一緒に調教しましょう。竜りん胆どうちゃん」

　いつの間にか立ち直った愛菜が、殺気のこもった目で晴空をにらんでいた。

「時間は一週間しかないわ。迷ってる暇はない。これからこいつを天伎の屋や敷しきに運んで、二人がかりで思い知らせましょう」

「了解です愛菜さん。そっち持ってください」

「わかったわ竜胆ちゃん。絶対に逃がしちゃ駄だ目めよ」

　がしっ

　息のあったコンビネーションで、茉莉花と愛菜が晴空の両りよう腕うでをつかまえた。

　そのままずるずると、改札口へと引きずって行く。

　竜の末裔と、天伎家次期当主候補の力は意外と強くて――なぜかその腕が気持ち良くて、晴空は振りほどけない。外には天伎の車が待っている。このまま引きずられて行くと本当に監禁調教されてしまいそう。だけど愛菜は必死な顔をしているし、茉莉花は二人と一緒ならなんでもいいのか、楽しそう。

　七月の空は青く、ここからもエリシアが眠る山が見える。神獣の眷属の未来なんかわからないけど、きっとそんなに悪くない。そんなふうに思っていると、晴空の胸で携けい帯たいが鳴った。無理やり引っ張って胸ポケットから取り出すと、如月きさらぎのるんからの電話だった。

『二人ともなにしてるの！　授業もう始まってるのに!!』

　その声を聞いて、茉莉花の足がぴたり、と止まった。

『みんな竜王と、竜の末裔が来るのを待ってるよ！　だって時軸学園普ふ通つう科かは、竜萌もえのクラスなんだもん!!』

「……仕方ないですね。兄さまの調教はあとにしましょう」

　茉莉花は晴空の腕を放した。

　代わりに彼の手をつかんで、引っ張るみたいにして走り出す。

「行きましょう兄さま。茉莉花たちのあるべきところに」

　人間を好きな竜と、竜を好きな人間が一緒にいられるところに。

　そう言って、茉莉花は笑う。事態の急変に気づいたのか、愛菜も二人を追って走り出す。

　まだ、すべてが解決したわけじゃない。

　ほとんどの魔法使いはまだ神獣を敵視してるし、唯月市の外では竜は危険生物だ。正体を明かして生きていけるのはここだけで、天伎と摩耶の同盟だって本当にうまくいくかどうかなんてわからない。

　――それでも。

　ここでは、茉莉花は茉莉花のままでいられる。

　竜の血を隠さなくたっていい。最後の竜エリシアの子供だって大声で叫さけんでもいい。

　結局、晴空が戦って手に入れたものはそれだけ――それだけなのに、すごく誇らしい。

　らしくないな、って、自分でも思うくらい。

「あ、そうです兄さま。みんなに会ったら、茉莉花は自己紹介をやり直したいです！」

「自己紹介を？」

「転校してきたときにやったのは、本当の茉莉花を隠した――偽物の自己紹介でしたから。えへへ」

　茉莉花は立ち止まり、くるり、とスカートを翻して一回転。

　銀色の髪かみをなびかせながら、晴空を見つめる。

　少しだけ、頬を赤く染めて、

「はじめまして、竜胆茉莉花です。お母さんはエリシア＝アースドラグ、最後の竜です。茉莉花は竜の血を引くハーフです。半分竜で、半分人間だけど、みんなの友達になりたいです。魔法使いさんのことも、人間さんのことももっともっと知りたいです」

　照れくさそうに、唇に指で触れながら――

「怖いこともあるけど、茉莉花はこの世界が好きです。それと――それと――」

　綺き麗れいな声で、世界中に聞かせようとするみたいに。

　最後の竜の子供は、桜色の瞳ひとみをかがやかせて宣言する。




「茉莉花は世界でいちばん、兄さまが大好きです!!」







あとがき







　お久しぶりです。千月さかきです。

　一巻の刊行から四ヶ月、読者のみなさんのおかげで、「絶滅危惧種の左目竜王」の二巻を出すことができました。




　二巻の著者校（校正さんがチェックしてくれた原稿）の修正作業をしている今、自分の住んでいるところは大雪になってます。

　郵便配達は来ません。

　宅配便はこっちへの荷物の引き受けは停止中です。

　著者校を編集部に送り返さなければいけないのに、予定通りに着くかわからないという、かなりピンチな状況。

　雪の量はそんなにたいしたことなくて、せいぜい歩道が存在しないとか、掘らないと地面が見えない程度で、町がプチ異界化してるくらいです。ただ、いつもより少し降る時期が早かったので、軽いパニック状態なのです。

　……二巻が無事に発売されていれば、原稿は予定通りに編集部に着いているはずです。

　二巻では新キャラが登場し、晴空のまわりはさらに騒がしくなってきます。やっと兄妹になった晴空と茉莉花ですが、茉莉花が望む穏やかな家族生活。そして家族旅行に行ったりするのはまだ先の話になりそうです。

　日常ラブコメなお話も大好物なので、いつか書いてみたいと思ってます。

「竜王湯けむり混沌事件。（のぼせて）湯船に浮かんだ光子の魔姫。混浴風呂に誘い込まれた竜王の家族計画とは？」などなど。




　それでは、最後にお礼を。

　クロサワテツさん。今回も最高のイラストをありがとうございました。

　担当様、いつもお世話になっています。その他にも校正の方や、この本にかかわってくださった方々にも感謝します。

　そして、この本を読んでくださった読者の皆さんにも、最大級の感謝を。

　ありがとうございました。

　また、お会いできることを願っています。
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